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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　豪ごう奢しやなリムジンの中で、悪魔たちの会合が開かれている。

　参加者は三人。

　一番奥おくの席につくのは、黒い着物に嫣えん然ぜんと身を包むのは、この場でもっとも位の高いサキュバス──名を纏まと糸いオトギ。

　そしてその右に座り、彼女の言葉に相あい槌づちを打つのは、若きエリートサキュバス──日ひ比び月つきリリィ。

「ところで夜よ美みさんにお任せする管かん轄かつ地の選定ですが」

　これまでの会話を一転させ、オトギが突とつ然ぜんそんなことを言いだすと、会話役を務めていたリリィはぐっと身を乗りだした。

　彼女にとって、「夜美」というサキュバスに関する話は、何よりも──ときには自分に関係する話よりも──重要なのであった。

「夜美の治める《夢見の街》が決まったのですか!?」

「いえ、実はその件が難航しているのですわ」

　オトギは申し訳なさそうな顔をして、広い車内の隅すみを見つめた。

　そこには、ここまでまったく会話に加わろうとしない悪魔がいる。

　身を縮め、できるだけここにいる者たちの意識に上がらないような涙なみだぐましい努力を続ける彼女は、話題の中心人物であるはずのサキュバス、天あま谷がい夜美……。

　前述の二人と同じ種族でありながら、その情けなさ、卑ひ屈くつさは、彼女たちの世界に横たわるヒエラルキーの存在をありありと連想させて余りある。

　夜美は二人の視線が自分に向いていることに気づくと、チューチューと吸っていたジュースのストローから口を離はなし、こびへつらうような顔でへらへらと笑う。

「へへ、オトギさまに用意していただける場所なら、私はどこでも……」

「何言ってるのよ、夜美！　託たく宣せん等級を授じゆ与よされることが決定した以上、あんたはこれから、他のサキュバスたちの見本となるべき存在なのよ？　そんな卑ひ屈くつな態度はやめなさい」

「私は無む抵てい抗こうで従順なサキュバス！」

　ドヤ顔でそんなことを口走る夜美を見てため息を吐ついたリリィは、オトギに向き直った。

「……オトギさま、選定が難航しているとはどういうことでしょうか？」

「サキュバス界に巣食う古き価値観が邪じや魔まをしているのです。いまだに夜美さんの新しい搾さく欲よく方法を認められない者たちが、彼女の下につくのを快く思わない様子なのですわ」

「夜美の集めた欲望には、色欲さまも舌した鼓つづみを打たれたのですよ？　サキュバスである以上、色欲さまのご意向を優先すべきだと思いますが」

「染しみついた差別意識というものは、なかなか払ふつ拭しよくしがたいものがあります。特に長く生きているサキュバスたちの中からは……」

「老害どもめ……」

　リリィは忌いま々いましげに表情を歪ゆがめたあと、同情するような眼まな差ざしで夜美を見つめた。

　しかし当の夜美はといえば、我関せずという態度をあらわにしようというのか、気まずそうに視線を逸そらしたまま、チューチューとストローでジュースを吸い上げている。

　そのときリリィは何かを思いついたのか、表情を輝かがやかせてオトギに提案した。

「……では、若いサキュバスたちの掌しよう握あくから始める、というのはどうでしょう？」

「というと？」

「これからのサキュバスの価値観を形作っていく若い世代に、夜美のやり方を浸しん透とうさせ、理解を得るんです。彼女たちの中には、夜美と同じように男が苦手な者もいるはずです。いままで彼女たちは『落ちこぼれ』として矯きよう正せいされる対象に過ぎませんでしたが、これからは無理を強しいられることなく搾さく欲よくできる方法があると呼びかければ、応える者もいるでしょう」

「なるほど、それはいいアイデアですわ！」

　オトギは目を細めて、手をポンと打ち鳴らした。

「オトギさま、いま『学園都市エリア』を管かん轄かつするサキュバスは、どのような考え方の持ち主でしょう？　働きかけることはできますか？」

「わたくしの忠実な右腕ですわ。では、その方向で手を打ちましょう」

「よかったわね、夜美！　何とかなりそうよ！」

　リリィがにっこりと微ほほ笑えみかけると、夜美はリリィとオトギの顔を見比べて、「……へへへ」と愛あい想そ笑わらいしながら、へりくだるように手をもみ合わせた。
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　開かい封ふうすべきか、開かい封ふうすべきでないか、それが問題だ。

　──時刻は深夜。

　部屋で一人、未み開かい封ふうの箱を睨にらみつけながら、俺の頭はずっとその問いに支配されていた。

　事の発ほつ端たんは、今日の夕方ごろ、以前に予約していた「しろみん」さん原作のフィギュアが届いたこと。

　夜よ美みやアキラと一緒に行ったフィギュア展示会でお披ひ露ろ目めされていた、例のブツだ。

　プラスチックケースの向こうからは、見事な造形のフィギュアが、煽せん情じよう的てきな表情かつポーズで微ほほ笑えみかけてきている。

「そ、そうやって俺を誘ゆう惑わくしようというのか……!?」

　思わず呻うめく。

　フィギュアのモデルは、最近俺が特に気に入っているラノベヒロイン。誰にでも優やさしく、それでいて主人公にだけはもっと優やさしく、温かく包み込んでくれる太陽のような性格の二次元美少女である。

　正直、どうして主人公がこんな非の打ちどころのないヒロインとの関係を発展させず、曖あい昧まいなままにしているのかまったくわからない。いわゆるヒロインレース的なことをやるラブコメ作品でもなく、一強ヒロインでやっている作品なのだから、他の誰かに躊ちゆう躇ちよする必要もないはずなのに。

　俺だったら、あんな美少女からのあからさまな好意にあてられたら、たちまちねんごろになってしまっていることだろう。

　鈍にぶい主人公のせいで苦労している彼女への同情心がそうさせたのか、俺はそのとき、この未み開かい封ふうのプラスチックケースが、彼女の苦労に対するメタファーのように感じてしまった。なんとかして彼女を自由にしてやりたい、と。

「よし、開けよう！　本当は明日専用ケースを買ってきてから、開かい封ふうの儀ぎを執とり行おこなうつもりだったけど、こうなってしまったからには仕方がない！　俺は欲望に負けたわけではない！」

　気き炎えんを吐はいてフィギュアに向き直ったとき、何やら窓の方から物音が響ひびいた。

　……コンコン。

　しかし、物音などに気を取られている場合ではない。

　これはこのフィギュアにとって一度しかない儀ぎ式しきであり、初めて外気に触ふれるロスト・ケースといってもいいイベントであるからして。

　……コンコンコン。

　うるさいなあ、もう。無視だ、無視。

　……コンコンコンコンコン。

　物音はしつこく続き、流石さすがの俺もそこで気がつくことがあった。

「……いや、ここ二階だぞ」

「……ヤスぅ、ヤスぅ……開けてえ……」

　そのとき窓の向こうからくぐもった声が聞こえ、途と端たんに俺は顔をしかめた。

　カーテンでその姿は見えなかったが、いまそこにいるポンコツサキュバスがどんな表情をしているかは、ありありと想像できる。

　……無視だな。いまはフィギュアの方が大事だ。

　──ドンドンドンドン！

「……お、起きているのはわかっている！　早く開けた方が身のためですよ！」

　イライラしながら窓に近づき、俺はさっとカーテンを開いた。すると、いきなり部屋の光が目に入ったのが堪こたえたのか、夜美は「むわあっ」と呻うめいて顔を覆おおう。

「……何やってんだよ？」

　窓をガラガラと開けてそう言うと、夜美はすぐにいつものドヤ顔になった。
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「飛んでます。ま、夜はサキュバスの世界なんで？」

「そういうことを聞いてるんじゃあない！　なんでここにいるのかってことだよ！」

「まあまあ、カッカしないでください。説明しますから、とりあえず中に入れてもらえます？」

　夜美のやつは、窓辺に立つ俺の身体からだをぐいぐいと押しのけると、さもそれが当然と言わんばかりの態度で部屋に入ってくる。

　もちろん、本当は入れたくなかったけれども、二階の窓付近でふわふわと浮うかぶ女の子の姿を他の人に見られれば騒さわぎになると思って……仕方なく入室を許す。

「何か、お前がこういう悪魔っぽいことするの久しぶりな気がするな……」

　窓とカーテンを閉めてから、俺はそう切りだした。

「悪魔っぽいこと、とは？」

「飛んだり、そういうこと」

「まあ、疲つかれますからね。普ふ段だんは歩いたほうが楽ちんなんです」

「虚きよ弱じやくサキュバス」

「ちなみにホバリングは特に疲つかれます。今後は気をつけてくださいね」

　暗に、早く窓を開けなかったこっちをなじってくる。どういう精神構造をしているのだ。

　俺がいらっとして何か言ってやろうと思って口を開いたとき、夜美は目ざとく未み開かい封ふうのフィギュアを見つけ、パタパタと駆かけ寄よった。

「──むっ！　これはしろみんさん原作キャラのフィギュアじゃないですか！」

「ああ、それ今日届いてさ。いま厳おごそかに開かい封ふうの儀ぎを執とり行おこなおうとしてたら、お前がやってきて中断する羽目になった」

「なんか当てこすり感半はん端ぱなくないですか？」

「それはお互たがい様だろ」

「はあ、しかしあのフィギュア、結局予約したんですね。二次元にしか興味がないと言ってたわりに、やっぱり三次元もいけるんじゃないですか」

　夜美が痛いところをつく。

　この議論は前もしたのだが、苦くるし紛まぎれの言い訳しかできなかったことを覚えている。「二次元を崇すう拝はいするために必要な偶ぐう像ぞう」とか、そんな感じだ。俺がぐっと詰つまっていると、夜美は勝かち誇ほこったような顔を浮うかべた。

「しかし、ヤスも水みず臭くさいですねえ」

「な、何だと……？」

「私はヤスの恋こい人びとなわけですから？　言ってくれれば、ある程度の便べん宜ぎは図はかってあげられるのにっていうか？」

「はあ？」

「も、もちろん恋こい人びとっていうのは演技ですけど……！」

「さっきから、何が言いたいんだお前」

　すると、夜美は真っ赤になってもじもじし始める。

「ふ、フィギュアにしたいことがあるなら、その……私で……つまり……」

　なんだこいつ──と俺は困こん惑わくした。

　黙だまっていれば圧あつ倒とう的てきに有利な状況だったのに、わざわざ墓ぼ穴けつを掘ほって自分を窮きゆう地ちに追い込むなんて、どういうつもりだ……？

　なんというか、ポンコツサキュバスのポンコツたる所以ゆえんを見た気になった。

　とはいえ、いまの情勢は俺にも有利というわけではない。

　この気まずい雰ふん囲い気き。そもそも冷静になって考えてみると、深夜の部屋で女の子と二人っきりというシチュエーション自体がよろしくない。

「……てか、そんなことはどうでもいいんだよお！　こんな夜よ更ふけにいきなりどうしたってんだ。要件を言え、要件を！」

　誤ご魔ま化かすようにして叫さけぶと、俺はドアに近づいてガチャリと鍵かぎを閉めた。

　おかん対策のつもりだった──が、これでさらに二人っきりの密室感が増した気がする。

　し、しまった！　こいつは悪手だったか！

　すると夜美はコホンと小さく咳せき払ばらいしてから、まだ顔を赤くしたまま口を開いた。

「そ、そういえば要件がまだでしたね」

「そ、そのとおり！　墓ぼ穴けつの掘ほり合いをしてる場合じゃないんだよ！」

「墓ぼ穴けつ？」

「いいから」

　先を促うながす。このままでは、どちらも得をしない。

「ま、まあ、いいでしょう。実は今日、ヤスの夢を見せてもらいたくって……」

「夢？」

　それを聞いて、俺はおやっと思った。

「何で俺の夢を？」

「話せば長くなりますが、聞かれたからには話さなければなりませんね。実は私、この度たび大出世することになりまして」

　そう言う夜美は、すでにドヤ顔だった。

　果てしなくウザかったので、あまり大きく反応せず話に乗っかることにする。

「出世ってあれか？　こないだ言ってた何とか等級ってやつをもらう話のこと？」

「そう、託たく宣せん等級！　色欲さまに選ばれたサキュバスだけが授じゆ与よされるという、超ちようエリートサキュバスの証あかし！」

　色々と嫌いやな記き憶おくもあるので思いだしたくないのだけれども、その件に関連して《サキュバス界闇やみの権力》とやらの実力者に絡からまれたことのある俺は、夜美の言葉を聞いて思わず背筋を伸ばしてしまった。

　ちなみにその実力者、纏まと糸いオトギと、その実じつ妹まいである纏糸グリムとは、いまでも同じ学校でよく会う間あいだ柄がらでもある。

「託たく宣せん等級を授じゆ与よされたサキュバスは、それはもうすごいですから。相撲すもうでたとえると、横よこ綱づな級です」

「相撲すもうでたとえられてもピンとこないなあ……」

「二場所連続で負まけ越こしたら陥かん落らくする大関とは違ちがうんですよ！」

「だから相撲すもうで言われてもわからないんだって！」

　すると、夜美はちっと舌打ちした。

「どうすれば私のすごさが伝わりますかねえ。とにかく、ヤスが想像しているよりも遥はるかにすごくて立派な感じなんです、いまの私は」

「イラストレーター業界でたとえてくれ。そしたらわかるかもしれない」

「イラストレーター業界では、私レベル！」

「『ヨミ』レベル!?　すげえじゃねえか！」

　ガンと頭を殴なぐられた気になった。

　俺のような二次元崇すう拝はい者からすれば、神にも等しい存在である。そしてここへきて、俺の中で相撲すもうにおける横よこ綱づなの地位も上じよう昇しようする。

「横よこ綱づなもすげえな、おい！」

「ふふん、ようやくご理解いただけたようですね？　私はこの度たび、私レベルに出世したというわけでして」

　夜美の言葉だけでは意味不明なので、補ほ足そくする必要がある。「（サキュバスとしての）私は（イラストレーター業界で言うところの）私レベルに出世した」ということである。

　俺はうむと頷うなずいた。

「お前は頭おかしいけど、イラストだけはすごいもんなあ。イラストだけは」

「誰の頭がおかしいですか！」

　途と端たんにいまにも嚙かみついてきそうな勢いで、歯をむき出しにする夜美。ドヤ顔になったり、急に怒おこり出したり、相変わらずコロコロとよく表情の変わるやつだ。

「それで！　当然、すごいサキュバスにはそれなりの権力が与あたえられるわけです！　オトギさまやリリィと同じように、私にも管かん轄かつ地が与あたえられたんですよ！」

「……管かん轄かつ地？　まさか、《夢見の街》とかいう……」

「むはは、そのとおりです。私クラスのサキュバスになると、それはもう《夢見の街》のすごいエリアを任されちゃったわけですな」

　そこまで言って、夜美は腕を組んで目を瞑つぶった──と思ったが、よくよく見ると、薄うす目めを開けてこちらに視線を送っているのがわかる。

　どのくらいすごいのか聞いてほしそうだった。

「……ちなみにそれ、どんなエリアなわけ？」

「あ、やっぱり気になりますか？」

　自分から質問を引き出しておいて、この反応である。

　イラッとしたものの、俺は夜美の言葉に耳を傾かたむけた。まあ、ちょっとくらい気になっていなかったと言えば噓うそになるし……？





２






　夜美が管かん轄かつを任されたというのは、『学園都市エリア』という場所のようだった。前ぜん途と有ゆう望ぼうな若い悪魔たちが多く暮らしている大きな島らしい。

　ちなみに悪魔というのは夜美のようなサキュバスだけでなく、他にもいるということだ。

　サキュバスは《七つの大罪神》淫いん奔ぽんの『色欲』に仕える悪魔であり、他の大罪神に仕える悪魔も存在している、という話を夜美から聞いたことがあった。

「……お前たち以外にも、厄やつ介かいな役目を持った悪魔がいるってわけか」

「大罪神さまたちは人間の負の感情をお召めし上あがりになりますが、それぞれ好みが違ちがっていますからね。たとえば怠たい惰ださまにお仕えする悪魔とかになると、日々人々を堕だ落らくさせる方法を、そこで学んでいるわけでして」

「人々を堕だ落らくさせるって……穏おだやかじゃないな」

　思わず、ごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　悪魔の中には恐おそろしいやつらがいるんだな。俺は関わり合いになったのがサキュバスとかいうわけのわからない悪魔でよかった……。

「彼女たちは、担当した人間から勤労意欲を奪うばい取とって、一生働かずに済むように金銭的なサポートをしたり、ひたすらに甘やかす手法を勉強するんです」

「え」

「何か？」

「……一生働かずに済むように金銭的なサポート？」

「はい」

「……ひたすら甘やかす？」

「はい」

　夜美が頷うなずくのを見てからしばらく、俺は額を押さえていた。

「──何だよそれ！　怠たい惰だの悪魔に取り憑つかれたやつは勝ち組じゃねえか！　なんで俺の近くにいるのは、サキュバスとかいうわけのわからない悪魔なんだ！」

「し、失礼な！　だいたい、怠たい惰だの悪魔がヤスを担当するなんてこと、絶対にあり得ませんから！　働くのが大好きなワーカホリックを怠なまけ者ものにしよう、というのがコンセプトの悪魔なんです」

「ああ、そうなの……？」

「ヤスみたいにえっちな人は、サキュバス以外無理！　どうせこのフィギュアだって、えっちなことを企たくらんで購こう入にゆうしたんでしょう！」

「だ、誰が！」

　夜美はフィギュアを箱ごと傾かたむけて、スカートの中を覗き込んだ。

「──ほおら、やっぱりパンツが見える！」

「パンツくらい別にいいだろ！　何のためのフィギュアだ！」

「本ほん性しようを現したなあ！　私には全部お見通しなんですからね！　そのまま眺ながめるだけに飽あき足たらず、色々な部位をキャストオフしてニヤニヤしようとしていたでしょう！」

「こ、このフィギュアにそんな機能はないわい！」

　思わずどもってしまう。

　あったらやってたかもしれないけれども。

「てか、お前俺がフィギュアを剝むこうとしてるって思ったわけ……？」

「思いましたよ！　ヤスは、どうしようもないすけべえですからね！」

「でもさっき、フィギュアに俺がやりたいことを、代わりに自分でやってもいいって言わなかった……？」

　すると夜美はハッと息を吞のみ、顔を真っ赤にして口をパクパクと動かした。

「そ、それはあれですよ！　ヤスの欺ぎ瞞まんを白日の下もとに晒さらしてやろうとしたまでのこと！」

「はあ？」

「二次元ではなく、リアルの美少女でもヤスが反応するということを明らかにしてやろうというつもりでした！　それだけであって、他意はありません！」

「リアルの美少女って（笑）」

「なんだその態度はあ！　一緒に温泉に入ったとき、私の身体からだを嘗なめ回すようにして見ていたくせにい！」

「み、見てないっつうの！　なんでお前のしょうもない身体からだなんか見る必要がある！」

　そう言いながらも、タオル一枚に包まれていた夜美の身体からだを思いだし、顔に血が上ってくるのを感じる。夜美のやつは、こう見えてかなりスタイルがいい方だ。

「だったら野や球きゆう拳けんでもしますか!?」

「何でそうなる!?」

「ヤスは私の裸はだかを見ても反応しないんでしょう!?」

　顔を真っ赤にしたまま夜美が詰つめ寄よってきて、俺は思い切りのけぞった。

　くそっ！　墓ぼ穴けつを掘ほったのは夜美のはずなのに、どうして俺の方が追おい詰つめられている!?

　自じ爆ばくテロ上等で、やけっぱちになった者ほど怖こわいものはない。

「……と、とにかく一度落ち着けって。大声もヤバいから。おかんが起きる」

「この際、ヤスのお母さんに話を通しておいた方がいいかもしれません」

　話って何の話だよ。

　夜美はそこで少し冷静になったのか、急におずおずしながら上うわ目め遣づかいになる。

「そ、そう言えば私は家族を紹しよう介かいしたのに、ヤスはしてくれないんですね……？」

「お前が勝手に連れて行ったんじゃん……てか、話が逸それまくってるんだよ！　俺はただお前が夜や襲しゆうをかけてきた理由を聞いてただけなのに」

　どこまで聞いたんだっけ？　ああ、そうだ。

　夜美が、前ぜん途と有ゆう望ぼうな悪魔たちが暮らす島の管かん轄かつを任された、と。

「まさか出世したから、それを自じ慢まんしにきたってことか？　はあ、しょうもな……」

「ち、違ちがいますよ！　短たん絡らく的に物事を考えないでください。私がそんなサキュバスに見えますか？」

「見えるから言ってるんだけどな」

　と、言ってやりたかったが、また話が変な方向に逸それそうなのでやめておく。

　無言のまま、視線だけで先を促うながす。

　すると夜美はまた胸を張り、ドヤ顔になった。

「ふ……まあ、大出世したことは確かですけどね？　近いうちに、私はみなから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを集めるエリートサキュバスとして、島を訪おとずれる手はずになっています」

「あ、そう……」

「その際、幼いサキュバスたちの通う学校で特別授業を行うことになりましてね。新設された『対面搾さく欲よく苦手科』の子どもたちに」

「ちょっと待て」

　思わず待ったをかけてしまう。

「何です？」

「……『対面搾さく欲よく苦手科』？」

「はい。私がサキュバス界で認められてから新設された科です。マイノリティながら、男の人が苦手なサキュバスは存在しますからね。その子たちはこれまで、男の人を克こく服ふくする訓練ばかりを受けていましたが、これからは違ちがいます。私のように、別の搾さく欲よく方法を磨みがけばいいわけですから」

「それはいいんだけど、名前はもうちょっと何とかならなかったわけ？　学科名に『苦手』とかネガティブなワードを入れなくてもいいと思うけど」

「そこはサキュバス界にはびこる古ふる臭くさい伝統主義者たちによる最後の抵てい抗こうでしょう！　名目はどうあれ、新しい風を界かい隈わいに吹き込ませることが大事なんです」

　夜美は誰かの受け売りのようなことを言う。

「まあ、名前なんてあとでいくらでも変えられるしな」

「そうそう。特別授業では、イラストによる搾さく欲よく方法を語ろうと思っています。あとは……」

　と、そこで夜美はまた未み開かい封ふうフィギュアを見つめる。

「将来的には、ああいう立体的な方法で搾さく欲よくを行うサキュバスが出てきてもいいかもしれませんね。偶ぐう像ぞう崇すう拝はい的てき搾さく欲よく法ほう！　とか」

「なるほどなあ」

「で、ここからが本題なわけです」

　そう言って、夜美はまた俺に視線を戻もどす。

「……授業の教材、必要ですよね？」

「イラストってこと？」

「そう！　えっちなイラスト！」

　夜美はぐふふと笑った。わりとキモかった。

「えっちなイラストなら得意分野じゃん。いつもどおり描かいて持っていけばいいじゃん」

「それでは生ぬるいんです。私はえっちなイラストの流派ではなく、えっちなイラストの総本山を用意したいわけでして」

「ちょっと言ってる意味がわかんねえな」

「私がこうだろうなあって思ってるえっちな理想よりも、実際に男の人が感じているえっちな理想こそが適切だって話です」

「う～ん」

「要するに、えっちなヤスが理想とするえっちを具イラ現スト化かして持っていきたいんです！　ヤスが夢に見るほどのえっちならば、えっちなイラスト教材にふさわしい！」

「えっちえっちうるせえなあ、さっきから！」

　えっちがゲシュタルト崩ほう壊かいしそうだ。

「私利私欲でヤスの夢に侵しん入にゆうしたいわけじゃありません！　生徒の子どもたちのためにも、ここは一つ……」

「でも、サキュバス業界のことは俺に関係ないし」

「ですが、ひょっとするとその子たちの中から、私を超こえるイラストレーターが現れるかもしれませんよ？」

「な、なに……!?」

　思わず目を剝むく。

　そんな俺を見て、夜美はニヤリと笑った。

「サキュバスにとって、男の人のえっちな気持ちを弄もてあそぶなんて、朝飯前の二度寝よりも簡単なんですよ。そんなサキュバスたちが高度なイラスト技術を身につければ……」

「う、ううぅっ……!!」

「今後のサキュバス・イラストレーター増加計画……略してサーキュレーター計画のプロペラを始動させるのは、ヤス！　あなたです！」

「──協力しよう！」

　一いつ瞬しゆんで考えを改めた俺は、わき目も振らずにベッドへ向かった。

　それからもぞもぞと寝床に潜り込むと、勢いよく夜美の方を向く。

「──さあ、いつでもいいぞ！　俺の準備は完全に整っている！」

「ふはは、それでいいんですよ。人間、素す直なおが一番ですからね！」

　夜美はドヤ顔でベッドに近づき、横たわる俺のすぐそばに腰こしを下ろした。

「よし！　では、私はここで待機していますので、思うがまま寝てください！」

「任せろ！」

　そう言って目を瞑つぶる。

　今日はいい夢が見れそうだぜ！

　これからの明るいイラスト業界のことを考えると、心が躍おどるようだった。
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　目を瞑つぶったまま、しばらく心が躍おどり狂くるうのに任せる。

　ウキウキ、と。ウキウキウキウキ……。




　──と、ここでようやく俺はいまの異常事態に気がついた。




　いや、ちょっと待って。何だこの状況。

　すぐそばの枕まくら元もとには夜美がいて、俺は目を瞑つぶっている。無防備な態勢のまま夜美に生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎられるかのようなこの様は、まるでまな板の上のコイではないか。

　躍おどっていた心が、急に別の緊きん張ちよう感で弾はずみ始めた。

　ウキウキがドキドキに変わる。胸の音が大きくなり、冷ひや汗あせが噴ふきだしてくる。

　耐たえきれなくなって薄うす目めを開いて見ると、ほんのすぐそこに、真っ赤になって俺をのぞき込む夜美の顔があった。

「や、ヤス……？　そろそろ寝ました……？」

　夜美はかまをかけるような言い方で、ひそひそと囁ささやく。

　どうすればいいかわからず、俺は沈ちん黙もくしていた。

「寝ちゃったようですね……ほんとに寝ました？」

　言いながら、おそるおそる頰ほおをつついてくる夜美。

「本当に寝てるならちょっと悪いた戯ずらしても起きませんよね～？　悪いた戯ずらしちゃおっかな～？」

　どういう立場からの言葉だよ、それ。起こしたいのかよ。寝ててほしいんじゃねえのかよ。

「寝たふりを続けるようなら、き、キスしますよ！」

「だああああああああ！」

　いよいよ耐たえきれなくなって、俺は飛び起きた。

「むあああああ！　やっぱり起きてるじゃないですかあ！　ヤスの噓うそつき！」

「寝てると思ったら、さっと夢に入ろうとしろよ！　なんで変なかまをかけてくるんだ！」

「かまなんてかけてません！」

「てめえ夢に入る前に、俺が無防備なのをいいことに変なことする気だろっ！」

「じ、自意識過か剰じような！　何を根こん拠きよに……」

「以前にシロの盗とう撮さつカメラに映っていたお前は、寝ね静しずまった俺の部屋で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしていた！　根こん拠きよはそれだ！」

　すると夜美はさっと目を逸そらし、歯切れ悪く言い訳じみたことを口にする。

「……あれはそういう儀ぎ式しきをする必要があっただけであって？　私自身も望んでやったことじゃありませんし？」

「てか、お前さ。催さい眠みん術みたいなの使えるじゃん。以前、それで強ごう引いんに眠らされたこともあったろ。寝てるかどうか確認する前に、それ使えよ」

「それはダメですよ」

「なんで？」

「だって自然な導どう眠みんをしないと、天然物の夢を見られないじゃないですか。今日は養よう殖しよくされた夢じゃなくて、天然物のぴちぴちした夢が欲ほしくてですね」

　またこいつ、わけのわからないこと言いだしやがって。

「……天然物ってどういうことだ？」

「どういうこと、とは？」

「だからさ、夜美が俺の夢をそういう方向に導くんじゃないのか、ってこと。俺、いつもエロい夢ばっかり見てるわけじゃないぞ」

「もちろん、それはそうでしょう。だから、長期戦になりますよね」

　夜美は大まじめな顔でうなづく。

「……は？」

「特別授業は来週の週末ですから、それまでに天然物のえっちな夢を見てください」

「いや、待ってもらえる？　その言い方だと、お前が夢に侵しん入にゆうしてくるのは今日だけじゃないって聞こえるんだけど」

「だから、そういう話でしょう」

「初耳だっつうの！　ふざけんな！」

「ええ!?　サーキュレーター始動のためにあらゆる犠ぎ牲せいを吞のむと言ったじゃないですか！」

「言ってねえよ！」

　すると、夜美は思案気に眉まゆを寄せてから、恩着せがましいことを言いだした。

「……仕方ありませんね。わがままなヤスのために、私も多少の犠ぎ牲せいは払はらいましょう」

「いや、お前、こっちは百パーセント善意の協力者だからな……？」

「ヤスが気持ちよく眠るために、私にしてほしいことがあったら言ってください。毎晩、それをやってあげます」

　夜美は強ごう引いんだった。厄やつ介かいなことに、光あふれる二次元世界の未来を人ひと質じち（？）に取っていることで、あらゆる交こう渉しようが通ると思い込んでいるらしい。

　もっと厄やつ介かいなのは、俺もそれを拒きよ否ひできない信教上の理由があること。

「う～ん、気持ちよく眠るためにか……」

「何でもいいですよ、何でも。寝苦しい夜、ヤスはどうやって寝る努力をしてますか？」

「声優さんの安あん眠みんボイスを聞いてるかなあ」

「……ええ」

　引かれた。

　いらっとした。

「別にいいだろ！　誰かに迷めい惑わくをかけてるわけじゃねえんだから！」

「それはそうです。しかし、う～む……仕方ありません。確かに、何でもいいと言ったのは私ですからね」

「……ん？」

「その安あん眠みんボイスに代わって、私の美声がヤスを眠りの世界にいざなうことにしましょう！」

「はあ？」

「枕まくら元もとで物語を朗読してあげます。どれがいいですか？」

　夜美はライトノベルの並んだ本ほん棚だなに近づき、難しい顔でそれらを物色し始める。

　こいつ、馬ば鹿かじゃねえの。

「いや、お前の声なんかで眠れるわけないじゃん。声優さんの声っていうのは、俺にその人の演じてる二次キャラを連想させるわけ。お前、二次キャラ演じてないだろ？　俺を朗読で眠らせたかったら、声優養成学校に入って競争を勝かち抜ぬき、声優デビューしたあともオーディション等の熾し烈れつな競争を勝かち抜ぬき、可か愛わいい二次キャラの役目をゲットしてこいよ（笑）」

「なんでちょっと声優界の過か酷こくさを浮うき彫ぼりにしようとするんです」

「あの人たちの声にはそれだけの価値があるんだあ！　お前にそれが出せるものか！」

「やってみないとわかりませんよ。ほら、どれがいいというんです」

　夜美は夜美で、意固地になっているようだった。微び妙みように膨ふくれっ面つらになって、こちらを促うながしてくる。

　仕方なく俺はベッドの上で腕を組み、真しん剣けんに考えた。

　当然、アニメ化している作品はよくない！　俺の中でキャラの声＝声優さんのそれで出来上がってしまっているため、キャラのセリフを他の声で読まれたりしたら、ノイズ以外の何物でもない。

　となれば……。

「──そのフィギュアのやつがいい！　アニメ化はこれからだしな！」

　机の上にある未み開かい封ふうフィギュアを、ビシリと指さして宣言する。

「ほほう、これですか」

　夜美は本ほん棚だなから該がい当とう作品を取りだし、しげしげと見つめた。

　表紙には、著者名に並んでしっかりと「しろみん」と書かれている。

　担当イラストレーターのおかげでキャラデザ、イラストのすばらしさは当然確保されているわけだが、それ以外にも、鈍にぶい主人公のせいで可哀かわいそうな感じになっている健けな気げなヒロインの一いつ喜き一いち憂ゆうするモノローグが秀しゆう逸いつ、と高く評価されている作品である。

　夜美はラノベを片手にベッドに戻もどってくると、自信満々な様子で腰こしを下ろす。

「さて、それでは寝つきの悪い駄だ々だっ子このために、本を読み聞かせてあげますか」

「てかさ、お前が来てなかったから、多分いまごろはもう寝てると思うんだけどな」

「そういうのはもういいですから」

　夜美は俺をベッドに寝かせ、掛かけ布ぶ団とんをかけてくる。

　そう言えば、夜美は俺が気持ちよく寝るために何でもすると言っていたけれども、添そい寝とかそういうことを頼たのんだらやってくれたんだろうか……？

　自分の横で横になる夜美の様子を想像して、一人で赤くなる。

　い、いや、何を考えてる、俺!?　こんなポンコツサキュバスに添そい寝されたところで、邪じや魔まなだけだろ！

「主人公のところはヤスに変えて読みますからね。そっちの方が感情移入もしやすいでしょうから」

「──へあ!?　え、あ、うん……」

　変なことを考えていた手前、もごもごと口ごもってしまう。

　誤ご魔ま化かすように目を瞑つぶり、相変わらずドキドキしながら夜美の朗読を待つ──と、




「私はヤスのことが好き……」




「はあああ!?」

　一いつ瞬しゆんで飛び起きた。

「むわあああ、何です!?」

「な、何だはこっちの台詞せりふだろ！　急に変なこと言いだしやがって！」

「朗読ですよ！　主人公のところをヤスに変えて読むって言ったじゃないですか！」

　夜美は顔を真っ赤にしながら、開いたページの一文をしきりに指さしている。

　そこには、主人公のことを想おもうヒロインのモノローグが書かれていた。甘あま酸ずっぱい気持ちになれるので、何度も読み返したことを覚えている。

「……む、確かに……」

「ひょっとして、私がヤスのこと好きって言ったと勘かん違ちがいしちゃったんですか？　へえ、ふうん……」

　こいつ、調子に乗りやがって。

　ドヤ顔が果てしなくウザかったので、俺はまたベッドに潜り込んでから、夜美とは反対方向を向いて目を瞑つぶった。

　しかし、そんな俺を追いかけるように、夜美の声が響ひびく。

「ヤスはどうして私の気持ちに気づいてくれないの……？　私、ヤスに頼たのまれたら、何だってやってあげるのに……」

　……お、落ち着け、俺！　これは夜美の言葉ではない！

「わ、私だって、健康な男の子が女の子とどういうことをしたいか、わかってるつもりだから……ちょっとくらいえっちなことなら……」

　耐たえろ、このモノローグはそう長く続くものではない！　きついのはここだけ！

　……ああ、しかしどうしても、俺にえっちな「ご奉ほう仕し」をしてくれる夜美のイメージが浮うかんで仕方がない！　これでは俺が夜美にこんなことをしてほしいと思ってるみたいじゃないか！　本心では、夜美のことなんて、何とも思ってないのにい！

　それからも何度か「好き」という夜美からの疑ぎ似じ的な告白が聞こえたけれども、俺は必死になって、その刺し激げきをシャットアウトした。

　夜美の朗読は続く。

　きつい箇か所しよを抜ぬけると、その反動か、わりと穏おだやかな気持ちが心に広がった。無意識のうちに耳を澄すませていて、夜美の声によって物語の情景を思い起こしている自分がいることに気がついた。

　あれ、ひょっとして悪くない……？

　物語を読む夜美の声は落ち着いていて、いつものポンコツっぷりが鳴りを潜ひそめているようだった。

　規則的で安心できるリズムに乗せられるようにして、ついにうとうとし始めた俺は、朦もう朧ろうとする意識の中で、いつも夜美がこんな感じで振ふる舞まえばいいのに、と思った。

　……夜美が可か愛わいいのはわかりきったことなんだから、落ち着いてボロを出さないようにするだけで、非の打ちどころがなくなるはずなのに、と。
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　次の日、携けい帯たいのアラームで目覚めると、俺はすぐに昨夜の夜美との一件を思いだした。

　熟じゆく睡すいしてしまったせいか、夢を見た記き憶おくはない。

　ただ、無意識下でも人間は夢を見ていて、それを覚えていないだけらしいので、夜美に聞いてみないと正確なところはわからないが。

　いつもどおり朝は一緒に登校する予定のはずなので、情報を照らし合わせる機会はすぐやってくるはずだ。

　若じやつ干かんの気まずさはあったが、これくらいはいつものこと。

　──と、そのとき、俺は背後にある違い和わ感かんに気がついて身をよじった。

　寝ね違ちがえ上等のスピードで首を回転させ、自分の後ろに視線をやると、ベッドの中に入り込んですぅすぅと寝息を立てる夜美の姿を見つけて、一いつ瞬しゆんで血圧が跳はね上あがる。

「──っな……!?」
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　と、大声を出しそうになって、自分で自分の口を押さえた。どうしてそんなことをしたのかわからなかったが、混乱しているときに取る行動の理由なんて、大体が意味不明だろう。

　こ、こいつ、一晩中ここにいたのか!?

　何とか頭をクールダウンさせ、状況の整理に努めようとする。

　そういえば最初に夜美と会ったときも、彼女は俺の夢に侵しん入にゆうしたまま眠り込んでいた。サキュバスのくせに他人の夢を覗のぞき込んでいるときに寝るなよと思うが、そこはクソ雑ざ魚こサキュバスの本領発揮。今回も、同じ失敗をしてしまったに違ちがいない。

　大声を出さずに済んだせいか、目の前の夜美はまだ静かに寝息を立てている。

　こんなに間近で夜美の顔を見る機会が少ない俺は、しばらくぼうっとしたまま、その可か愛わいらしい寝顔に見とれていた。

　──い、いや、可か愛わいらしい寝顔ってなんだ!?　冷静になれ、俺！

　俺は理性を総動員すると、目の前にいる女の子が三次元の肉にく塊かいに過ぎない、と何度も心の中で唱え、自身をコントロールしようと必死になった。

　──そ、そうだ、悪いた戯ずらしてやる！　これはいつも迷めい惑わくをかけられている復ふく讐しゆうだ！

　昨晩、眠っているかもしれない俺に対して、夜美もやろうとしていたことだ。こいつの目が覚めたとき俺の悪事を咎とがめられたところで、そう言い訳すればいい。

　これはいいぞ！　安全地帯が確保されている状況で、こちらからは一方的に攻こう撃げきを出し続けられるわけだ！

　悪いた戯ずらすると決心した俺は、改めて夜美をじっと見つめた。

　……でも、何をしよう？　顔に落書きでもすればいいのかな……。

　そんなことを考えているとき、夜美の唇くちびるがむにむにと動いた。

「……むーん」

　俺が一いつ瞬しゆんで緊きん張ちよう感に包まれるのを露つゆ知らず、夜美はごろんと体勢を変え、仰あお向むけになる。そうして彼女の柔やわらかそうな胸が「たゆん」と揺ゆれたのを見た瞬しゆん間かん、俺の中で何かがプツリと切れた。

「──おい、夜美！　起きろよ、てめえ！」

　防衛本能は、怒いかりとなって現れた。こんな状態で無防備な夜美に悪いた戯ずらなどしようものなら、きっとこちらの受けるダメージも計り知れないものになる！

　夜美の肩かたを揺ゆすって無理やり叩たたき起おこすと、彼女は目を白黒させて俺を見つめた。そして、一いつ瞬しゆんののち、

「…………？　むわああああああああ！」

「むわあ、じゃねえっつうの！　なんで俺の部屋で寝てるんだよ！」

「お、俺の部屋……!?　はっ、確かにここはヤスの部屋！」

　きょろきょろと周りを見回し、目を白黒させる夜美。

「そうだよ！　夢を確認したら帰れよ！　っていうか、夢はどうだったんだよ！　エロい夢は見てたのかよ！」

「し、失礼な！　私はえっちな夢なんて見てませんよ！」

「お前の話はしてねえんだよ！　昨晩の目的を思い出せっつうの！」

「さ、昨晩の目的……!?」

　夜美は真っ赤な顔で俺の言葉を繰くり返かえしたあと、身体からだの前でパチンと手を打ち鳴らした。

「そうでした！　私はヤスの見るえっちな夢を確認しようと思って来たんでした！」

「なに寝てんだよ」

　夜美はすっと目を逸そらす。

「ヤスがなかなか夢を見ないから、退たい屈くつで……」

「いや、じゃあ帰れよ」

「もうちょっと粘ねばれば、何とかなるかもしれないって思うじゃないですか。ソシャゲのガチャと同じで、引くに引けない状況と同じっていうか？」

「人の夢をガチャ扱あつかいするんじゃねえ！」

「ああ、引くに引けないって言っても、引くわけですけどね？」

「こっちはそういうことを気にしてるんじゃないんだけどなあ」

「すぐに夢を見なかったヤスにも責任はあります！　ということで、今日のところはお互たがいさまという感じですね」

　夜美は「仕方ない」と言わんばかりのしたり顔で、何度も頷うなずいている。なんでそっちが許す側っぽくなってるんだよ。

　呆あきれ果はてた俺がガリガリと頭を搔かいていると、夜美はすかさずベッドの下に置きっぱなしになっていたラノベに手を伸ばし、これ見よがしに自分の苦労を誇こ示じし始めた。

「ほらほら、ここまで読んだんですよ、私は！　誰あろうヤスのために！」

「わかった、わかった。いいよ、もう……」

「気持ちよく寝つけましたよね？　ヤスときたら、それはもうぐっすりって感じでしたし」

　そう言われて、バツの悪い思いをする。あれだけ啖たん呵かを切った手前、途と中ちゆうから夜美の声で安心し切っていたなどと言えるわけがない。

「……う～ん、ま、まあまあの寝つきだったかなあ？」

「今晩も来ますからね。この続きから読んであげますから」

　そこで夜美がラノベに視線を落としたことは、ドギマギしていた俺にとってラッキーな出来事だった。

「それにしても、まったく、この主人公ときたらニブチンですねえ。読んでて若じやつ干かんイライラしましたけど」

「そこまで鈍にぶいと、正直わざとやってるのかと思うよな。人の心をまったく理解できてないし、しようともしないし」

「でも、このヒロインも主人公の理解者を自負するなら、もっと鈍どん感かんな人にもわかるように言ってあげたらいいのに。モノローグで好き好きって言ってても、この主人公にはちゃんと伝えないとわかりませんよ」

「恋れん愛あい初心者ってそんなもんなのかなあ？　まあ、俺ぐらい漫まん画がとかラノベを読んでるラブコメ玄くろ人うとだと、結構感覚がマヒしちゃってるからな」

「主人公もヒロインも、もっと客観的に物事を見た方がいいでしょうね」

　まったくそのとおりだと思った。

　俺は夜美と一緒にひとしきり頷うなずいてから、時計を確認した。

「……そう言えば今日も学校だけど、ここで油売ってていいわけ？」

「……え？　はあ、しまった！　帰って準備しないと！」

　わたわたしながら立ち上がる夜美。

　そして、何の戸と惑まどいもない様子で窓に向かう。しかしカーテンを開けて、そこからサンサンと太陽の日差しが差し込んでくるのを見て、絶望的な顔になった。

「よ、夜が終わってる！　サキュバス・ターン・エンド！」

「お前、実は結構落ち着いてるだろ」

「ど、どうしましょう！　夜には無敵を誇ほこる私も、いまは並みの人間と変わりません！」

　こいつが夜に無敵を誇ほこってたことあった……？　まあ、いまそんなことはどうでもいい。

「窓から飛んで帰ることができない……ということはですよ？　このままでは私がヤスのお母さんとばったり鉢はち合あわせ、そして二人の仲が両家公こう認にんのものとなってしまいます！」

「そ、それはまずい！」

「でも冷静に考えると、それはそれで仕方のないことですね。この際、こちらからご挨あい拶さつに伺うかがいますか」

「ちょ、ちょっと待ってえ！」

　平然とドアに向かって行く夜美の前に、慌あわてて回り込む。

　おかんにはシロとの関係も誤解されたままだってのに、どう言い訳したらいいんだよ！　二次元ならいざ知れず、三次元の女の子をとっかえひっかえしてるみたいになるだろ！

「あ、慌あわてる必要はない！　というのも、今日のおかんは早出のはず！」

「私は別に慌あわててませんけど」

「──聞けえ！　もうちょっとしたら、おかんは俺に一声かけて出発するはずだ！　それまで、夜美はこの部屋で待機！」

「でも早く帰らないと、お弁当が作れませんよ。お昼を食べないと、ヤスもお腹なかが空くでしょう」

　確かに、俺はいつも夜美の手作り弁当を食べている。かなり美お味いしいやつだ。

「……今日はやむにやまれぬ事情だから仕方がない。購こう買ばいでパンを買おう」

「まったく、しょうがないですねえ」

　夜美はやれやれと肩かたをすくめて、ベッドに戻もどる。

　いや、そもそも君がこの部屋で居眠りしなかったら、こんな苦労はしなかったんだけどね？

　とはいえ、いまこの場で夜美の責任を追つい及きゆうして、自や棄けになられても困る。

　俺は言いたいことをぐっとこらえて部屋を出ると、朝に手のかからない息むす子こを見事に演じ切り、滞とどこおりなくおかんを仕事へと送り出すことに成功した。

　それからそそくさと制服を着て、夜美と一緒に彼女の住まいであるリリィの家に向かったけれども、朝帰りした夜美と俺を見たリリィが、意味深にニヤニヤ笑っているのをしばらく無視し続けなければならなかった。
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　そんなわけで、俺は朝から疲つかれ切きっていた。

　ただ、学校には心のオアシスがある。

　ちょっと前からクラスメートになったアキラの存在だ。

　授業の合間の休きゆう憩けい時間、俺はアキラの席の隣となりに腰こしを下ろし、昨日「しろみん」さんキャラデザのフィギュアが届いたことを伝えた。

　すると、アキラはにっこりと嬉うれしそうに微ほほ笑えみ返してくる。何だこの可か愛わいい生き物。

「あ、そうなの？　そういえば、ぼくのところにもちょっと前に届いてたっけ？」

「それって、ひょっとしてあれ？　見本品ってやつ？」

「うん」

　アキラと友だちになってから知ったことだが、商業クリエイターは、自身の関わったグッズを無料で手に入れられるらしい。これほど羨うらやましいことはない。

「あ、ひょっとして悪いことしちゃったかな……？　言ってくれたらあげたのに。いくつかもらってたから……」

「いや、自分に必要なものにはきちんと金を払はらわないといけないんだよ。それが産業を支える消費者として、正しい姿勢なんだ」

　俺の仰ぎよう々ぎようしい言い方を聞いて、アキラはくすくすと笑う。

「それに、俺は店てん舗ぽ特典も欲ほしかったしな。予約しないとクリアファイルとタペストリーはもらえなかったみたいだからさ」

「ああ、そうなんだ」

「まだケースから取りだしてないんだけど、ありゃあすごい出来だよ。流石さすがは『しろみん』先生と言わざるを得ない」

　褒ほめられて気き恥はずかしかったのか、アキラは頰ほおを染めて謙けん遜そんした。

「立体化はキャラデザとはまた別の技術だから、いい原型師さんに当たっただけだよ」

「原型師かあ……なんて言ったっけ？　結構ふざけたペンネームだったと思うけど」

「腐くされユニコーンさん」

「そう、その人だ」

「……その人のことで、ちょっといいですか？」

　弱々しい声が俺とアキラの会話に割り込んでくる。

　見ると、顔を赤らめて俺の服の袖そでを摑つかむ夜美がいた。

　二人きりのときからは考えられないが、夜美は基本的に男が近くにいるとこうなる。その男が、アキラのようなほとんど女の子と言っていいレベルのやつでも。

　俺はあからさまにうんざりした様子を醸かもしだして、夜美の方を向いた。

「何だよ？　俺はいま精神的な癒いやしを得るため、アキラと話してるんだよ。どこかのポンコツサキュバスのせいで、朝っぱらからドタバタして疲つかれたからな」

「──おおっと、ＢＬだあ！　それはＢＬ的発言っしょ！」

　夜美の背後から、目をキラキラと輝かがやかせたグリムが、ひょっこりと現れる。

　ギャルっぽいルックスかつギャルっぽい性格をしているとあって、俺はこのサキュバスの少女がはっきり言って得意ではない。さらに、その姉が恐おそろしい権力を持っているため、無下にすることもできないというやりづらさを備えた存在でもある。

　グリムは携けい帯たいを取りだして俺たちの方に向けると、ビシリとテンション高めのポーズで構えた。

「──オカズが主食！」

「グリム、うるさい」

　夜美がグリムの頭にチョップを繰くりだす。昔むかし馴な染じみの間あいだ柄がらだからこそできるのだろうが、きっと姉のオトギがいるところではやらないと思う。下手すれば、あの度の過ぎたシスコンに腕を切り落とされるかもしれないからだ。

　グリムはケラケラと笑うと、「冗じよう談だんだってば～」と言って、背後から夜美に抱だきついた。

「夜美っちの身体からだやらけ～、うへへ～」

「陽キャ特有のボディタッチ、ウザすぎわろた」

「いつの間にこんなたわわに育ったわけ？　やっぱり恋こいをしてから？」

「こ、恋こいなどしていなァい！」

　夜美が突とつ然ぜん、発はつ狂きようする。

　一方で、俺の脳に備わる二次元フィルターは、すでに眼前の光景を二次元へと変へん換かんしていた。

　きゃっきゃうふふする二人の二次元少女。

　これは紛まがうことなき百ゆ合り！

　……それにしても、確かになんで陽キャってこんなに距きよ離り感近いんだろうね？　俺がグリムのような性格をしていたら、朝に横で寝ていた夜美を軽々しく抱だきしめたりできたのだろうか。……いや、変なことは考えまい。

　夜美はぐいぐいとグリムを引きはがしてから、コホンと咳せき払ばらいして話を戻もどした。

「……と、ところで、その腐くされユニコーンという方ですけど」

「うん」

　答えたのはアキラだ。しかし、夜美はアキラの方を向こうとせず、ずっと俺の方を見つめている。どうやら、アキラと目を合わせられないらしい。

　……これは誰かが補助に入らなければ、会話もままならないだろう。

「ぜひ、私に紹しよう介かいしてください」

　まっすぐ俺の目を見つめて言う夜美。

　変な空気になった。当然である。俺に原型師との伝つ手てなどない。

　しばらくして、俺はアキラの方を見て言った。

「……原型師を紹しよう介かいしてほしいらしい。理由は知らないけど」

「未来あるサキュバスたちのための教材が必要なんです。えっちなヤスを虜とりこにするほどえっちなフィギュアが」

「えっちえっちうるせえな！　昨日から人をえっちの化け身しんみたいに言いやがって！」

「えっちの化け身しんだって。やらし～」

　グリムがニヤニヤ笑う脇わきで、アキラはほんのりと頰ほおを朱しゆに染めていた。これ、環かん境きよう型セクハラでは？

　構わず夜美は続ける。

「昨日言ったでしょう。フィギュアとか、立体的な搾さく欲よく方法を確立するサキュバスが出てきてもいいって。イラスト教材は私が用意できますけど、フィギュア教材は無理ですからね」

「ああ、そういうこと……」

「そう！　その方に私のイラストを立体化していただき、教材として使用するんです！」

「授業は来週って言ってなかったっけ？　間に合うわけないじゃん」

「将来的にってことですよ」

　そこまで聞いてから、俺はアキラに伺うかがいを立てた。

「……どうもこういう理由らしいんだけど、どう？」

「えっと、ごめんね……しろみんとして対外的なことはほとんど白さんがやってるから、ぼくはその人の連絡先とか知らなくって……」

「ああ、そしたらリリィからシロに聞いてもらえばいいんじゃねえの？　どうせ夜美のやつも対外的なことはリリィに丸投げしてるはずだし」

「リリィは私のマネージャーですからね」

　夜美はドヤ顔だったが、コミュ障のサポートをしてもらっているだけで何をそんなに勝かち誇ほこっているのかよくわからない。

「でもひょっとしたら、白さんもよく知らないかも。ああいうのって、ラノベの出版社経由で来る話だから、イラストレーター側は許可を出すだけで、深くかかわらない場合が多いみたいだから……」

「ふむ。では、最悪《サキュバス界闇やみの権力》を行使する必要がありますね」

「そこまでその原型師にこだわる必要あるか？　他の人でいいじゃん」

「ダメです」

　夜美はきっぱりと俺の案を否定した。

「なんで？」

「ヤスがあのフィギュアを気に入ってるからです。私のイラストも同じ人に立体化してもらいます」

　よくわからない理由だった。

「……まあ、いいや。サキュバスと関わることになるその人には同情するけど、運が悪かったと思って諦あきらめてもらうしかないな」

「でも、よりによってペンネームに『ユニコーン』とかつけてるなんてねえ？」

　そのときグリムが意味深な言い方をして、俺はおやっと思った。

「ユニコーンって言ったら、あれだっけ？　処女厨ちゆうの馬だっけ？」

「言い方ァ！　でも、伝説ではそうだよね。処女の前にしか姿を現さないとか、純潔の象しよう徴ちようとか、そういうの」

「純潔の象しよう徴ちよう……エロの象しよう徴ちようたるサキュバスの対極だな」

「いいとこつくじゃん」

　グリムはまたケラケラと笑った。

「本物のユニコーンってさ、天使の名前なんだよね。『純潔』の天使って言って、ウチら『色欲』の悪魔と対ついをなす存在なわけ」

「はあ、天使」

　夜美やリリィから、そういう存在がいるという話をちらっと聞いたことがある。

「いまはもう、あんまり表立って争ったりはしないけど、いちおう天使と悪魔は宿敵同士ってことになってんだよね」

「いまはってことは、昔はドンパチやり合ってたわけ？」

「らしいよ～？　もうすぐ『欺ぎ瞞まん』っていう神さまの怒いかりを鎮しずめるお祭りがあるんだけどさ。あ、この話夜美っちから聞いた？」

　俺は夜美と一いつ瞬しゆん視線を交わらせてから、すぐ首を振ふった。

「いや、聞いてない」

「そしたらウチが話すね」

　と、グリムは嬉うれしそうに説明を続けた。

　何でも遥はるか昔、いま存在している七つの大罪神の他に、もう一柱の大罪神がいたらしい。

　それが『欺ぎ瞞まん』。

「一番ヤバい力を持ってたから、天使たちが血ち眼まなこになって戦って、封ふう印いんしたんだって。で、悪魔たちは可哀かわいそうな『欺ぎ瞞まん』さまの怒いかりを鎮しずめるために、年に一度お祭りを開いてるってわけ。それが、もうすぐある欺ぎ瞞まん祭」

「へえ、そんな文化が……」

「そそ。神さまを封ふう印いんするくらいだから、天使たちの力もすごいよね～。ま、もちろん本当にあったことかどうかわかんないけど」

　それを聞いて、途と端たんに肩かた透すかしを食ったような気になった。

「何だよそれ。ちゃんとした史実に基もとづいてるわけじゃねえのか」

「だって大昔の話だよ？　それに欺ぎ瞞まんさまに関することなんて、全部真実かどうか怪あやしいし。むしろ、真実でない方が欺ぎ瞞まんさまっぽいってことで、どれだけ逸いつ話わに尾おひれをつけたしてもオッケー！　みたいな風潮もあるくらいだもん」

「ええ……でも、まあ悪魔のやることだしな」

「ただ、天使はマジでいるからね。ウチは会ったことないけど、会ったら報告が義務づけられてるし」

「天使もお前らみたいに、人間そっくりの格好をしてるのか？」

「うん」

　と、グリムが頷うなずく。

　それを受けて、俺はアキラの方をじっと見つめた。

「な、なに？」

　戸と惑まどったのか、また頰ほおを朱しゆに染めるアキラ。

「君、ひょっとして天使なんじゃないかい？」

「馬ば鹿かなこと言わないでください」

　むっとした顔で、夜美が俺の二の腕をつねってくる。

「……アキラはともかくさ、ひょっとしたらその腐くされユニコーンって人は、本物の天使かもよ～？」

　恐きよう怖ふを煽あおろうとしているのか、グリムはひそひそ声でそんなことを言った。
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　その日から、夜美は有言実行とばかりに毎晩やってきたが、俺はなかなか夜美が求めるような夢を見られずにいた。

　特別授業のある週末までにえっちなイラスト教材を用意しなければ、授業が成り立たない。

　そんな理由から、期限である週末が近づくにつれ、夜美は締しめ切きり間近の作家よろしく、次し第だいに焦あせってきているようだった。

　彼女は毎晩俺の部屋で煽せん情じよう的てきなイラストを描かき、俺の情欲を刺し激げきした。これまで、そういうイラストは俺への交こう渉しようカードとして使われていたので、めったなことがなければ、こちらが望むようなシチュエーションで夜美がイラストを描かいてくれることはなかったのである。だが、いまはありとあらゆる要求が通った。

　これにより、いま俺にとって「イラスト特とく需じゆ景気」ともいうべき、この世の春が訪おとずれつつあった。

「んー！　これじゃあダメだね！　この胸を隠かくす布をあと一センチ下にずらしてごらん！　そうすれば、きっと理想的なイラストになるはずだよ！」

「で、でも、これ以上ずらしたら、みみ見えちゃいますよ！」

「じゃあ背景が悪かったってことだよね？　シチュエーションを森の中にして、舞まい散ちる木の葉でＴＫＢを隠かくせば、この布はもっと下でもよかったんじゃない？　そういうとこだよ？」

「くっ……調子に乗って……」

「ん～？　何か言ったかな？」

「ていうか何なんですか、そのウザいキャラ！」

「ウザくなあい！　ほらあ、早く描かいて早く！」

　膨ふくれっ面つらでペンタブに向き直る夜美のすぐ横で、俺はどんどんと修正されていくイラストを見ていた。

　相変わらず惚ほれ惚ぼれするような手て際ぎわだ。これこそまさに芸術！　多分いまこの瞬しゆん間かんにも、俺の中にある「萌もえ」は色欲さまに送られていることだろう。

「や、ヤス……」

　そのとき、夜美が消え入りそうな声を出した。

「え？」

「ち、近いです……」

　無意識のうちに、俺はペンを走らせる夜美のすぐ近くまで身体からだを寄せていたようだった。

　横を見ると、ほんの鼻先に夜美の真っ赤な顔がある。

「──うわあ!?」

　心臓が口から飛び出しそうになって、俺は慌あわてて後ろに飛びのいた。

「要望を出してくれるのはいいですけど、その、邪じや魔まはダメです……」

「ご、ごめん……」

　まだ心臓がドキドキしている。

　俺は落ち着くまで、作業を続ける夜美の後ろ姿を眺ながめていた。

　丸みを帯びた柔やわらかそうな輪りん郭かく。こないだグリムが後ろから抱だきついたのも無理はない気がした……。

「……はい、できました」

　夜美はそう言ってタブレットを手に取ると、俺の方を振ふり向むき、ぎゅっと抱だきしめるようにしてこちらに画面を向けた。

　俺が言っていたように、背景が森に変わり、中心にいる可か愛わいい女の子があられもない姿を晒さらしている。しかし、木の葉がしっかりと秘部をガードしていた。

「……うん、その、いいんじゃないかな？」

「満足しました？」

「……うん」

　俺の返事を聞いて、夜美は唇くちびるを尖とがらせた。

「本当に大丈夫ですか？　そろそろえっちな夢を見てくれないと、私の予定が本格的にぽしゃっちゃうんで……」

「ぜ、善処するから」

　どうしようもないけどね。夢なんて自分でコントロールできないし。

「ヤスは男性が苦手なサキュバスたちにとって、希望になるはずなんですよ。こういう人に協力してもらって、イラストを仕上げていけばいいんだっていう見本ですから。ヤスだってみんなの前で挨あい拶さつするんですし、そろそろ真面目になってもらわないと……」

「……ん？　ちょっと待って」

「どうかしました？」

　きょとんと小首をかしげる夜美。

「……誰が誰の前で挨あい拶さつするって？」

「もちろんヤスが、特別授業を行うサキュバスたちの前で、ですよ」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからずに額を押さえる。記き憶おくを手た繰ぐって物事を整理しようとしてみたが、まったく上う手まくいかなかった。

「……え？　そういう話だったっけ？」

「そうですよ。ヤスも私と一緒に行くんですよ。え、言いましたよね……？」

「うーん」

　と、唸うなってから、俺はやおら立ち上がった。そして、

「──聞いてねえええ！　ぜっっったい、聞いてねえ！　俺は行かねえからな、そんなとこ！」

「な、何を馬ば鹿かな！　私はヤスが協力してくれるっていうから、毎日こうやって耐たえ難がたきを耐たえ、忍しのび難がたきを忍しのんできたんですよ！　いまさらちゃぶ台をひっくり返すなんて許しませんから！」

「協力するのは、夢を見せてやるとこまでだろ！　そこから先は契けい約やく外だ！」

「夜な夜な私にえっちなイラストを描かかせていたくせにい！　それがどれだけヤスの幸福係数を押し上げたか！　これを見てください！」

　夜美はタブレットの画面をスライドさせ、よくわからない棒グラフを表示させた。

「このグラフが普ふ通つうの生活で得られる幸福。で、こっちが最近のヤスが得ていた実際の幸福」

「ええ、めっちゃかけ離はなれてるじゃん……」

「差は何によって生じているか？　グラフによると、この『ＧＹＰ』という指標によって、幸福が押し上げられていることが明らかですね」

「ＧＹＰ？　なんだそれ」

「グラフィカル夜美ペイント」

　夜美は大まじめな顔で言った。

「つまり私のイラスト力が、最近のヤスをこれだけ幸せにしていたんですよ！　代だい償しようも払はらわずに幸福を得られるなんて、そんな都合のいい話はありません！」

「なんかお前、定期的にわけわからない指標作ろうとするよな。前も夜美検定とか言って、変なテストしてきたし」

「誤ご魔ま化かさないでください。ヤスは『自分に必要なものにはきちんと金を払はらわないといけないんだよ。それが産業を支える消費者として、正しい姿勢なんだ』……とか、ドヤ顔で言ってましたよね？　なのに、私のイラストはタダ見する気ですか？」

　こいつ、アキラとの会話を聞いてやがったのか！

　俺が歯ぎしりしていると、状況を優勢と見たのか、途と端たんに夜美はつけ上がり始めた。

「ヤスは、違い法ほうアップロードサイトでクリエイターさんの労苦の結けつ晶しようを野や蛮ばんにかすめ取ろうとする、ならず者たちをどう思いますか？」

「もちろんクズだ」

「いまのヤスがまさにそれ！」

「う、噓うそだあああああああ！」

　頭を抱かかえてひざまずく俺の周りを、夜美は「ド☆違い法ほう！　ド☆違い法ほう！」と言いながらグルグル回った。

「さ、わかったら素す直なおに同行することですね」

「……いや、それでも何か釈しやく然ぜんとしないんだけど。最初にイエスって言わせてから、ちょっとずつ要求を大きくしていくやり方って、何かの詐さ欺ぎの手法でなかったっけ？」

「詐さ欺ぎとは失礼な。私は最初から、公明正大にこちらの要求を提示しています。それをヤスが独断と偏へん見けんに満ちた解かい釈しやくをするから、こうした齟そ齬ごが起こるんです」

　え、俺が悪いのか、これ？

　しかし、最近の自分が身みの丈たけに合わない豪ごう遊ゆうをしていたのも確かである。夜美が異様に協力的だったのも、こういう理由があったからなのか。

　せめて、あんなに調子に乗って夜美に要求したりしなければよかった。夜美のいま浮うかべるドヤ顔が、膨ふくれ上あがった自分自身の負ふ債さいのように見えた。

「く、くそ……イラストバブルが弾はじけちまったのか……」

　後こう悔かい先に立たずとはまさにこのこと！

「それに私の昇しよう進しんに際して、『学園都市エリア』には、リリィやグリムはもちろん、しろみんさんご両名も招待しています。にもかかわらず、いまさらヤスがこないとかになっちゃうと、場の空気が盛り下がること請うけ合あいですよ」

「ええ……シロとアキラの二人はオッケーしてるわけ？」

「もちろんです。ちょうどお祭りの時期ですから、楽しくなるはずと言ったらほいほいついてくると」

「ほいほいって……お前、あいつらに何かするつもりじゃねえだろうな」

「それはリリィとグリムに訊きいてください。それぞれ、あの二人が招待したいって言ったんですから」

　そう言うと、夜美は俺のすぐ横に腰こしを下ろし、ほんのりと頰ほおを染めてまた唇くちびるを尖とがらせた。

「……いいから、ヤスも一緒に行くんです。わかりましたね？」

「わ、わかったよ、もう……」

　甘えるように言う夜美にドギマギしてしまって、俺は彼女の理り不ふ尽じんさや強ごう引いんさなど、どうでもよくなってしまった。
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　その日、例によって夜美の朗読によって眠った俺は……ついにそういう夢を見た。

　真っ白な砂すな浜はまの向こうに、見たことがないほど綺き麗れいに透すきとおった海が広がっている。

　そんなビーチに、俺は夜美と二人っきりでやってきていた。

　他に誰の目もないにもかかわらず、夜美は羽織ったパーカーを脱ぬごうとしないので、彼女の水着姿が見たい俺は、必死にそれをパージするように交こう渉しようしていた。

「ちょっとだけ！　まずは、ちょっとだけジッパーを下にずらすんだって！　そしたら、あとは勢いでいけるからさ！」

「でも、恥はずかしいし……」

「何を恥はずかしがることがあるんだい!?　この世界の広大さにくらべれば、恥はずかしいとかいう一人の人間の感情が、どれだけちっぽけなものかわかるはずだろう？」

「でも、海のように広い心とかいう表現もありますし……」

「海のように深い愛とも言うよな。俺が夜美に感じているのが、まさにそれ！　俺は夜美の恋こい人びとなんだろ？」

　すると、夜美は真っ赤になって目を逸そらす。

「そうですけど、でも……」

「俺しか見てないんだからいいじゃん！　俺だって、俺以外のやつが夜美の水着を見るのは嫌いやだ！　でも、ここには俺と夜美しかいないんだからさ！」

「さっきから、なんでそんなに必死なんですっ」

「夜美の水着姿が見たいからに決まってるだろ！　絶対、可か愛わいいから！」

「うう……もう、ずるい」

　夜美は火ほ照てった頰ほおを両手で押さえ、上うわ目め遣づかいで俺をちらりと見つめた。

　これは行ける！　もう少し押せば、きっと夜美の固いガードを崩くずせるはずだ！

「頼たのむよ、夜美。一生のお願いだからさ……」

「わ、わかりました……わかりましたよ、もう……」

　しぶしぶといった様子で頷うなずく夜美。

　それから彼女は、後ろを向いているように要求した。それで邪じや魔まなパーカーがなくなるのならお安い御ご用ようとばかりに、俺は夜美から視線を外す。

「……はい、いいですよ」

　そんな声とともに、俺はこらえ性しようのない犬も真っ青な勢いで振ふり向むいた。

　いよいよ夜美の水着姿だ！

　夜美は少し移動して、海の浅あさ瀬せに立っていた。まぶしいビキニ姿の彼女は、女め神がみや天使かと見み紛まがうほど可か愛わいかった。

「……う」

「……どうですか？」

　可か愛わいい、と言おうとした瞬しゆん間かん、俺は別の言葉を口走っていた。

「んー！　それじゃあダメだね！　その胸を隠かくす水着をあと一センチ下にずらしてごらん！　そうすれば、きっと理想的なシチュエーションになるはずだよ！」

「で、でも、これ以上ずらしたら、みみ見えちゃいますよ！」

　そのとおりだ。俺は露ろ骨こつなエロなど、萌もえに必要ないと思っている。

　水着に包まれた柔やわらかそうな胸。日の光に照らされた、まぶしいふともも。

　それだけでいまの夜美は十分に煽せん情じよう的てきで、むしろこれ以上の刺し激げきは不要だ。しかしどういうわけか、俺は自分の暴走を止めることができなかった。

「じゃあ背景が悪かったってことだよね？　なんで海？　シチュエーションを森の中にして、舞まい散ちる木の葉で隠かくせば、水着はもっと下でもよかったんじゃない？　そういうとこだよ？」

「でも、水辺以外だったら水着なんて着ませんよ」

「それは固定観念だァ！　いつの時代も、固定観念が物事の発展を妨さまたげるっ！」

　何を言っているんだ、俺！　物事には、変えてはいけないものだってある！　変化ばかりを求めて、黄金比を崩くずすことは芸術ではない。

　そのとき、大きめの波が背後から夜美を襲おそった。

「え？　きゃっ……！」

　俺の暴走が具現化したかのような波が、夜美の羞しゆう恥ち心しんを守る最後の防ぼう波は堤ていともいうべき水着を奪うばい去さっていた。

　夜美は慌あわてて腕うでで胸を隠かくし、涙なみだ目めになって俺に救いを求めてくる。

「ヤス、水着取ってきてください……」

　しかし、しばらく俺はその場を動けなかった。腕うでで押しつぶされた夜美の胸は、むしろ一部分では強調されるように盛り上がっていて、俺の意識をとらえて離はなさない。

　なんてこった、すけべすぎる！

　しかし果たして、これは俺の求める萌もえなのか……？　葛かつ藤とうが波のように次から次へと押し寄せ、同時に現在進行形でリアルの波が発生して、水着を沖おきへと押し流ながしていく。

「わ、わ、水着がぁ！」

「おのれ離り岸がん流！　都合よく水着だけを持ち去りやがってぇ！」

「パーカー！　パーカーを取ってください！」

　そのとき突とつ風ぷうが吹き、パーカーを吹き飛とばした。

「わあ、パーカーすらも！」

「こ、これではどうしようもない！　不ふ可か抗こう力りよく的に出来上がったシチュエーションの中で、やりくりするしかないようだぞ！」

　叫さけびながら、俺はこぼれ落ちそうな夜美の胸むな元もとを凝ぎよう視ししていた。

　もう少しだ！　もう少しでそこはグランドライン、ロマン溢あふれるワンピース……。

「とりあえず海から出るんだ！　いま助けに行くからな、夜美！」

　夜美は恥はずかしそうに頰ほおを染めたまま目を伏ふせ、その場を動かない。

　俺はごくりと生なま唾つばを飲み込んでから、海に入った。

　一歩ずつ濡ぬれた砂すな浜はまを踏ふみしめて、夜美に近づく。

　手を伸ばせば彼女の素す肌はだに触ふれられそうなところにまでやってくると、すでに興奮が動どう悸きに変わっていて、くらくらと眩暈めまいがするようだった。

「夜美、すげえ綺き麗れいだ……」

「ヤスのえっち……」

　囁ささやくようなその言葉ですら、いまの俺には大きなダメージを与あたえてくる。

　夜美のすべてが可か愛わいくて、頭がおかしくなりそうだ……。

　──と、そのとき、ズルリと足がすべった。

「──危ない！」

　夜美が慌あわてて手を伸ばし、しかしそれでも倒れる俺の勢いを止めることはできず、俺たちは一緒になって浅あさ瀬せに倒れこんだ。

　夜美の大事なところをガードしていた腕うでが外れる。しかし水面から勢いよく飛び散った水すい滴てきが、太陽の光をキラキラと反射させながら、彼女の秘部を隠かくしていた。

　時間がスローモーションになり、水すい滴てきはずっと中空を舞まっている。まるでそれは写真に切り取られた幻げん想そう的な一いつ瞬しゆんのように……。

　俺は加速した意識の中で、邪じや魔まな水すい滴てきが過ぎ去るのを待った。

　み、見え──た!?　いや、まだ見えないだと──!?

　あと少し！　本当に、ほんのあと少しなんだ……。

　身体からだ中の力を視覚に集中し、目を皿のようにして、




　──あまりにも無む慈じ悲ひに、さっと俺の意識が切きり替かわった。




「……………え？」

　ドキドキしながら見つめるのは、無機質に暗いいつもの天てん井じよう。

「ゆ、夢……？　そんな馬ば鹿かな……」

　こんなことが許されるのか？

「な、なんてえっちな夢を……」

「は？」

　声につられてそっちを見ると、うつむいてプルプル震ふるえる夜美の姿があった。

　暗くて顔色まではわからないものの、十中八九赤面しているはずだ。

「げえ、夜美!?」

「ふ、ふふ……も、もちろん私は寛かん容ようで理解あるサキュバス……ヤスだって健康な男の子だとわかっていますから、どうかご安心を……」

「ち、違ちがう！　いまのは断じて違ちがうぞ！」

　ぶわっと嫌いやな汗あせが噴ふきだすのを感じながら、俺はしどろもどろで弁解を始めた。

「い、いまのは単なる『攻こう撃げき』であって！　お前に対してそういう感情を抱いだいてるとかじゃないから！　変な誤解をするなよ！」

「攻こう撃げき、とは？」

「夢を覗のぞかれてるのはわかってたからなあ！　お前を恥はずかしがらせて、ダメージを与あたえるために、敢えてあんな夢にしたんだ！　わかるか言ってること!?」

「ちょっとよくわかりませんね」

　わかれよ！　わかってもらわないと、こっちはもうどうしようもねえんだよ！

　俺はふっと鼻で笑って、無理やり口角を上げて見せた。

「ま、お前くらいのサキュバスじゃ、この辺の感覚はわかんねえかな？　大体、俺が三次元の肉にく塊かいなんかに欲情するわけないだろ！」

「ヤスって、ああいうビキニが好きなんですか？」

「話、聞いてるかなあ!?　俺はビキニでも競泳水着でもスク水でも、なんだって愛せる男だ！　ただ一つ条件として、それを着ているのが二次元美少女だったらな！」

「声大きいですよ。お母さんに聞こえちゃいますよ？」

　たしなめるように言われて、俺はぐっと詰つまった。

　必死の言い訳も、夜美に効果をもたらしているようには見えない。

　くそっ、やっぱりこいつに夢なんて覗のぞかせるんじゃなかった……。

「……さて、それじゃ夜が明ける前に帰るとしますか。今日のえっちな夢を、忘れないうちにイラスト化しないといけませんしね」

　夜美は満足げに頰ほおを緩ゆるめたまま立ち上がると、窓に向かってすたすたと歩いていく。

「なあ、いつも寝る前にこれだけ一緒にいたら、一度くらいお前の夢見ても仕方なくね？　むしろ、よくいままで夢に出てこなかったもんだよ。無関心がなせるわざなのかな」

「……しつこいですね。ま、本当に無関心かどうかは、すぐにわかります。ヤスの夢、ひょっとしたら正夢になるかもしれないですから……」

「え？」

　最後にぼそぼそと夜美が言った言葉がよく聞きとれず、俺は聞き返した。

　しかし当の夜美はと言えば、すでに窓の外へと身を投げだし、夜の闇やみへと消えてしまっていた。
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　一度経験したことがあるのでやり方は知っているのだが、《夢見の街》というサキュバスたちの世界へ行くには、夜行列車に乗る必要がある。

　俺と夜よ美み以外にも、リリィ、グリム、シロ、アキラの四人が一緒にいるとあって、今回の遠えん征せいは、ちょっとした就学旅行感覚だった。

　貸し切り状態の列車の中で、みんな一緒になってトランプやパーティーゲームをするのは、正直言ってちょっと楽しかった。

「そういえば、腐くされユニコーンさんに連絡入れたんだけど」

　何度目かのババ抜ぬきの最中、リリィがふと思いだしたように切りだした。

「ああ、フィギュアの件か。どうだったわけ？」

「オッケーだって」

　右手の人差し指と親指で丸を作るリリィ。

「オッケー？　原型を作ってくれるってこと？」

「そうそう。ヨミの大ファンだから、是ぜ非ひやらせてほしいって言ってたわ。殊しゆ勝しような心こころ掛がけね」

　それでちらと夜美を見ると、やっぱりと言うべきか、そこには見慣れたドヤ顔があった。

　リリィからその件についてすでに報告を受けているらしく、俺たちの会話に口を挟はさんでくる様子もない。

「どうやって連絡先を突つき止とめたんだ？　結局シロが知ってたのか？」

「いや、普ふ通つうにＳＮＳアカウント持ってたから、それ使って直接」

「ああ、なるほど」

　確かに、ＳＮＳをやるクリエイターさんは多いので、いまは比ひ較かく的てき簡単に本人と連絡を取れたりするのかもしれない。

　俺は携けい帯たいを取りだして、「腐くされユニコーン」と打ち込んで、検けん索さくしてみた。

　するとすぐに、あまり熱心に更こう新しんしているわけではない様子のアカウントが出てする。一応、塗と装そう前のフィギュア画像が並んでいるので、本人に間ま違ちがいはなさそうだが。

「そっちよりも裏垢あかの方が面おも白しろいんだけどね」

　リリィが端たん正せいな顔をニヤニヤさせて言った。

「裏垢あか？」

「『膜まくひと突つきユニコ＠無機物ガチ勢』で調べてみて」

　めっちゃ更こう新しんしているアカウントが出てきた。

　女×女、男×男、ロボ×ロボ、獣けもの×獣けものなど、多種多様なジャンルに食指を伸ばすオタク系のアカウントだった。説明欄らんには、「雑食のオタク。都内在住。ノーマル以外のあらゆるジャンルを極きわめたい」と書かれ、「→本垢あか」として、先ほどのアカウントへのリンクが張られている。

「……」

「何よその顔？」

　無意識に渋しぶい顔をしてしまっていたのか、リリィが少し刺とげ々とげしい声を出す。

「俺さ、男同士とかケモナー属性はまだ理解できるんだけど、無機物系だけはさっぱりわからねえんだよ……この人、『本日、トラックと軽自動車の接せつ触しよく事故らしき現場に遭そう遇ぐうしてほぼイキかけました』とか呟つぶやいてるじゃん……どういう環かん境きようで育ったらこういう魔ま物ものが出来上がるんだ？」

「あんただって一いつ般ぱん人じんから見れば、十分キモいオタクなのよ。あとは程度の差でしょ？」

　わりと辛しん辣らつなことを言われた。が、確かにそのとおりかもしれない。

「自分の好きなものはよくて、嫌きらいなものは悪いなんて考え方、健全じゃないわ」

「悪かったよ」

「実際に会うかもしれないんだし、偏へん見けんはいまのうちに取り除いておいた方がいいわ。ねえ、夜美？」

　言いながら、リリィはにっこりと夜美に微ほほ笑えみかける。

「そうですね。ヤスは対外的に『ヨミ』として認にん知ちされつつあるわけですから、直接腐くされユニコーンさんと打ち合わせするとなれば、必然的にヤスの役目になります」

「……おい、いま何て言った？」

「まあまあ、落ち着いてください。言いたいことはわかりますよ。どうせまた『聞いてねえ！』とか言うつもりでしょう？」

　やれやれ、とばかりに肩かたをすくめる夜美。

「てめえ、わかってるならそのドヤ顔をやめやがれ！　なんでまた、さも当然みたいに俺に役目を押し付けようとしてるんだよ！」

「ヤスだけに行かせるわけではなく、もちろん私も同どう伴はんしますとも。しかし相手が男性だった場合、私は電磁パルス発生下の電子機器並みに無力化されてしまうんですよ。これはもう、実績十分ですから」

「威い張ばれることじゃねえだろ、それ……てか、そもそも、なんで俺がヨミとして認にん識しきされてんだよ？」

「夏コミのとき、あんた、夜美のブースで売り子やったでしょ？　それを見て、ちょっと勘かん違ちがいしちゃった人がいるっぽいのよ。何人かヨミのアカウントにリプ送ってきたくらいだし」

　リリィが説明した。

「ええ、俺みたいなのがヨミとして広まるとかやめてくれよ。ヨミには、もっと崇すう高こうな存在でいてもらいたいのに……」

「あんた以外にも、そう思った人が多かったみたいよ？　『描かくイラストのわりに、ぱっとしない外見で幻げん滅めつしましたｗｗｗ』とか、言ってくる馬ば鹿かもいたし」

「さもありなん」

「怒いかり狂くるった夜美が、そういう輩やからにレスバトルを仕し掛かけようとするもんだから、止めるの大変だったんだから」

「……え？」

　急に風向きが変わって、反応が遅れた。すると、

「──むわあああああああ！　そ、それは語ご弊へいがありますよ！　私はあくまでもヨミとしての威い厳げんを守るためにやっただけであって？　ヤスを馬ば鹿かにされて怒おこったとか、そういう風に言うのはずるいっていうか？　……というか、何で言うんですか!?　馬ば鹿か！　ビッチ！　サキュバス！」

　いや、サキュバスを悪口っぽく使うのはおかしいだろ……。「じゃあ君は何なの？」って話になるし……。

　歯をむき出しにして襲おそい掛かかる夜美に、リリィは嬉うれしそうな顔で押し倒された。

「は、はあはあ、ごめんなさい、夜美……つい、うっかり口をすべらせてしまって……はあはあ……」

「マネージャーがそんな体ていたらくでどうするんですか！　あと、息が荒あらくて何かキモいですよ！」

　そのとき、これまで成り行きを見守るだけだったシロが、夜美の首根っこを摑つかまえ、脅おどすような声を出した。

「……リリィちゃんから離はなれろ」

「ひ、ひいっ……！」

「サキュバスめ、これだから貴様らは信用ならんと言うのだ。誰彼構わず誘ゆう惑わくしようとするビッチめ」

　いや、サキュバスを悪口っぽく使うのはおかしいだろ……。「じゃあリリィは何なの？」って話になるし……。

　みなで必死になってシロをなだめてから、俺は切りだした。

「ともかくさ、俺を巻き込むのやめてもらえる？　俺は単なるオタクであって、クリエイターさんたちの話に入るのは心苦しいっていうのもあるしさ」

　しかし、夜美の反応は鈍にぶい。

「そうは言っても、向こうが会いたいと言ってくるかもしれないわけですからねえ」

「いやでも、イラストの立体化に打ち合わせとか必要あるのかよ」

「ですから、腐くされユニコーンさんがどういう考え方の人かわかりませんからねえ」

「お前、あくまでも相手に責任を押しつける気だな！」

「ヤスにもメリットはあるんですよ？」

　夜美は駄だ々だっ子こを相手にしているような言い方をする。なんか腹立つな。

「……どんな？」

　そう聞くと、夜美はすかさずアキラを指さした。

「ふっ、ヤスは『しろみん』さんの大ファンでしたが、いまやその中の人であるアキラさんと気さくに話せる仲です。これは、私がヤスにヨミ役を任せた結果と言ってもよろしい！」

「うっ……」

「ヨミの衣ころもを被かぶることで、ヤスは容易たやすく有名クリエイターとお近づきになれるんですよ！　業界を支える一流クリエイターとの接点など、普ふ通つうに生活していればありませんからね！」

　それはそのとおりだ。俺は一いつ瞬しゆんで夜美の論調に吞のまれそうになったが、何とか頭をクールダウンさせて押しとどまった。

「そ、それは単に、アキラがいいやつだったというだけの話！　同じ『しろみん』の片割れであるシロはどうだ？」

　お返しとばかりに、俺はすかさずシロを指さした。

「とんだサイコレズじゃないか！」

「貴様、死にたいらしいな」

　さっと気色ばむシロを、背後からリリィが抱だきしめる。途と端たんにシロは「にゃーん」とわけのわからない奇き声せいを上げて、おとなしくなった。リリィの腕の中で、彼女はとろんと甘えるような表情になっている。

「ほら、見ろお！　これこのように、クリエイターには変人が多い！　ＳＮＳを見ていても、人並みな生活をしていない人だっているだろ。俺はそういう方々を、『別世界で見ている分には楽しい生き物』という尊敬の意も込めて、『フェアリー』と呼んでいる」

「ほう、フェアリー」

　夜美は興味深そうに腕を組んで見せた。まるで、自分がその分類に含ふくまれるとは露つゆほども思っていない様子で。

　言っとくが、お前なんてフェアリーの親玉みたいなやつだからな。

「俺は妖よう精せいの国とは明確な線引きを保っていたい派なんでね。クリエイターさんとのコネで釣つろうとしても、俺には通用しねえ！」

「そうですか、残念です。出来上がったフィギュアは、複製してヤスにも差し上げようと思っていたんですけど」

「な、なに……!?」

「個人依い頼らいですから、当然、今回腐くされユニコーンさんが立体化するフィギュアは市場に出回りません。激レア非売品特注フィギュア、なおかつキャラデザは神絵師のヨミ……」

　夜美はこれ見よがしにため息を吐ついた。

「ま、交こう渉しようが上う手まくいかなければ、そんなものがこの世に生まれることもないわけですからね。絵に描かいた餅もちの話をしていても、まったくお腹なかは膨ふくれないのでやめましょうか」

「……待て、夜美」

「何か？」

　と、ドヤ顔が返ってくる。

　イラッとしたものの、俺は臨機応変にへりくだる術を心得ていた。夜美に直接屈くつするように見えるのは嫌いやなので、やり方はこうである。

　中ちゆう腰ごしでアキラの背後に回り込むと、彼の肩かたに手を置く。途と端たんにアキラは顔を赤らめ、素すっ頓とん狂きような声を出した。

「え、ど、どうしたのヤス……!?」

「アキラと会えた幸運に感謝しているところさ！　これからも俺は自分の可能性を狭せまくしないよう、様々なクリエイターさんと会える機会を逃のがさないようにしたいと思ってる！　腐くされユニコーンさんとの出会いも、俺にとってきっとプラスになると思うんだ！」

「むはは。そう、それでいいんですよ」

　したり顔で頷うなずく夜美に内心でイラつきながら、俺はしばらくアキラの肩かたを揉もみ続けた。





※






　そうして、みなで騒さわいでいるうちに、夜が随ずい分ぶんと更ふけてきた。いつの間にか窓の外はピンク色の煙けむりで覆おおわれていて、その向こうに広がる風景が見えなくなっている。

　以前に『温泉街エリア』とかいう《夢見の街》に行ったときと同じだった。

　次し第だいにみんなの口数がなくなってきて、一人、また一人と座席で船をこぎ始める。

　リリィが車両を移動して、全員分の毛布を持って帰ってときには、俺はもう目を開けていられないくらいの睡すい魔まに襲おそわれていた。

「はい、これ」

「……さんきゅー」

　リリィは毛布を手渡されたあと、俺は限界を感じて目を閉じた。
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　次の日の朝、俺はグリムのキンキン騒さわぐ声で目が覚めた。

「やっば！　めちゃテンション上がる！　てか、めちゃなつくない!?　いつぶり!?」

「まだ中等部を卒業して一年ちょっとくらいでしょ？」

「リリっちって、こっちの学校いたときに託たく宣せんされたわけじゃん？　別の寮りようだったけど、やっぱすごい騒さわがれたわけ？」

「まあ、言い寄ってくる娘こは多くなったわよね。まさに選より取どりみどりってやつよ」

「ウケる！　エロエロじゃん！」

　寝ぼけ眼まなこの俺が大あくびすると、目ざとくそれを見つけたグリムが、子犬のような人ひと懐なつっこさで近寄ってくる。

「ほら、ヤスっち！　もうちょいで着くよ！」

　腕を引っ張られるまま窓まど際ぎわに行くと、俺たちの乗っている列車が、真っ青な海の横を走っているのがわかった。

「……うわ、海じゃん」

「学園都市エリアって島にあるからね～。水着持ってきた？」

　水着という言葉で、この間見た夢を思いだす。ピンクのビキニの夜美……。

　一人で気まずくなっている俺の心中などわかるはずもなく、グリムはすぐ横でニコニコと笑っていた。

「みんなでビーチ行こうよ、ビーチ！」

「水着なんて持ってきてるわけないだろ。大体、俺は遊びにきたわけじゃないし」

「まあ、持ってきてなくても買えばいいっしょ！　ショップならいくらでもあるし、案内してあげるから！」

　陽キャはこれだから困る。

　それからシロが起き、アキラが起き、最後まで寝ているのは夜美だけになった。

　毛布に盛せい大だいなよだれを垂らすポンコツサキュバスを脇わきに見ながら、俺はリリィとグリムのどちらに向けるでもなく訊たずねた。

「到とう着ちやくしたら、夜美の歓かん迎げいセレモニーとかあるわけ？」

「歓かん迎げいセレモニー？」

　答えたのはグリムだ。彼女は何のことかわからないとばかりに、目を瞬しばたたかせた。

「いや、だって夜美ってこのエリアを管かん轄かつするようになった、いわば一番偉えらいサキュバスなわけだろ？　そういう出で迎むかえがあってもおかしくないんじゃねえの」

「……え？　あ、ああ、そうだったっけ！　でもそういう難しい話は、ウチ、わかんないかなあ……ははは」

　グリムはひとしきりわたついてから、すっと目を逸そらす。

「そういったセレモニーは予定してないわ。あくまでも夜美は、管理者として身近に感じられる等身大のサキュバスを目指す方針でいるから」

　リリィは表情を変えずに言う。

　それぞれのそんな言動に、俺は違い和わ感かんを覚えた。

「……なあ、夜美って本当に出世したんだよな？　あいつの噓うそにまたお前たちがつき合ってるとか、そういうのはないんだよな？」

「あ、噓うそと言えば！」

　目を逸そらしたまま、グリムがパンと手を打ち鳴らす。

「お、おい、話を変えようとするな！　夜美は噓うそ吐ついてないんだよな!?　ここまで連れて来られて、全部噓うそでしたとかシャレにならねえからな！」

「──欺ぎ瞞まん祭のシーズンじゃーん！　めっちゃ楽しみ！」

「そんなわけのわからないお祭りはどうでもいいんだって！　質問に答えてくれ！」

　俺はグリムの肩かたを摑つかんで、ガクガクと揺ゆさぶった。こちとら、また騙だまされたのではないかと必死なわけで。

「欺ぎ瞞まん祭の間は、どんな噓うそも許されるんだよね～。ウチら悪魔は、この時期みんな『欺ぎ瞞まん』さまの悪魔になるから」

「それ質問の答えとして適切かなあ！　要は、夜美は噓うそを吐ついてたってことでいいのか!?」

「ウチは何も知らないし、聞いてないし。夜美っちに誘さそわれたから来ただけだし」

　真顔になって首を横に振ふるグリム。

　こいつ、ふざけやがって！

「安心しなさい、ヤス。夜美が出世したって話は本当よ」

　助け船を出すように、リリィがそんなことを言った。

「その言葉自体が噓うそでは？　いま、お前も欺ぎ瞞まんの悪魔なわけだし」

「ちっ、疑うたぐり深ぶかいわね」

「舌打ちするんじゃあない！　大体、お前にも結構な前科があるんだからな！」

「……うるさいですねえ」

　そのとき、騒さわぎの原因がむくりと身を起こす。

「あ、夜美っち起きた！　もうすぐ着くよ！」

　夜美は寝ぼけた様子だったが、きょろきょろと辺りを見回すうちに現状を理解したようだった。しばらくしてから、「おはよう」の挨あい拶さつ代わりに、これ見よがしなドヤ顔を浮うかべてみせる。

「……ふふん、私のサキュバスとしての輝かがやかしい日々が、ついに始まったということですね」

「それ、噓うそじゃないかって話をいましてるところなんだけど……」

「何を馬ば鹿かな。今日は、一緒に特別授業に行くんですよ？　私たちを待っている若きサキュバスたちがいるんです」

　ああ、そうか。一応、証人らしき第三者は存在するわけか。

　とはいえ、グリムとリリィから感じた違い和わ感かんが完全に拭ぬぐい去さられたわけではないが……。

　俺が疑念に苛さいなまれている間にも列車はドコドコと走り、ついに駅に到とう着ちやくした。

　出で迎むかえなどないと言っていたにもかかわらず、駅のホームには多くの女の子が集まっていた。パッと見は普ふ通つうの少女にしか見えないけれども、おそらくみな悪魔なのだろう。

　俺たちが下車した途と端たん、黄色い声せい援えんが飛んだ。まるで意中のアイドルでも見つけたかのような騒さわぎだった。

「なあ、セレモニーはないって話じゃなかったっけ……？」

「勝手に集まったのかしら？　早くも夜美の噂うわさが伝わり始めているようね」

「ふ、ふはは……なかなか見どころのあるサキュバスたちですね……？」

　当の夜美は面食らっているらしい。日ひ陰かげ者ものとして生きてきた者の悲しい性が見みえ隠かくれしているようで、ちょっとやるせなくなる。

　……まあ、夜美が周りから認められるのは、俺だってそこまで悪い気がするわけでもない……と思いながら耳を澄すますと、

「リリィさま！　こっち向いてえ！」

「リリィさま、サインくださあい！　サインお願いしますう！」

「かっこいいぃぃ！　抱だいてえぇ！」

　少女たちの声せい援えんは、リリィに向かってばかり飛んでいるようだった。

「……え、なんでリリィ？」

「リリっちは有名だからね。特にこのエリアでは。中等部で託たく宣せん等級をもらった超ちよう絶ぜつエリートだし」

「すぐにみんな夜美に夢中になるわよ。ほとんどがミーハーなファンなんだから」

　リリィは興味なさそうに言った。

　なんか貫かん禄ろくあるな。やっぱこういう立ち振ふる舞まいが、本当のエリートってやつなんだろうな。

「でもさ、この時期にリリっちが来たのは失敗だったかもね。みんな欺ぎ瞞まん祭をいいことに、ダメ元でアタックしまくってくるよ、きっと」

「そのために桃ももちゃんと一緒に来たんじゃない」

　そう言って、リリィはいきなりシロと腕うでを組んだ。当のシロはといえば、突とつ然ぜんのことに慌あわてふためいて、頰ほおを朱しゆに染めている。とはいえそんな状態でも、彼女はいまのやり取りにあった不ふ穏おんな空気を感じ取ったらしく、
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「……ダメ元でアタックってどういうこと？」

　と、眉まゆを寄せて訊たずねた。

「欺ぎ瞞まん祭って、その間中にあったあらゆることが噓うそで、あとから『なかったこと』にしていいっていうお祭りなの。だから若い悪魔たちの間では、ちょっと気になってる相手に対して軽々しく告白したり、それに軽々しくオッケーしたりする文化が根づいてるってわけ」

「あの売女ばいたどもが、リリィちゃんに言い寄ってくるってこと？」

「そうならないように、こうやって私たちの仲がいいことをアピールしてるんじゃない。桃ももちゃんが、私の文字通りの魔ま除よけ」

　リリィがくすくす笑って言うと、シロは真しん剣けんな表情で頷うなずく。

「なるほど、リリィちゃんに寄って来た虫を、私が全て排はい除じよすればいいということだな」

「いや、そもそも告白されないようにしようってことなんだけどね……？」

　二人の会話を聞きながら、俺は悪魔たちの間にある独特な文化に驚おどろいていた。

　以前リリィは、夢と現うつつの狭はざ間まにあるこの《夢見の街》であったことは、夢と違ちがって「なかった」ことにはならないと言っていたと思うが、その反対に「なかったこと」にしてもいい慣習も根づいているわけだ。

「あー、これは私にも、魔ま除よけが必要かもしれませんね～」

　そのとき、夜美がわざとらしさ満まん載さいでそんなことを言いだした。

　ふいに彼女の方を見ると、ばっちりと目が合う。思わず気まずくなった俺は、誤ご魔ま化かすように笑ってみせた。

「ははは、この様子じゃ、お前には必要ないだろ」

「し、失礼な！　私くらいのサキュバスになると、尻しり上あがりにモテモテになっていくんですよ！　なにせ彼女たちはミーハーですから？　私がすごいサキュバスであることに気がつけば、それはもう樹液に集まるカブトムシの如ごとく！」

「なんだそのたとえ」

「ヤスっち、いじわるしちゃダメだって。夜美っちは、自分も手を握にぎってほしいって言ってるんじゃん」

　グリムが言うと、俺と夜美は同時に勢いよく彼女の方を向いた。

「──べ、別にいじわるなんてしてねえだろ！」

「──ち、違ちがいますけど!?　うがった見方するのやめてもらえます!?」

「あはは！　反応そっくり！」

　グリムは腹を抱かかえて笑い、それから自然な動きでアキラの手を握にぎった。

「アキラは可か愛わいいから魔ま除よけが必要だよね～。ウチが魔ま除よけになろーっと」

「……うぅ」

　と、小さく呻うめきながら、可か愛わいらしく真っ赤になるアキラ。確かに、こりゃ魔ま除よけが必要ですわ。

「お二人さん、変に堅かた苦くるしく考えないで、手くらい繫つないだらいいじゃん。何せいまは欺ぎ瞞まん祭のシーズンで、自分の本心とは真逆のことをやったっていいんだからさ」

　そう言って、グリムは俺たちに向かってウインクしてくる。

「ふーむ、グリムがそこまで言うのなら……本意ではありませんけど、私にも魔ま除よけが必要ということもありますし？　消去法で考えると、いま私の魔ま除よけになれるのは……」

　夜美はちらちらと俺の顔をうかがいながら、それとなく手を寄せてくる。

「俺もまったく本意じゃないけど、夜美が面めん倒どうごとに巻き込まれたら、どうせまた変な理由つけて俺も巻き込もうとしてくるわけだし……？」

　言いながら、俺は夜美の手を握にぎった。

　柔やわらかい感かん触しよくでいつもながらドギマギしてしまったけれども、それが顔に出そうになるのを必死になってこらえる。

「……はあ、バカップルめんどくさ」

　グリムがぽつりと何か言ったが、頭が茹ゆで上あがりそうになっている俺には、意味のある言葉として伝わってこなかった。
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　駅を出ると、そこには二頭立ての大きな馬車が止まっていた。

　そもそも普ふ段だん馬など見ないので大きく戸と惑まどってしまったが、周りを見るとちらほらと馬車が石いし畳だたみの上を闊かつ歩ぽしているのがわかる。

　どうも、この島の交こう通つう網もうは随ずい分ぶんと古風な感じらしい。

「お待ちしておりました、天あま谷がい夜美さま」

　馬車の御ぎよ者しやらしき女性が、夜美に向かって恭うやうやしく頭を下げる。

「ご、ご苦労様です」

「この度たびは昇しよう進しん、おめでとうございます。この島のサキュバスたちを代表して、夜美さまの栄えい誉よをお祝い申し上げます」

　すると、夜美は得意顔で俺の方をちらっと一いち瞥べつした。

「ほら、どうですか」

　と、でも言わんばかりの目つき。

　どうやら列車の中で出世を噓うそと疑われたのを、根に持っているらしい。

　確かにここまでくると、夜美のやつがこの島の管理者になったのは本当なのかもしれない。ただ、以前にグリムを巻き込んでやった騒そう動どうのことを考えると、まだ確定事じ項こうとするには早い気もする。

「この島で夜美さまに不便をおかけしないようにと、上から申しつかっております。何なりとご命令いただければ」

　御ぎよ者しやさんにそう言われ、今度、夜美はわたわたしながらリリィを見つめた。コミュ障の本領発揮と言うべきか、どうすればいいかわからない様子である。

「それじゃ、まずはホテルに行きましょ？　特別授業まではまだ時間があるから、そこで一息ついたほうがいいわ」

「えー、海行こうよ海！」

　グリムが頰ほおを膨ふくらませたが、そこは夜美第一主義のリリィ。決して取り合おうとせず、御ぎよ者しやさんに「ホテルへ」と短く伝えた。

　ちなみに、今回の旅行（？）は一泊ぱく二日。寝泊とまりするためのホテルは夜美たちが用意してくれるという話だったが、前回の失敗を踏ふまえて、男子と女子で部屋をわけるように強く要求している。

　六人で馬車に乗り込んだところ、中は外から見たイメージよりも遥はるかに窮きゆう屈くつに感じた。隣となりにいる夜美とは、肩かたがぴったりとくっついてしまうほどである。

　急に体温が上がってきて、俺は大声を出した。

「馬車なんて初めて乗ったなあ！　この島って、普ふ通つうの車とか出回ってないの？」

　答えたのはグリムだ。

「悪魔の価値観って、人間よりも二回りは遅れてるからね。まあ、長生きな悪魔が多いせいなんだけどさ。いまだに中世くらいの感覚で止まってる悪魔がいて、えてしてそういうのが支配層に多いもんだから、なかなか価値観の転てん換かんが起こらなかったりすんの」

「お前らはスマホもペンタブも使うのに？」

「その辺は人間と一緒かな。『最近の若者は～』ってやつ」

　やれやれと肩かたをすくめるグリム。

「オトギさまみたいな若いサキュバスが《色しき欲よく五ご覇は星せい》になられたことは、私たちにとってすごくいいことだわ。この際、サキュバス界を滞とどこおらせる古い価値観を一いつ掃そうすべきなのよ」

　リリィは言葉に力を込めた。

「お姉ちゃんも、家でめっちゃ愚ぐ痴ちってるよ」

「おいたわしいわ。でも力あるサキュバスには、それだけの責任が伴ともなうものよ。私たちも協力するから、是ぜ非ひ改革を進めてほしいわ。ね、夜美？」

　我関せずと言わんばかりの顔で窓の外を眺ながめていた夜美は、突とつ然ぜん話を振ふられてびっくりしたようだった。

「……え？　なんで私？」

「オトギさまは夜美に期待してらっしゃるもの。誰にもできなかった搾さく欲よく方法の確立。それを後の世代に継けい承しようできれば、サキュバスの歴史は間ま違ちがいなく変わっていく。生き物の進化と同じよ。突とつ然ぜん変へん異いとその形質の継けい承しようによって、生き物はどんどん新しくなっていくんだから」

「私は歴史を変えるサキュバス！」

　案の定、夜美は調子に乗り始めた。ちょっと褒ほめられるとすぐこれだ。

「あんまりおだてるなよ、面めん倒どうくさくなるから」

「面めん倒どうくさいとは何です！　いまの私は、虎とらから正式に威いを借る許可を得た狐きつね！」

「それは威い張ばれることなのかなあ……？」

「いいから過小評価をやめ、私をきちんと立派なサキュバスだと認めるんですよ！」

「そういう言い方が小物っぽいんだよなあ……」

「でも、ぶっちゃけヤスっちってめちゃくちゃラッキーだよね。夜美っちみたいな優良物件、なかなかないわけだしさ。言い寄られてるうちに、ちゃんとモノにしといた方がいいと思うけどな」

「な、何を!?」

　グリムの歯に衣きぬ着せぬ物言いに、俺はガンと頭を殴なぐられた気になった。狭せまい車内であり、逃にげ場ばはない。

「ヤスっちってさ。こういう言い方すると悪いけど、自分でオトコとしての売りって挙げられる？　二次元が好きでそれにしか反応しないのが、たまたま夜美っちの都合によかったってだけでしょ？」

「それは、そうだけど……」

「友だちの贔ひい屓き目めもあると思うんだけど、夜美っちって可か愛わいいじゃん？　正直、客観的に見ると、ヤスっちと釣つり合あい取れてると思わないんだよね。なのにいつも夜美っちに文句ばっかり言って、見ててちょっとイライラするときあるよ。さっきだってそう」

　グリムの指し摘てきは、俺をドキリとさせた。

　人は基本的に、何の謂いわれもない中傷を受けたときは怒いかりに駆かられるものだと思うので、自分が焦しよう燥そうを感じてしまったからには、グリムのいまの言葉に認めざるを得ない部分があったのだろうと思った。

　確かに客観視すれば、夜美は一流のイラストレーターであるだけでなく、サキュバスとしても、こうしてどんどん周りから認められつつある。何よりも──三次元の少女に過ぎないという条件付きではあるが──まあその……見目かたちは整っている方だ。

　一方の俺は、はっきり言って何のとりえもない平へい凡ぼんなオタクである。夜美にとって、ちょっと都合がよかっただけの……。

　誰かから立場をわきまえろ、と言われたら「まったくそのとおりです」と平へい伏ふくしてしまいそうになる関係性ではないだろうか。

「ま、ウチは二人のことを応おう援えんしてるんだからさ。せっかくこうやって旅行にきたんだし、背中を押されたと思って──」

「グリム、うるさい」

　黙り込む俺に代わって応えたのは夜美だった。

　ぴったりと触ふれた肩かたからぶるぶると小さな震ふるえが伝わってくる。真顔だったけれども、どうやら怒おこっているらしい。

　グリムは夜美の反応を見て戸と惑まどったようだったが、すぐにへらへらと軟なん派ぱな笑えみを浮うかべて見せた。

「あ、ごめんごめん、ヤスっちの態度がいつまでも煮にえ切きらない感じだったからさ～。余計なお世話だったかな」

「そうですよ。ヤスのこと何にも知らないくせに、勝手なこと言わないでください」

「ごめん。ウチが悪かったね」

「私は別に怒おこってません」

　夜美は、「私は」というところを強調して言った。

「あ、そっか。ヤスっち、ごめんね？」

「う、うん……」

　悪いた戯ずらっぽくウインクしてくるグリムに、俺はそう返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そのとき、俺の手を夜美がぎゅっと強く握にぎってくる。

　ハッとなって見ると、夜美は頰ほおを赤くしてうつむいていた。

「……そ、そもそも、私はヤスに言い寄ってないですし？　勝手な前提で話を進められても困るっていうか？」

　ぼそぼそと、消え入りそうな声でそんなことを呟つぶやいている。

　それを聞く限り、夜美は俺の擁よう護ごをしてくれたというよりは、自分について不当な言われ方をしたのを、訂てい正せいしようとした感じなのかもしれない。

　そのとき、馬車が目的地であるホテルに到とう着ちやくしたらしく、御ぎよ者しやさんが前の席から「皆みなさま、下車のご用意をお願いします」と声をかけてきた。

　ほっと安あん堵どの息を吐つく。男班と女班で一いつ旦たんそれぞれの部屋にわかれたことで、夜美と距きよ離りを置いて気持ちを落ち着かせる機会ができたのは幸いだった。

　俺はアキラと一緒に荷物を運びこむと、自分用と見なしたベッドに突つっ伏ぷすようにして倒れた。

　まだこの旅行が始まったばかりだというのに、すでに精神的な疲ひ労ろうは計り知れない。

　しかも時間が経たつにつれ、どういうわけかさっきの件を思いだしてイライラしてくるから困りもの。

　俺はいつも、夜美に迷めい惑わくをかけられてる側なんだ！

　別にあいつのことなんて何とも思ってないわけだし、優良物件とか、可か愛わいいとか、そういう恩着せがましいことを言われるのは心外だっての！

「ヤス、ひょっとしてどこか具合悪い……？」

　アキラのおずおずとした言葉で、ハッと我に返った。

　気づくと俺はベッドの上でバタバタともがき、シーツをぐちゃぐちゃにしていた。
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　特別授業は午後から行われるという話だった。

　ホテルで昼食をとったあと、俺と夜美は他のメンバーと別れて馬車に乗り込み、幼いサキュバスたちがいるという『淫いん魔ま養成学校小等部』へとやってきた。

　森に囲まれた敷しき地ち内に、赤レンガ造りの古びた洋館が建っている。ところどころ壁かべにツタが張っていて、アクティブな女の子たちがそれを伝って地面に降りる様子が見えた。

「うわ、危ないなあ。ああいうのって、誰か注意したりしないのか？」

「ふふん、心配無用。サキュバスの身体能力は、人のそれを遥はるかに上回りますからね」

「でもお前、俺の家で似たような状況になったとき、ただ二階から落っこちてきただけだったよな……？」

　シロの強きよう襲しゆうを受けたときのアレだ。

　すると夜美はすっと目を逸そらし、

「……私は平均の話をしています。私とリリィを足して二で割ったら、平均的な人間の能力値を遥はるかに上回るでしょう。要するに、そういうことなんですよ」

「平均値を引き下げてる側が偉えらそうにするんじゃねえ！」

　時間の経過とともに、俺と夜美はこうやって遠えん慮りよのない物言いができるくらいに戻もどっていた。やっぱりこれくらいの距きよ離り感、空気感が一番落ち着く。

　洋館の入り口をくぐったとき、エントランス広間の陰かげから、すっと人物が現れた。

「……ようこそ、おいでくださいました。夜美さん、ヤスさん」

　そう言ってにこりと微ほほ笑えむのは、纏まと糸いオトギだった。いつも高校で見る白衣姿ではなく、黒い着物姿である。仰ぎよう々ぎようしさを感じるその格好は、どこか威い圧あつ感がある。

「げえっ、オトギさま!?」

　一いつ瞬しゆんで威い圧あつされた夜美は、素すっ頓とん狂きような声を上げて身を小さくした。

「何ですの、その驚おどろきようは」

「い、いえ、いらっしゃるとは思いませんでしたので……」

「『対面搾さく欲よく苦手科』はわたくしが立ち上げた学科。その初めての特別授業がきちんと行われるよう見届けるのも、責任あるサキュバスとして当然の役割なのですわ」

「え、オトギさまの前で授業をするんですか……？」

「もちろん。何かご不満でも？」

　すると夜美はうつむき、ぶつぶつと何やら呟つぶやきだした。

「そ、そんな……簡単にマウントの取れるちょろい幼女だけを相手すればいいと思っていたのに……こんなのあんまりです」

「何かおっしゃりましたか？」

「い、いえ、何もありません！」

　夜美はピンと背筋を伸ばし、宣言するように叫さけぶ。

「夜美さんの今日の活動次し第だいで、管かん轄かつ地を増やしていこうと思っておりますわ。今日は、わたくしにあなたを後あと押しする根こん拠きよを示してください」

「むおー、ありがたきお言葉！」

「えらく気前がいいですね、先生。これ以上、夜美の管かん轄かつ地を増やすなんて」

　俺は何の気なしに口を挟はさんだ。ちなみに「先生」というのは、高校でそう呼び慣れているため。

　オトギは、不思議そうに片かた眉まゆを上げて答えた。

「いいえ？　本来であれば、託たく宣せん等級を与あたえられるようなサキュバスは、もっとまともな管かん轄かつ地を任されるのですわ。わたくしはむしろ、夜美さんには心苦しさを感じているほどですもの」

　もっとまともな管かん轄かつ地とは！

　これは随ずい分ぶんと驚おどろきの発言である。

　この島だけでも十分すごいと思うが、オトギはそれでも夜美にはふさわしくないと考えているということか。リリィが言っていた「オトギが夜美に期待している」という言い分は、どうやら間ま違ちがっていないらしい。

　俺が内心で夜美に感心していると、オトギは申し訳なさそうに続けた。

「……まさか、小等部の特別授業のたった一つだけを管かん轄かつさせる羽目になるとは。こんなことは、長い託たく宣せん等級授じゆ与よ者の歴史上、初めてのことですわ」

「……ん？」

　そのとき突とつ然ぜん、夜美が俺の前でぴょんぴょんと飛とび跳はね、会話を邪じや魔ましようとし始めた。

「むわああああ！　オトギさま、こんなところで油を売っている暇ひまはありません！　早く教室に行き、迷えるサキュバスたちに救いの手を差し伸べましょう！」

「ちょ、ちょっと待った！　夜美は、この島をまるごと管かん轄かつしたのでは!?」

「『学園都市エリア』を？　そんなわけがないでしょう」

　オトギはぴしゃりと言い放つ。

「はあ？」

「この島は、わたくしのもっとも信しん頼らいのおけるサキュバスに任せています。その下にそれぞれの学園を管かん轄かつするサキュバスがいて、さらにその下にそれぞれの学科、科目を管かん轄かつするサキュバスがいるのです。夜美さんは、その一人ということになりますわね」

　その言葉とともに、飛とび跳はねるのをやめ、がっくりと肩かたを下ろす夜美。

「……終わった」

「おい、勝手に燃もえ尽つきるな。せめて何か釈しやく明めいしてくれないと、こっちもわけがわからん……」

「くっ、まさかオトギさまが現れるとは……リリィ以下のサキュバスには言論統制を敷しいていたというのに……」

「つまり噓うそだと？」

「心理的なトリックですよ」

　開き直ったのか、夜美は「ふふん」と鼻を鳴らして顔を上げた。そこにあったのは、それはもう清すが々すがしいほどのドヤ顔だった。

「大部分のことが噓うそでも、小さな真実があればそれで大たい概がいの噓うそを誤ご魔ま化かせるんです」

「そんなとこで物事を誤ご魔ま化かしても意味ないだろ！」

「だってヤスが私を認めてくれないからあ！　私がどれだけ自分アゲをしても、ヤスは粘ねん着ちやく質に弱みを見つけて私サゲをしてくるじゃないですかあ！」

「だ、誰が粘ねん着ちやく質だっつうの！　そもそも、普ふ段だんからお前の言葉と行動が一いつ致ちしてないのが問題なんだろ!?」

「二人とも、お静かに」

　ギャーギャーと言い合う俺たちの間を、オトギの手から放たれた黒い炎ほのおが、猛もう烈れつな勢いで通過していった。

「ひ、ひいっ！」

　驚きよう愕がくして固まる俺たちを尻しり目めに、炎ほのおは弧こを描えがいてオトギの手に戻もどると、ぶすぶすと煙けむりを上げながら鎮ちん火かしていく。

「わけのわからないことで言い争いをしている場合ではありません。ここに来た目的を思いだしてください」

「でも、夜美が噓うそを吐ついたんですよ……」

「欺ぎ瞞まん祭のシーズンなのですから、噓うそくらい吐つくでしょう。この件は、わたくしの権限をもって不問といたします」

　それでいいのかよ。

　俺が夜美の方をジロッと見つめると、彼女は彼女で何か言いたげな目をしていた。

　ただそこには先ほどのような居直りではなく、申し訳なさが宿っているような気がして、おやっと思った。

　ひょっとしたら、俺はきちんと夜美の言い分を聞かず、彼女の「噓うそを吐ついた」という罪状ばかりを責めていたのかもしれない。

　いつものような手打ちの機会というか、仲直りの術すべも失ってしまい、俺はバツの悪い思いをしながら、先導して歩くオトギの後ろをついていった。

　先ほど馬車の中でグリムから受けた指し摘てきもあって、俺は少し自分がネガティブになっているのに気がついた。

　──ヤスが私を認めてくれない。

　夜美がたったいま発したそんな言葉は、まるで無意味だと思った。

　夜美はもともと一つの飛とび抜ぬけた才能があっただけでなく、いままた別の業界でもどんどん周りから認められている。そんな夜美が俺なんかに認められる必要なんて、これっぽっちもないじゃないか。

　そう思うと、俺は一人でもやもやしてしまうのだった。
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　特別授業の教室には、小学校低学年ほどの女子児童が十五人ほどいた。

　オトギが軽く挨あい拶さつした後、特別講師として夜美を紹しよう介かいした。

　落ちこぼれサキュバスたちの希望として颯さつ爽そうと登場した夜美は、ドアを開いて大声で挨あい拶さつするところまではよかったが、教きよう壇だんに上がろうとして転び、児童たちから大笑いされた。

「お、おい、大丈夫か……？」

　しかし、見かねた俺が夜美に駆かけ寄よると、途と端たんに和なごやかだった教室の空気が凍こおる。

　そう、ここは夜美と同じような男性恐きよう怖ふ症しようサキュバスたちの巣そう窟くつ。

　彼女たちは、どうしてこの授業に俺のような男がいるのかわけがわからない様子で、顔を青ざめさせている。

　そんな児童たちの落ち着かない様子に気づいたのか、夜美はさっと立ち上がると、腕を広げて宣言するように言い放った。

「不安になることはありません、迷える子羊たちよ！　彼はあなたたちに害をもたらす獣けものではなく、むしろ希望となる存在なのです！」

　仰ぎよう々ぎようしい言葉遣いである。きっと子どもから尊敬を集めるため、こういうキャラで行きたいのだろう。

「どういうこと？　先生……」

「言葉で説明するよりも、これを見ていただいた方が早いでしょう！」

　言うが早いか、夜美は持ってきていたカバンの中からポスターを取りだし、それを黒板に張りつけた。巷ちまたで人気のあるグラビアアイドルが印刷されている。

「さあ、ヤスはこれを見て！　みなさんはラスト器官を働かせて、彼をよく観察してください！」

　ラスト器官というのは、サキュバスが持つ情欲感知器官のこと。彼女たちはその器官を使うことで、特別な状況下を除いて、人が感じている情欲を知ることができるらしい。

　俺は仕方なくポスターをじろじろと見つめた。なるほど乳がでかい。が、三次元の肉にく塊かいなど見て、興奮を覚えるわけもない。

「この人一いつ切さい反応してないよ、先生！　こんなえっちなポスターが前にあるのに！」

　どよめきが上がると、すぐに夜美はドヤ顔になった。勢いづいた彼女は、それから、他にもポスターをぺたぺたと張っていく。女優、モデル、コスプレイヤーなど。

　それらすべてを、俺は無の境地で眺ながめていた。

「……くだらんな。実にくだらん」

「そう！　彼は生身の人間に情欲を感じることがありません！　つまり、みなさんにそういった恐おそろしい邪じや念ねんを向けることはありませんので、安心してください！」

「すげえ！　そんな男っているんだあ！」

「インポって言うんじゃなかったっけ!?」

「ゲイかも！」

　児童は目を輝かがやかせ、口々に容よう赦しやのないことを言う。子どもはなんと残ざん酷こくなのか。

　夜美はちっちっと指を振ふって、彼女たちの浅ましさをやんわりと否定した。

「ま、みなさんくらいの初心者だと、そういう感想になるでしょうね？　しかし、私はエリートサキュバス。ふさわしい人選にも、一いつ切さいの妥だ協きようはありません」

　子ども相手にマウントを取ろうとするポンコツサキュバスは、いつになく活いき活いきしている。

　とはいえ、すでに夜美は児童たちの緊きん張ちようをほぐすことに成功しているようだった。精神年ねん齢れいが同レベルで、打ち解けやすかっただけかもしれないが。

　夜美は今度、別のポスターを取りだした。

　そこには、彼女の看かん板ばん娘むすめキャラ『夜よ夢むちゃん』のセクシーなイラストがプリントされている。

　シチュエーションは海の浅あさ瀬せ。水着が流されて赤面する夜夢ちゃんの胸むな元もとに水しぶきが飛び、きわどいところを隠かくしていた。それはまるで、あの日俺が不覚にも見てしまった夜美の夢のように……。

　途と端たんに俺の目は、神絵師ヨミの本ほん邦ぽう初公開オリジナルイラストにくぎ付けになった。

「ぐっ、う、おおお……」

「は、反応してる！」

「絵じゃん！」

「うわあ、変態だあ！」

　また児童からどよめきが上がった。

「むはは！　そう、このヤスは筋金入りの二次元崇すう拝はい者！　そしてみなさんのような男性恐きよう怖ふ症しようのサキュバスの進むべき道を、示してくれる存在なのです！」

「どういうこと!?」

「世の中には、こうしたイラストに欲情できる人もいるんですよ。ヤスのように、『二次元だけ』という人はごく稀まれでしょうが、『三次元も二次元もいける』という両刀遣いは、実のところ多いんです。みなさんはサキュバスとして生を受けた以上、人のえっちな気持ちを集めなければなりませんね？　しかし、そのために人の夢に侵しん入にゆうし、誘ゆう惑わくしてえっちな気持ちにする必要はないということです」

「絵が上手だったら、男の人に近づかなくてもいいの……？」

「いいんです！　もちろん、絵以外の方法でも大丈夫！　創作による搾さく欲よくができれば、苦手な男性をむりやり克こく服ふくする必要はありません！　私がその証しよう拠こ！　私を信じる者は必ず救われます！」

　宗教じみたことを言いだす夜美。

　児童たちも、まるで夜美を教主さまか何かであるかのように、うっとりと見つめている。大丈夫？　これ、洗脳じゃないの？

「このイラストは、ヤスの夢をそのまま浮うき彫ぼりにした天然のえっち成分を、そのまま表現しています。これこそが私のやり方の妙みようなのです。まず、近づいても怖こわくない人を見つけること。それはイラストに傾けい倒とうした人であることが望ましい。なぜか？　イラストはそのまま、人々の搾さく欲よくに繫つながるからです」

「なるほど！　ってことは、そもそも欲情できないインポじゃダメなんだ！」

「そ、そうです。しかし、そういう表現はやめましょうね……」

　夜美は少し頰ほおを朱しゆに染めて、コホンと咳せき払ばらいした。

「ヤスのような人を見つけることで、イラストによる搾さく欲よく効率は爆ばく発はつ的に高まるんですよ。おまけに私は彼と一緒にいることで、困難な課題だった男性恐きよう怖ふ症しようすら克こく服ふくしつつあります！」

　言うが早いか、夜美は俺の方を指さした。

「それでは、彼から一言いただきましょう。さ、ヤス。これからのサキュバス界を背負っていく子どもたちを勇気づける言葉をお願いします」

　とんだ無茶ぶりである。

　だが、教室中から向けられた期待に満ちた目を、無下にすることはできまい。

「──諸君、俺は二次元が好きだ！」

　結果、夜美の勢いに乗った。

　おお、と歓かん声せいが上がる。

「夜美は三次元の肉にく塊かいに過ぎないが、彼女が生み出すイラストは天才的と言わざるを得ない！　聞くところによると、君たちはこれから夜美のやり方を学ぶそうだな？　将来的に君たちが技術を身につけ、そこから生まれてきた創作物で萌もえられる日を楽しみにしている！」

「お兄さんはそれでいいの？　イラストとは結婚できないんじゃない？」

「心の持ちようが大事だ。俺には嫁よめが百人以上いる」

「嫁よめ……？」

「お気に入りの二次元キャラクターのことだ」

　クラスがシンと静まり返る。だが、俺はへこたれなかった。

「急進的な考え方は、批判を受けるものだ。夜美のやり方がなかなか受け入れられなかったようにな。だが近い将来、技術革新によって二次元へと行く方法が確立されるだろう。そのとき、俺のいまの言葉は、当たり前のように受け入れられているはずだ」

「……なんかすげえ」

　引き気味ではあったが、教室のどこかから放たれたその言葉には、称しよう賛さんの音色が混じっていた。

「君たちに夢はあるか？」

　俺は続けた。

「サキュバスは人に夢を見せる悪魔と聞く。だが、君たち自身も夢を持つべきだ。夜美は困難から抜ぬけ出だすという明確な夢を持ち、いまやそれを実現しつつある。君たちが、夜美のようになることを願っている」

「お兄さんの夢は？」

　すかさず、俺は夜美の描かいたポスターを指さした。

「さっき夜美が言っただろう。あれは俺の見た夢。すなわち二次元世界の探求こそが、俺の夢だ」

　俺がそう言ってからほどなくして、教室からまばらな拍はく手しゆが起こった。拍はく手しゆはどんどん大きくなり、しばらくの間鳴りやまなかった。
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「みなさんがどのような分野で才能を開花させられるか、私にはわかりません。創作による搾さく欲よく方法には、無限の可能性がありますからね」

　夜美はそう断った上で、最初はイラストから試ためすことを提案した。それなら自分自身が教えやすいし、筆記用具さえあればすぐに始めることもできる、と。

　白紙の用紙と鉛えん筆ぴつがクラスの全員に行きわたると、夜美はみなに指示を出して席を円形に移動させ、その中央に真っ白な花か瓶びんを置いた。

「さあ、これをよく見て描かいてみましょう。何でも最初は、現実の真ま似ねっこから始めるんです」

「先生は最初からあんなイラストを描かいてたんじゃないの？」

「そんなことはありません。私は抽ちゆう象しよう画、風景画、人物画、ありとあらゆる絵を描かいて名だたる賞を総なめにしながら、いまの神絵師の地位を築いていったんです」

「すげー！」

　目を輝かがやかせる子どもたちに囲まれ、夜美は鼻高々といった様子だった。

　プロで通用しなかった野球選手が、引退後に草野球で無む双そうしてイキっているような、そんなもの悲しさを感じさせた。まあ、夜美が絵で実績を積んだというのは本当なのだが。

「でもさー、どうせ描かくならえっちなやつがいいよねー」

「ねー」

　そのとき児童たちの中に、そんなことを言いだす子たちが現れた。

「やっぱりちょっとでも、じっせんてきな方がいいし」

「基本をおろそかにしてはいけませんよ。それにあの花か瓶びんだって、こう、ボンキュッボンって感じするでしょう？　見ようによっては、十分えっちです」

「ただの花か瓶びんじゃん。全然えっちくない」

「先生って、花か瓶びんにコーフンするの？」

　児童たちがぶーぶーと不平を言い始める。最近の子どもから堪こらえ性しようが欠けつ如じよしつつあるというニュースを見たことがあるが、まさかサキュバス界でもその傾けい向こうが見られるのか。

「先生、モデルやってよ」

　突とつ然ぜん、一人がそう言った。

「え？」

「そうだ、先生がモデルやったらいいじゃん。おっぱい大きいし、えっちだから」

「い、いや、私は……」

　途と端たんにおろおろし始める夜美。

　彼女は助けを求めるかのように、俺とオトギの顔を見比べ、

「そうだ！　オトギさまにやってもらいましょうか？」

　と、ノータイムで上司を売ろうとした。

「オトギさまと言えば、《色しき欲よく五ご覇は星せい》の五等巫み女こさま！　つまりサキュバス界で、五番目にえっちな方と言ってもいいわけですよ！　しかも寛かん大だいで優やさしく、後発の人材育成にも力を入れようとする才知あふれた──」

「わたくしはやりませんよ」

「──そうですよね、へへへ」

　一いつ瞬しゆんで言葉を翻ひるがえし、手を揉もみ合わせる夜美。

「本来、わたくしはこの授業にいないはずなのですわ。いの一番からそのような者に頼たよっていては、今後の授業が思いやられるというもの」

「いいですか、みなさん。いまのが、欺ぎ瞞まん祭で吐つく噓うその練習です。いわば、シャドー・ライテリング」

「なーんだ、噓うそかー。びっくりしたー」

　あはは、と笑う子どもたち。夜美は彼女たちと一緒になって笑って見せたが、その頰ほおは引きつっていた。

　弛し緩かんした空気が少しずつ冷えていき、次し第だいに辺りには気まずい空気が漂ただよい始める。

「こ、こうなっては仕方がありませんね。歴史をひもといてみても、物事の発展には、常に誰かの献けん身しん的な態度が必要だったわけですから……」

　夜美は意を決した顔で近くの机を動かし、円の中に入る。

　みなの視線が突つき刺ささる中、彼女は真っ赤な顔でもじもじした。

「さ、さあ、どうぞ先生を描かいてくださいね……」

「服は脱ぬがないの？」

「ぬ、脱ぬぐわけないでしょう！」

「でも、下は水着でしょ。別に脱ぬいでも恥はずかしくないじゃん」

　その言葉を聞いて、夜美はハッと息を吞のんだ。

「な、なぜそれを……!?」

「先生が最初転んだとき、見えたもん。スカートめくれてたし」

「プールの日は私たちもやるよねー」

「時短だよねー」

　慌あわてふためく夜美を尻しり目めに、ざわざわし始める子どもたち。

「先生、これからプール行くの？　それとも海？」

「そ、そんなことはいま関係ありません！　授業に集中するように！」

「えー、でも先生がひきょうりょくてきだから」

　子どもたちは、ぶーぶーとブーイングを飛ばした。学級崩ほう壊かい寸前である。

　まずいと思って見ると、案の定オトギは腕を組み、苛いら立だった様子で指をトントンと動かしていた。

　このまま児童を制することができなければ、夜美の評価は間ま違ちがいなくナイアガラ。

　こうなったら俺が脱ぬぐか!?　いま男の裸はだかなどまったく求められていないだろうが、多少の時じ間かん稼かせぎにはなるはず──と思ったとき、

「わ、わかりました」

　信じられないことに、夜美が小さな無法者たちの要求に屈くつした。

「ちょっと待て！　……夜美、本当にいいのか？」

　思わず訊たずねた俺に、夜美は涙なみだ目めのままドヤ顔を返してくる。

「だって水着ですから？　下着じゃないので恥はずかしくありませんし？」

「お、俺は教室から出といた方がいいかな……」

「いま見ても一緒ですよ。どうせ、早いか遅いかの違ちがいですから」

　夜美は変なことを言った。

　それを聞いて、俺は「あれ？」と首をひねった。いま見ても一緒ってどういうことだ？　だいたい、なんで夜美のやつは服の下に水着なんて着てきたんだろうか。

　茹ゆだった頭で正常な思考ができずにいる俺を放置して、夜美はおずおずと服に手をかける。

　ひとつひとつボタンが外されていくに従って、服の下に広がる肌はだ色いろ面積が大きくなっていく。

　ぱさりと服が床ゆかに落ち、フリルのついたピンク色のビキニがあらわになったとき、周りから「おー」と歓かん声せいが上がった。
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「これはまぎれもないえっち！」

「やっぱりおっぱいでけー！」

「……あれ？」

　一人がさっと表情を変え、俺の方にじろじろと訝いぶかしげな視線を送ってきた。

「ど、どうしたのかな？」

「お兄さん、絵にしか欲情しないんじゃなかったの……？」

「はい？」

「ひょっとして、いま先生を見て、えっちな気持ちになってる……？」

　少女の顔は、どんどんと蒼そう白はくになっていく。

　それを見て、俺は二重の意味で窮きゆう地ちに立たされた。

　一つは、男性恐きよう怖ふ症しようの幼いサキュバスに、男に対する恐きよう怖ふを思いださせてしまったこと。

　もう一つは、夜美を見てそういう気持ちになっていることを、夜美に知られてしまうこと！

「あ、安心したまえ！　俺はそんな三次元の肉にく塊かいになど興味はない！」

「え、でも……？」

「その女の着ている水着をよく見てみろ！　フリルのついたピンク色のビキニ！　どこかで見たことがあるはずだ！」

　言いながら、俺は黒板に張りっぱなしになっているイラストポスターを指さした。

「ああ！　先生の水着、絵のやつと一緒じゃん！」

「そのとおり！　俺はその女を見て欲情しているのではなく、そのビキニによって連想してしまったこのイラストを思いだして欲情していたに過ぎない！　それにしてもこのイラストはすばらしい！　これだけで俺は、一週間は戦える自信がある！」

「なーんだ、イラストを思いだしてただけ？」

「イラストを思いだしてただけ！　いまはガン見している！」

　そう、イラストが可か愛わいかっただけだ！　夜美が可か愛わいかったわけじゃないぞ！

「そっか。びっくりしたー」

　その子はケロッと笑え顔がおに戻もどり、もう俺に興味をなくしてしまったのか、ストリップ中の夜美に向き直った。

　あぶねえな、おい！　子どもとはいえ、やはり彼女たちはサキュバス。ラスト器官とかいう凶きよう悪あくな兵器を備えた悪魔なのである。

　しかし、夜美のやつがイラストと同じビキニを着ていて助かった……。

　と、そのとき俺は、そのビキニが俺の見た夢の中で夜美が着ていたものとほとんど同じであることに気がついた。

　なんだ、あいつ。イラストに夢と似たような水着を描かくのはわかる。俺が見てしまったエロい夢をそのまま具現化するためには、仕方ないことだからだ。

　けど、わざわざそれと似たやつをリアルでも買ったのか？　いったい、どういう意図で？

　ひょっとすると、また夜美のやつはよからぬことを企たくらんでいるのかもしれない……。

　そんなことを考えているうちに夜美はスカートもパージし、上下完かん璧ぺきな水着姿になった。

　夜美の身体からだのラインがあらわになり、俺は思わずゴクリと喉のどを鳴らした。

　大きくなった肌はだ色いろ面積だけでなく、床ゆかに落ちた服も、いまの状況に艶なまめかしさをプラスしている気がする。

　俺は黒板に張られたイラストの方に身体からだを向けながら、ちらちらと夜美のいる方に目をやった。

　別に夜美の水着姿を見たいとか、そういうことではない！

　いまも授業は進行中であり、まだ何か不測の事態が起こらないとも限らないのだ！

「さ、さあ、これでいいでしょう？　先生を描かいてくださいね……？」

「はーい！」

　小さな悪魔たちは元気よく返事し、「えっちだえっちだ」と口々にのたまいながら、夜美の絵を描かき始めた。
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　遅ち々ちとして時計の針が進まない中、ようやく特別授業が終わり、俺は逃にげるようにして教室から退出した。

　しばらくして、きちんと服を着た夜美がオトギと一緒に外の廊ろう下かへと姿を現す。

「今日の授業は上々と言ったところでしょうか。子どもたちも、夜美さんのことを認めてくれたようですし、これから彼女たちの教育をお願いいたしますね」

「は、はい……」

「この特別授業は便べん宜ぎ上じよう、補講扱あつかいですが、あまり勉強勉強した授業ではない方がいいと思いますわ。今日のように、みなが楽しく過ごせるようなやり方を考案してくださいね」

　言いながらオトギは廊ろう下かを歩きだし、俺たちは何気なく彼女のあとを追った。

　夜美はちらっと俺の方を見て、もじもじしながら言葉を発した。

「……私、ちゃんと先生できてました？」

「で、できてたと思うけど？　ただ、途と中ちゆうから俺はポスターに齧かぶりついてたから、お前がどんなことをしてたのかわからないなあ……」

　我ながら無理があると思ったけれども、こればかりは仕方がない。俺は夜美の水着など見てない。少なくとも、興味はないことにしなければならない。

「……そうですか」

　夜美は目を伏ふせて、消え入るような声で言った。

「で、でもさ！　やり方はどうあれ、子どもたちは楽しそうにしてたからいいんじゃね？」

「ヤスのことも怖こわがってませんでしたね。これであの子たちも、男性に対する目が変わるかもしれません」

「そりゃあよかった」

「でも、もうヤスをあの子たちに会わせるのはダメですね。今日ヤスに同行いただいたのは失敗でした」

「なんで？」

「だって、ヤスは私の専属ですから」

　夜美はますます顔を赤くして、ぽつりとそう言った。

「ほとんど強ごう引いんに連れてきたくせに、何て言い草だよ」

　と、悪態をついてみたけれども、あまり腹は立っていなかった。むしろ……と、そこまで考えたところで、気まずくなって頰ほおをすぼめる。

　そんな俺を見て、夜美は悪いた戯ずらっぽく笑った。

「でも、ヤスのスピーチ、とってもよかったですよ」

「そ、そうだろ？　俺は二次元の探求者！　二次元こそが俺の夢だ！」

「私のことも……その……夢を叶かなえつつあるって言ってくれましたし……子どもたちに、私みたいになれって」

　いつもにくらべて夜美は随ずい分ぶんとしおらしく、俺は思わずうっと詰つまった。こういうときが一番やりづらいのだ。

「い、いや、あれは……あくまでも、子どもたちを勇気づけるために言っただけであって……」

「噓うそってことですか？」

「噓うそじゃないけど……本当のことでもないっていうか……だからさ……」

　俺がもごもごと言いい淀よどんでいると、夜美は頰ほおを染めたまま、くすくす笑う。

「えへへ、噓うそでもいいんですよ」

「え？」

「……だっていまは、噓うそを吐ついていい期間なんですから。私も噓うそを吐ついて、こうやってヤスに来てもらいましたし」

　夜美は髪を指先でくるくる弄いじりながら、俺の方をちらりと一いち瞥べつする。

　俺はしばらく、彼女が何を言っているのかわからなかった。ただ、特別授業が始まる前に、夜美が噓うそを吐ついていたことが発覚して、そのままになっていたことを思いだす。

「ヤス、あの噓うそ、まだ怒おこってます……？」

「いや、もう別にいいよ。ぜんぜん気にしてない」

「それ、本心ですか？　噓うそじゃなくて？」

「ややこしいなあ、もう。悪魔の慣習ってやつは……」

　俺が眉まゆをひそめると、夜美はまたくすくす笑った。

　そんな彼女を見て何だか浮うわついてしまい、俺は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいした。

「大体、お前が島を管かん轄かつしたとか、最初に聞いたときはそりゃすごいと思ったけどさ。そんな噓うそを吐つく必要なかったんだって。だって、あのクラスを受け持ったってだけでも十分すごいことだろ」

「ヤスはすごいって思います？」

　──だってヤスが私を認めてくれないから！　そんな夜美の言葉を思いだして、軽く頭を横に振ふる。

「俺がどう思うとか、そんなこと気にする必要ねえよ」

　そうだ、俺からの評価なんて何の意味もないんだから。

「今日の子たちも夜美のこと認めてたし、すぐに他のサキュバスたちも、お前がすごいやつだってわかるようになると思う」

「でも、私は一番、ヤスからどう思われてるかが気になります。他の誰よりも……」

　夜美がそう言ってから、しばらく沈ちん黙もくがあった。

　いまの、どういう意味だ？　と頭の中で考えてもわからず、仕方なく夜美に訊きいてみようかと思って隣となりをちらりと見ると、当の夜美は真っ赤になってうつむいているしで、どうにも俺はそわそわしたまま、場を沈ちん黙もくに任せることしかできなかった。

「い、いまのも噓うそです……やっぱりなし……」

　しばらく経たって夜美がぽつりと言ったが、俺はそれを追つい及きゆうするどころか、むしろほっとしてしまって、そのまま有う耶や無む耶やにすることを選んだ。

　俺たちがそんなことをしている間に、前を歩くオトギは小等部の敷しき地ちを抜ぬけ、そこに停車している馬車に乗り込んだ。そして少し高くなった座席から、悠ゆう然ぜんと俺たちを手招きしてくる。夜美とのやりとりに意識を取られていた俺は、何の疑問もなくそれに乗り込んだ。

「白しろ岩いわ浜はまへ」

　オトギが御ぎよ者しやさんに短く言うと、すぐに馬車が動き出す。

　そのときになって、俺はようやくいまの状況に気がついた。なんで俺たちは、オトギと一緒に馬車に乗ってるんだ、と。

「……ちょっと待って。先生、白岩浜ってどこですか？」

「海水浴場ですわ」

「海水浴場？　何でそんなとこに行くんです？」

「わたくしの可か愛わいいグリムが、いまそこで遊んでいるそうですから」

　言いながら、オトギは座席脇わきの箱からロケットランチャーのように仰ぎよう々ぎようしい望遠カメラを取りだす。彼女の目は据わっていた。

　俺が押し黙だまっていると、何を勘かん違ちがいしたのか、オトギは俺をジロリと睨にらんでくる。

「……あなたは、何かよからぬ推測をしているようですわね？」

「……え？」

「グリムがこのわたくしを誘さそわなかったと思ったでしょう？」

「誘さそわなかったって、今日の旅行にってことですか？」

「そうですわ」

　そりゃ、同級生たちと行く旅行にお姉ちゃんは誘さそいにくいんじゃないかな。いや、よその家庭の事情は知らないけどさ。

　オトギは胸に手を当て、深く呼吸してから続けた。

「……もちろん今日のことについて、わたくしも直接あの子から誘さそわれましたとも」

「あ、そうなんですか？　まあどうでもいいですけど」

「どうでもいいとは何です！」

　途と端たんに憤ふん怒ぬの表情を浮うかべたオトギを前にして、俺は震ふるえ上あがった。

「す、すみません！　グリムから誘さそわれたと！　だ、だからこうして、先生もこの島にいらっしゃったということなんでしょうか!?」

「いいえ、わたくしはその誘さそいを断ったのです。断腸の思いで」

　じゃあなんでいるんだよ。帰れよ、怖こわいから。

「可か愛わいい妹の誘さそいを断ったときに得たわたくしの苦しみを、あなたも理解していただけますね」

「それはもう……」

「そうでしょう、そうでしょう。しかし、仕方のないことなのですわ。あくまでも自然体なあの子を、このカメラに収めるためには、ね」

「なるほど、カメラに収める。そのための望遠カメラ」

　なるほど、つまり盗とう撮さつ。そのための隠おん密みつ行動。

「あの子も成長期ですからね。いましか撮とれない写真というものがあるのです」

「すばらしいお考えだと思います、先生」

　俺はおべんちゃらを言って、この場を適当に場をやり過ごそうとした。しかし、妹のことで頭がいっぱいになっているシスコンの前では、どうやら逆効果だったらしい……。

「おお、ご理解いただけましたか。それではわたくしがグリムの貴重な写真を撮とるのに、あなた方も協力していただけますね？」

「え？　いや、それは……」

「難しいことは要求いたしませんとも。グリムと浜はま辺べで遊び、あの子の自然な笑え顔がおを引きだしていただきたいのですわ。ただしヤスさん。あなたはグリムの二メートル以内に入ったら殺します」

「な、なんで俺を名指し!?」

「可か愛わいい妹にわざわざ男を近づける姉が、この世におりますか」

　普ふ通つうの姉は、妹のことでそんなに目くじら立てないんじゃないかな。

「……先生、ひょっとして特別授業の視察とか建前で、こっちの方をメインに来たとかじゃないですよね……？」

「何を馬ば鹿かな。わたくしは責任ある地位を任されたサキュバス。業務とプライベートはしっかりとわけておりますわ」

　なんかこの人、夜美っぽいこと言いだしたな。サキュバスって、ひょっとしてみんなこんな感じなのか。

　どうにか言い訳して断れないかと俺が頭を悩なやましていると、夜美が胸に手を置き、忠誠を誓ちかうようにして言った。

「わ、私は忠実で献けん身しん的なサキュバス。オトギさまがそうせよとおっしゃるのなら、身を粉こにして働きましょう……」

「おお、それは心強い！」

「……まあ、こちらからしたら渡りに船ですし？」

　夜美がぼそっと言った言葉を、俺は聞きき逃のがさなかった。

「……ちょっと、待て。それどういう意味だ」

「些さ細さいなことは気にしないでください。オトギさまが困っているんですから、私たちが助けようとするのは当然のこと」

「俺はパスで……」

「あ、ひょっとしてあれですか？　水着がないとか、そういうのを気にしてる感じですか？」

　いや、そもそも海になんて興味がないんだって。こちとら、日焼けを嫌きらう文化系男子だぞ。

「その点については、安心してください。リリィに、ヤスの水着もちゃんと用意してもらっていますから」

「なんでそんなに手て際ぎわがいいんだよ！」

　と、言ったところで、ハッと気がつくことがあった。

　そういえばこいつ、服の下に水着着てやがったな……まさか、最初から海に行くつもりだったのか？

　渡りに船とは、つまりそういうことに違ちがいない。

「あの、先生……ひょっとしたらですけど、先生はこのポンコツに利用されてる可能性が……」

「利用？」

「何を人聞きの悪い。これは《サキュバス界闇やみの権力》による、正当な命令ですから。こうなってしまった以上、行くしかないですよね……？」

　夜美は逃にがさないと言わんばかりに俺の手をぎゅっと握にぎり、またほんのりと頰ほおを染めた。
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　青い海、白い砂すな浜はま。

　目の前に広がる光景はまるで、俺がこの間見た夢の世界のようだった。

　ただ、辺りに多くの人がいることを除いて。

「あ、やっと来た！　遅かったじゃん、お二人さん！」

　桟さん橋ばしの近くに設置されたカラフルなビーチパラソルの近くにいたグリムは、俺たちを見つけると、嬉うれしそうに手を振ふってきた。

　そのすぐ横にはアキラがいて、膝ひざまである長いＴシャツを着てもじもじしていた。……なんというか、すごい萌もえた。シロは上と下が一体になった競泳水着っぽい水着を着て、砂すな浜はまの上に敷しかれたシートの上でストレッチしている。リリィのやつは、惜おしげもなく肌はだをさらしたビキニを着て、ビーチチェアの上で足を組んでいた。

　俺たちが彼女たちの方に行こうとするよりも早く、グリムが子犬のような人ひと懐なつっこさで駆かけ寄よってくる。

　しかし、この少女との過度の接近は、頭のおかしいサキュバスによって禁じられているため、俺は一いつ瞬しゆんで大おお慌あわてになった。

「おい、それ以上近づくな！」

「え、どうしたの？」

「いや、その……そうだ、水着！　お前の水着姿がまぶしくて！」

　すると、隣となりの夜美がむすっとした顔で俺の二の腕をつねった。

「──いったあ！　急に何するんだ！」

「ヤスは三次元に欲情しないんでしょう」

　いや、お前は俺の立場を理解してるはずだろ！　こうして言い訳してでもグリムを遠ざけないと、たちまち生命の危機なんだよ！

「あはは、安心していいよ！　ヤスっちってば、私を見てもぜーんぜんそういう気持ちになってないからさ。夜美っちにはわからないかもしれないけどね」

　ケラケラと笑いながらそう言うグリム。

　すると、今度は夜美が慌あわてる番だった。

「いえ、わかってますけど!?　私にはヤスの中にあるえっちな気持ちなんて、全部お見通しなんですからね!?」

　サキュバスたちのラスト器官というやつは、どうやら意中の相手の前では馬ば鹿かになるらしい。夜美がグリムの言葉を否定するのは……つまりそういうことだ。俺は少し落ち込んでいる自分に気がつき、すぐに慌あわててその雑念を振ふり払はらった。

　別に夜美のやつが誰を好きとか、そんなことは俺に関係ないし！

「いいから、とりあえず二人とも着き替がえてきなよ。あ、夜美っちはホテルで水着着てたから、もう用意できてるっけ？」

　グリムの言葉に頷うなずくと、夜美はパラソルの下で座るリリィに声をかけた。

「リリィ、ヤスに水着を貸してあげてください」

「はいはい」

　水着姿のリリィが、タオルと紺こん色いろの海パンを持って近づいてくる。リリィの体つきは、かなりスタイルのいいグリムのそれと比べても、さらにもう一段階抜ぬけていた。本当に、ファッションショーに登場するモデルさながらのプロポーションだ。

　十人が十人振ふり向むく美女とは、こういうやつのことを言うのだろう。

　辺りには多くの人がいて──おそらく彼ら彼女らは、みなそれぞれの大罪神に仕える悪魔なのだろうが──リリィを一目見て、熱っぽい視線を送らない者はほとんどいなかった。

　リリィは俺にタオルと水着を手渡すと、更こう衣い室まで案内すると言いだした。こんな目立つやつと歩きたくない、と思う俺の気も知らずに、彼女は踵きびすを返かえして歩きだす。仕方なくついていったところ、リリィは夜美たちから十分離はなれたところで、

「……夜美の授業はどうだった？」

　と、訊たずねてきた。

「う～ん、上う手まくいった扱あつかいでいいんじゃないかな。子どもは楽しそうにしてたよ」

「子どもだけ？」

「あ、そうか。オトギさまも満足したみたいだった」

　俺の言葉を聞いて、リリィはニヤリと笑った。

「……あんたも随ずい分ぶん楽しそうにしてたわよね。ちらちらと夜美の身体からだを見てたくせに」

「は、はあ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる俺を見て、リリィはますますニヤニヤ笑いを大きくする。

「私には千里眼があるのよ。これまでも、何度か経験していると思うけど」

　それが比ひ喩ゆ的な意味か、直接的な意味かはわからない──が、確かにリリィはこれまでいろいろな方法を駆く使しして、夜美や俺を監かん視ししていたことがあった。

「あんたにアドバイスしてあげる。海にいるんだから、もう遠えん慮りよしてちらちら見る必要なんてないわ。夜美の可か愛わいい姿を、がっつり見放題ってわけ。嬉うれしいでしょ？」

「誰があ！」

「あんたのために、夜美がどれだけ準備してきたと思ってるの？　あんたが見た夢であの子が着てたっていうビキニを探すの、本当に大変だったんだから」

「そういやあいつ、なんでわざわざ俺の夢とリアルを合わせようってんだ……？」

「それ本気で言ってる？　あんたの理想に追いつくために決まってるじゃない。あの子、あんたのことが好きだから」

　ハッと息を吞のんでしばらく、俺は呼吸ができなかった。パクパク口を動かしてから、ようやく「な、何を……」と声を絞しぼりだす。

　そんな俺を見て、リリィは呆あきれ顔がおで肩かたをすくめた。

「噓うそよ、馬ば鹿か」

「え」

「驚おどろいた？　いまのが『欺ぎ瞞まんの悪魔』一流の噓うそってところかしら？」

「て、てめえな！　いくら噓うそを吐ついていいって言っても、限度があるだろうが！」

「限度なんてないわ。この時期なら、どんな噓うそでも吐ついていいの。わかる、ヤス？　これはチャンスよ」

　言いながら、リリィは近くにいる少年少女のカップルを指さす。

「あの子たちは、この欺ぎ瞞まん祭の時期だけお試ためしでつき合ってるカップルなの。ほら、『交差された指』が描えがかれたワッペンを身につけているでしょ？」

　見ると、確かに少年の方は帽ぼう子しに、少女の方は胸むな元もとに、いまリリィが言げん及きゆうしたワッペンをくっつけている。

「あれは欺ぎ瞞まんのワッペンって言われててね。シーズンが終わったら、二人ともあれを捨てて、全部なかったことになる。もちろん、相あい性しようがよかったら正式なカップルになればいいんだけどね。どうどうと噓うそを吐ついて、誰にも咎とがめられることのない夢のような時間。それが、いまよ」

　そのとき俺は、リリィが渡してきた水着に、そのワッペンが縫ぬいつけられていることに気がついた。

「これは……!?」

「噓うそでもいいのよ。一度夜美を、きちんと自分のモノにしなさい」

「モノにって、いや、でも……」

「オトギさまから受けた依い頼らいのことは任せて。あんたと夜美は何も気にすることなく、二人っきりのアバンチュールを楽しんでればいいから」

　どうやら、リリィはオトギの無茶ぶりの件も把は握あくしているらしい。ほんと、こいつはいったい何なんだよ。下手すりゃ、オトギよりもよっぽどヤバいサキュバスなんじゃねえか……。

　俺がおろおろしている間に、リリィはポンと俺の肩かたを叩たたいて、夜美たちの元へと戻もどっていく。

　どうすればいいのかわからないまま、俺は更こう衣い室に駆け込んで頭を抱かかえた。

　夜美と二人っきりのアバンチュール……。

　そんな気まずい時間を過ごすくらいなら、まだしもオトギの命令に従って動いていた方がマシだ！

　リリィがどれだけ裏でよからぬことを企たくらんでいようとも、その計画が上う手まく推移するためには、俺と夜美の二人が協力的であることが求められるだろう。

　俺がその案をありがたがり、喜んで協力するとでも思ったに違ちがいない。しかし、それは大きな間ま違ちがいだ。

「……へっ、残念だったな、リリィ！　俺はお前の考えには従わねえ！」

　そうとも、よくよく考えれば、俺は先にオトギと約束したのだから、その約束を果たそうとすることこそが人として正しい行こう為いなのである。別に、夜美と一緒にいるのが気まずいとか、そういうことではないのである。

　方針が決まった俺は、海パンに着き替がえ、意い気き揚よう々ようとみなの元へと戻もどった。

「ういーす、お待たせ！」

　まずはグリムを誘さそってビーチバレーでもやりますか！

　と、思っていると、夜美がパーカー姿になっているのに気づいて、ガンと頭を殴なぐられた気になった。

　長い裾すそで水着の下まで隠かくれているものの、すらりと伸びた足が白日の下もとに晒さらされている。それは、俺があの日の夢で見た夜美そのものだった。

「うっ……」

　俺が一歩後ずさると、リリィが夜美にひそひそと耳打ちするのが見えた。

　しかし、俺は逆にそれで冷静になれた。そうだ、これはすべてリリィの策略なのだ、と。

　頰ほおを赤らめた夜美は、意を決した様子で、ずいっと一歩前に踏ふみだしてくる。

　よく見ると、彼女のパーカーの胸むな元もとには、欺ぎ瞞まんのワッペンが縫ぬいつけられていた。

「ヤス……？」

「な、何だよ……？」

「いままでずっと秘密にしてましたけど」

　それから、夜美はその言葉を告げた。




「……私、ヤスのこと好きです」




「──へあっ!?」

　夜美の一言で、自分の定めていた方針が吹き飛び、頭が真っ白になった。

「いや、それは、その……そうか！　噓うそだな！」

　しどろもどろになって叫さけんでみたが、夜美は目を伏ふせているだけ。

　なんで黙だまってるんだよ！　ちゃんと噓うそって言え！

　助けを求めてグリムたちの方を見たが、彼女たちはすでにシロやアキラを誘さそってビーチバレーを始めていた。俺たち二人など、最初からこの場にいなかったかのようなスルーっぷりである。

　ここに味方はいない！　いったいどうしたら……。

　戸と惑まどってきょろきょろ辺りを見回していると、夜美がそっと俺の手を取った。そこに電気が走ったように感じ、びくりと大きく身体からだを震ふるわせてしまう。

「ヤスは私のことどう思ってます……？」

　上うわ目め遣づかいで言われ、途と端たんに俺は眩暈めまいを覚えた。

　頭が茹ゆで上あがってしまって、考えがぐるぐると堂どう々どう巡めぐりする。

　俺も噓うそを吐つけばいいわけだ！　ということは、夜美のことを嫌ぎらいって言えばいいんだな…………って違ちがうだろ!?　それだと、本心では好きってことになるじゃねーか！

　つまり、その逆に好きって言えばいいんだ！　俺は夜美のことなんて、なんとも思ってないわけだから！

「……俺も、夜美のこと好きだよ」

　すると、夜美の顔がますます真っ赤になっていく。

　おい、こいつルールをはき違ちがえてるんじゃないだろうな！　逆だからな、逆！

　俺が慌あわててそのことを指し摘てきしようとすると、夜美はさっと手を伸ばして俺の口をふさいだ。

「……わかってますから」

　短くそう言って、夜美はパーカーの胸むな元もとにあるワッペンをとんとんと叩たたいた。
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　それから俺は、夜美に手を引かれるままに砂すな浜はまを歩いた。

　俺は逆の手でカバンを持っていて、そこから折おり畳たたまれたシートとパラソルが顔を覗のぞかせている。どうやら夜美のやつは、どこかの場所でそれらを展開するつもりらしい。

　道すがら、周りの浜はま辺べにいるのはカップルばかりで、彼らがいちゃいちゃしている様子は目の毒以外の何物でもなかった。

「なあ、いまってどこに行ってるわけ？　この辺でよくない？」

「二人っきりになれる場所じゃないとダメです。だって……」

「だって？」

「……ヤスは私の水着姿を他の人に見られるの嫌いやなんでしょう？」

　パーカーの胸むな元もとを押さえながら、夜美はそんなことを言う。

　急に血圧が上がった気がした。

「そ、それは夢の話だろ!?　リアルとごっちゃにするんじゃあない！」

「じゃあこの辺にシート広げますか」

　そう言われて改めて見回すと、随ずい分ぶんと人が多い。中には男もいる。そいつらが夜美の水着姿を見て、やましい気持ちになるのを想像すると、心がざわついた。

「……いや、ここまで来たんだから、もうちょっと歩くくらい構わないし？　どこでもつれてけよ……」

「素す直なおじゃありませんね」

　夜美はくすくす笑って言う。

　なんだか、さっきからずっと後手に回っている気がして、もやもやした。

　こちらばかり慌あわてているのは気に食わない。夜美だってちょっとは恥はずかしがらせないと、帳ちよう尻じりが合わないというものである。

　俺は近場のカップルが、サンオイルの塗ぬり合いをしているのを目ざとく見つけると、それを夜美にも見るようジェスチャーで示した。

「どうしました？」

「あれ、俺たちもやろうぜ」

「え？」

　と、目を丸くする夜美。それから、彼女の顔がカァッと赤くなっていくのを見て、俺は少し溜りゆう飲いんを下げた。

「自じ慢まんじゃないが、俺は文化系！　要するに、日焼けも知らぬ玉のような肌はだが自じ慢まんでな！　こんな日差しの中、何の処置も施ほどこさずにいれば、後日地じ獄ごくのような苦しみが待っているに違ちがいない！」

「それ、何の自じ慢まんにもなってませんよ？」

「言いたいことはそれだけか？　ほら、サンオイルを手に入れに行くぞ！」

　少し強引気味に腕うでを引っ張ると、夜美はその場で立ち止まって抵てい抗こうする。

「抵てい抗こうするな！　俺は恋こい人びととサンオイルの塗ぬりっこがやりたいんだ！」

「いえ、別に他で手に入れなくても、サンオイルくらいそのカバンに入ってますから……」

　夜美が俺の持つカバンを指さし、しばらく俺は状況の理解ができずに固まった。

　見ると、確かに妙みようなかたちのボトルがカバンの奥おくに収まっているのがわかる。

「……」

「……ヤスがどうしても塗ぬりっこをしたいというのなら、私は構いませんよ？　むしろ、こちらから言いだす手間が省けて、その……」

　こちらから言いだす手間って、なんだそれ。

　そのときになって、ようやく俺は、自分が墓ぼ穴けつを掘ほってしまったことに気がついた。

　まさか、夜美のやつがやろうとしていたことを、俺自ら提案してしまったのか……？

　なんて馬ば鹿かなことを！　これじゃあ、本当にオイルの塗ぬりっこをしないといけないじゃないか！　くそっ、またしても夜美の罠わなに……。

　口を開けば、どんどんと墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうで、それから俺はずっと押し黙だまっていた。

　夜美は大きな岩がん壁ぺきを迂う回かいし、その奥おくへと進んだ。岩がん壁ぺきの上には草木が生えており、天然の遮しや蔽へい物ができている。辺りに人の気配はない。

「それでは、このあたりにしましょう」

　夜美は立ち止まり、俺のカバンからシートを取りだした。それをバサッと砂すな浜はまの上に広げると、近くの石を四よ隅すみに置いて固定する。

　俺はパラソルを開き、固定具をつけてシートの上に設置した。

　瞬またたく間まにやるべきことが終わって、どちらからというでもなく、俺たちは無言で見つめ合っていた。

　気まずい雰ふん囲い気き……。

「……はい、そしたらヤスから塗ぬってあげますから、ここに寝てくださいね」

　夜美は顔を赤くしたまま、シートにちょこんと三角座りし、隣となりをポンポンと叩たたく。二度目になるが、夜美はいま水着とパーカーしか身につけていない。つまり三角座りなどしようものなら、ほとんど丸だし状態の足の奥おくが大っぴらになってしまうということである。

　俺は極力夜美の方を見ないようにしながら、シートにうつ伏ぶせになった。

　悶もん々もんとしながら待つと、夜美の緊きん張ちようした声が聞こえた。

「……それじゃ塗ぬりますよ？」

「た、頼たのむ……」

　一いつ瞬しゆん、背中にひやりとした感覚があり、変な声を出しそうになった。それから、ぬるぬるしたオイルが背中の上で伸ばされていく。

　くすぐったくて、気き恥はずかしくて、身もだえしそうになる。

　これって、場所によってはお金取られたりするんじゃなかったっけ？　などと馬ば鹿かなことを考えていると、夜美の手が海パンという国境線を越え、ふとももに触ふれた。

「ひゃあん！」

「へ、変な声出さないでください！」

「こちとら、背中だけだと思ってたんですけど!?　足まで行くんスか!?」

「当然です」

「でも、足の後ろ側くらい自分で塗ぬれるよね!?　これって、自分の手で届かないところを誰かに塗ぬってもらう行こう為いで合ってるよね!?」

「塗ぬりっこしたいって言ったのはヤスですからね」

　ちくしょうめ！　なんでこんなことやりたいとか言ったんだ俺は！

　しかも恐おそろしいことに、いまは俺が塗ぬってもらっている側だが、それはつまり後で俺も夜美に同じことをしないといけないということ。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしている間に、夜美は俺のふくらはぎ、足首へとオイルの塗と布ふを終わらせてしまった。

「はい、終わりましたよ……？」

　その声で慌あわてて起き上がると、胸の前で腕を畳たたんでもじもじする夜美と目が合った。

「えっと……」

「ぱ、パーカー脱ぬぎますね？　じゃないとサンオイル塗ぬれないですからね？」

　ちょっとシチュエーションは違ちがうものの、目の前の光景はほとんどあの夢さながら。違ちがうのは、夜美が目を逸そらしていてほしいと頼たのんでこなかったこと。

　彼女の方も相当テンパっているらしく、夜美は俺の目の前にもかかわらず、ものすごい勢いでパーカーのジッパーを下ろした。

　途と端たんにピンク色のビキニに包まれた胸が、弾はじけるように飛びだしてくる。

　そんな脂し肪ぼうの塊かたまりには一いつ切さいの興味がないはずなのに、いまの俺はそれから目を逸そらすことができなかった。むしろその柔やわらかそうな胸には、この世の幸福のすべてが詰つまっている気さえした……。

「ど、どこかおかしいですか？　この水着」

　夜美の言葉で、ずっと胸を凝ぎよう視ししていたことに気づいた俺は、慌あわてて大声を出した。

「いや、まったくおかしくない！」

「……よかった……その、言いましたよね？　正夢になるかもって……」

　正夢……？　そういえば、俺があの夢を見たあと、夜美はそんなことを言っていた。

「あ、ああ、あれってそういう意味！」

「どうですか？　これ、ヤスが好きだと思ったから、同じようなやつにしたんです……」

　夜美はどこか甘えるような声をだし、手でビキニの肩かたひもを引っ張って見せた。

　何だよ、この状況。本当に頭がどうにかなりそうだ……。

「ヤスが喜んでくれると思ったから、一いつ生しよう懸けん命めい探したんですよ？　ちょっとした手て違ちがいで子どもたちとかオトギさまにも見せちゃいましたけど、本当はヤスにだけ見て欲ほしかったんです」

「なんで俺なんかに……？」

「言ったじゃないですか。私はヤスが好きだって……」

　心臓がドキリと飛とび跳はねる。

　噓うそだ噓うそだと自分を言いくるめようとしても、目の前の夜美があまりに可か愛わいくて、俺はぼっと惚ぼけたまま目の前の彼女から目が逸そらせなくなっていた。

　夜美は意を決した顔になって、こちらに身体からだごと近寄ってくる。

　ほんの鼻先に夜美の顔があった。それでも、まだ夜美は止まらなかった。
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　視界がピンク色に染まり、正常な思考ができなくなる。

　ひょっとして、行くところまで行っちゃうのか……？　これもあとで「なかったこと」にしていいのかな……？

　夜美が目を瞑つぶり、俺も目を瞑つぶった。

　唇くちびるに吐と息いきがかかり、ちょんと何かが触ふれたような気がした……そのとき、




　──カシャ




　と、いう音が頭上から響ひびき、俺と夜美の二人は、一いつ瞬しゆんでそれぞれの背後へと飛んでいた。

「──どわあああああああ!?」

「──むわあああああああ!?」

「……失礼、邪じや魔ましてしまいましたか？」

　声のする頭上を見ると、岩がん壁ぺきに生える草木に身を隠かくすようにして、迷めい彩さい服に身を包むオトギが例の望遠カメラを構えているではないか。

「お、オトギさま!?」

「しっ！　大声を出さないでくださいますか？　わたくしはいないものと扱あつかってくださって結構ですから、どうぞお続けになって」

「てめえ、いつからそこに!?」

　気色ばむ俺の前を、黒い炎ほのおがものすごい勢いで通過する。

「ひいっ!?」

「教師に向かって『てめえ』とは何事ですか。あなた方が来るよりも先に、わたくしはここに身を潜ひそめていましたわ。ここはビーチから絶好の死角になるのです」

　言いながら、彼女はまたカシャとシャッターを切って、「……よし」と頷うなずく。それから、目をすっと俺たちの方に動かし、

「……ところで、わたくしのしたお願いの件ですが──」

「そ、その件についてはですね！」

　夜美はわたわたして、必死に言い訳しようとした。

「──リリィさんから引ひき継つぎの連絡を受けましたので、お気になさらず」

「……へ？」

「彼女のような友人を持って、あなたはとても幸運ですわね、夜美さん」

　そう言ったきり、オトギは獲え物ものを狙ねらう目で望遠カメラを覗のぞき込み、すっかり黙だまってしまった。

　夜美はしばらく草木に溶け込むオトギを見つめていたが、上司が何のリアクションを取らないことがわかると、ちらりと気まずそうに俺の方を一いち瞥べつした。

「い、移動して続きを……」

「──できるかあ！」

　流石さすがに頭の冷えていた俺は、夜美の提案をきっぱりと断った。





※






　それから、俺と夜美はリリィたちの元へと戻もどったが、どうにもその後のホテルや翌日のエリア観光中もぎくしゃくしてしまって、周りにいる偽いつわりの恋こい人びと同士のように振ふる舞まうことができなかった。

　目を瞑つぶり、暗くら闇やみに身を委ねたあのとき、唇くちびるに何かが触ふれた気がした──が、単に吐と息いきがかかったのをそう勘かん違ちがいしただけかもしれないし、確かなことはわからない。

「せめて、あとゼロコンマ一秒でもあったら……」と失意に沈しずんだ途と端たん、「いや、それは助かったのであって、残念がるのはおかしいだろ！」と理性が反はん撃げきしてくる。

　俺は夜美とキスできたんだろうか……？　いや、してしまったんだろうか!?

　夜美本人に確かめるのも気き恥はずかしく、ただひたすらに悶もん々もんとしたまま、俺は《夢見の街》から帰き還かんすることになった。
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　いつもの日常に戻もどってからも、俺は《夢見の街》であった出来事の後こう遺い症しように悩なやまされていた。

　夜眠ろうとして目を瞑つぶると、瞼まぶたの裏にゆっくり迫せまってくる夜よ美みの顔が浮うかび、興奮状態に陥おちいって眠れなくなる日々……。

　どうにかしなければならない。この悶もん々もんとした状態を抜ぬけだす方法を、何とか探さなければ。このまま過ごしていても、むやみやたらと疲ひ弊へいしてしまうだけだ……。

　そこまで考えて、俺は帰ってきてからリリィが渡してきた欺ぎ瞞まんのワッペンを思いだした。

　いらないと突つっぱねようとする俺に、

「まだ欺ぎ瞞まん祭のシーズンは終わってないから」

　と言って、無理やり握にぎらせたブツである。それを捨てるのは、欺ぎ瞞まん祭が終わってからだ、と。

　これがある限り、まだ俺と夜美の間にある噓うその魔ま法ほうは継けい続ぞく扱あつかいということになる。

「……ちくしょう、悪魔ときたら、厄やつ介かいな慣習をもってやがる」

　ぽつりとつぶやき、ベッドにごろんと転がって天てん井じようを見つめる。

　どうせ夜美のことだから、俺をからかってやろうと思ってあんなことをやったんだろう。いつもいがみ合っていることへの仕返しのつもりだろうが、今回ばかりはいささか俺へのダメージが大きすぎる。

「……こうなったら、こっちも割り切ってみるか？　俺ばっかり悶もん々もんとさせられてるのは不公平だし」

　最初、それはちょっとした思いつきに過ぎなかったが、考えれば考えれば良案に思えた。

　そうとも、いまは何をやっても『なかったこと』にしていい期間なのである。

　そこが何よりも重要なのだ。

　昔から悪魔の慣習に慣れ親しんでいた夜美にとっては、その感覚は当たり前のものなのだろう。だから本心でないことであっても、いくらでも積極的になれた。

　一方の俺は、これまで正直で誠実な一いつ般ぱん市民として生きてきたにすぎず、その独特の価値観にたじろぎ、後おくれをとってしまった。

「なんてこった、最初から不利な戦いだったんだ……いわばアウェイで孤こ独どくな戦いを強しいられていたんだから……やられっぱなしでいるように感じるのも無理はない……」

　自らに言い聞かせるようにして、自分の正当性を主張する。

　しかし、これからは違ちがうぞ！

　窮きゆう鼠そ猫をかむということわざの恐おそろしさを、身をもって体験させてやる。なんで俺が夜美にこんなに追おい詰つめられているのかはわからないけれども、とにかく同じ目に遭あわせてやる。

「となれば、きちんと自分の立場を理解している必要があるな。いままでの俺は、はっきり言ってブレブレだった。一本ちゃんとした筋を立てておけば、差さし迫せまる脅きよう威いに対していくらでも対応できたものを」

　では、これからはどうするか？

　まず、大前提として。

　①　俺は夜美が好き、ということ。

　これは普ふ段だんの俺が夜美をどうとも思っていないことから、噓うそを吐ついてもよいといういま現在においては、戒かい律りつめいた厳格性をもって守らなければならないルールである。

　その次に。

　②　俺は夜美に好意を寄せられれば嬉うれしい、ということ。

　これも普ふ段だんの俺が夜美をどうとも思っていないことから、噓うそを吐ついてもよいといういま現在においては、当然の帰結として守らなければならないルールである。

　最後に。

　③　俺からも夜美に好意を伝えなければならない、ということ。

　これも普ふ段だんの俺が夜美をどうとも思っていないことから、噓うそを吐ついてもよいといういま現在においては、有効な攻こう撃げき手段として取り入れるべき手法である。

「この三原則を肝きもに銘めいじておくのが重要だな。いついかなるときにおいても、これらを胸に刻んでおけば、あたふたしなくてすむというわけだ」

　俺が天才的なひらめきに我ながら惚ほれ惚ぼれしているときだった。

　ブルリと震ふるえた携けい帯たいが、誰かからメッセージが届いたことを知らせた。

　見ると、差出人はリリィである。

『旅行中に撮とった夜美の写真を送るから、いいように使って』

　……夜美の写真だと？

　怪け訝げんに思ってメッセージを開くと、確かに十枚以上の写真が添てん付ぷされているのがわかった。

　夜行列車の中で、真しん剣けんな表情でトランプのカードを引こうとしている夜美。

　毛布にくるまり、寝息を立てる夜美。

　馬車の中で、緊きん張ちようした面おも持もちで目を伏ふせる夜美。

　そこまでは普ふ通つうだった。

　……その先は、すっかりとピンク色だ。要するに、水着の写真がほとんど。ちなみにどれも明らかに盗とう撮さつめいたシチュエーションである。

　ホテルで水着に着き替がえ、その上に服を着込もうとしている夜美。

　恥はずかしそうに周りを見回しながら、パーカーのジッパーを上げようとしている夜美。

　シャワー室で、身体からだについた海水を洗い流している夜美……。

　突とつ如じよとして現れた刺し激げき的な写真の数々に、戸と惑まどわなかったと言えば噓うそになるが、いまの俺にはすでに対夜美三原則があった。

　様々な表情を見せる夜美を不意に可か愛わいいと思ってしまっても、それを否定しようと躍やつ起きになっていた過去の俺はもういない！　何せ、いまは噓うそを吐ついていい期間なのだから！

「そうだ、夜美は可か愛わいいんだよ！　それを受け入れられないという前提が俺の中にあったから、ややこしくなってただけ！　噓うそ偽いつわりで塗ぬり固められたいまの俺は無敵！　夜美を可か愛わいいと思うことに、何の躊ちゆう躇ちよもない！」

　何かがおかしい気がしたけれども、何がおかしいかまではよくわからなかった。

　ひとまず俺は携けい帯たいの写真をＰＣに送り、ハードディスクで保存しておいた。

　そのとき、また携けい帯たいがブルルッと震ふるえる。

　今度は電話だ。相手は、またしてもリリィ。

「……もしもし？」

『あ、ヤス。起きてる？』

「起きてるよ。夜美の写真ありがとな」

　俺がそう言ってからしばらく、沈ちん黙もくがあった。

『……え、写真もう見たの？　というか、見たって認めるの？』

「どういうことだ？」

『あんたのことだから、見てても「え～、写真とか気づかなかったよ～、あとで見るわ～」みたいな強がりを言うんじゃないかって思ってたんだけど』

「何言ってんだ。見たよ。で、秒で保存した」

『……気味が悪いわね』

　通話の向こうから、衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。腕うででもさすっているのかもしれない。

　心外とは思わぬ。

　むしろそんな反応を確認して、俺は対夜美三原則が有効に働いていることを感じた。こいつもどうせ、夜美とグルになって俺をからかっていた、いわば敵対勢力。こういった輩やからにも俺の徹てつ底ていした作戦は効果を発するのだ。

『まあいいわ。あんたが素す直なおになってくれることは、私にとってもプラス以外の何物でもないわけだから』

　何言ってんだ、こいつ。素す直なおじゃねえっつうの。噓うそを吐ついてるからこその産物だぞ、いまの俺は。

　だが、こちらから手の内を明かすほど俺も馬ば鹿かではない。俺はそれとなさを装よそおって、夜美のことを訊たずねた。

「ところで、いま夜美はどうしてる？」

『部屋にいるわ。あんたに電話したら、報告してって言われてる』

「何を報告するっていうんだい？」

『何なの、さっきから？　キャラがキモいんだけど』

「いいから」

　先を促うながすと、リリィは歯切れ悪く答えた。

『……ほら、旅行中にちょっと話題に出たじゃない？　フィギュア原型師さんと打ち合わせしようって話』

「腐くされユニコーンさんか」

『そうそう。フィギュアもいずれ夜美の特別授業の教材で使う予定だから、早めに話を詰つめときたいのよね。で、ちょっと話を振ふってみたら、向こうも会いたいって言ってきたのよ。夜美はあんたが『ヨミ』だから、あんたにもちゃんと伝えといてって』

「やっぱり、俺が会うわけ？」

『そういう話だったじゃない。夜美はあんたに『ヨミ』でいてほしいのよ』

　まったく、わがままなやつめ。しかし、そんなわがままも可か愛わいいじゃないの。

「わかった！　いつだ？」

　俺が快く返事すると、またしばらく沈ちん黙もくがあった。

『……あんた、本当にヤスよね？』

「他に誰だというんだい？」

『こんなこと言うのは吐はき気けがするけど、あんたってツンデレじゃない。心で思ってることを素す直なおに表に出せないタイプ』

　いや、だから噓うそを吐ついてるんだよ。わかれよ、それくらい。

　こいつ、自分が欺ぎ瞞まんのワッペンを渡したことを忘れてるんじゃねえだろうな？

　あまりにもリリィの察しが悪い気がして、俺は狼狽うろたえた。噓うそを吐ついているという相そう互ご理解がないと、俺が心から夜美を可か愛わいいとか言ってることになっちゃうだろ。

　いや、まさか欺ぎ瞞まん祭のシーズンはすでに終わったのか……？

　いや、ひょっとしたら、俺にそう思わせるのすら、こいつの策略なのか……？

　いや、いや、と様々な考えで疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながらも、俺はひとまず作戦の継けい続ぞくを決意する。

　──押しだ！　とにかく、押しの一手だ！

「つ、ツンデレとは失礼な。俺はいつも自分に正直に生きている」

『そうなの？　だったら教えてほしいんだけど、あんたって夜美とキスした？』

　突とつ如じよわき道から飛び出してきた車に吹き飛ばされた気になった。

「──はあ!?」

『いいとこまでいったんでしょ？』

「夜美がそう言ってたのか!?」

『いや、教えてくれたのはオトギさま』

　あのクソアマ！　ビッチ！　サキュバス！

『そのあと、夜美にも聞いてみたんだけどね。夜美はギリギリでしてないっていうのよ。だけど肝かん心じんなところでむにゃむにゃ言って要領を得ないから、あんたにも聞いてみようと思って』

　してないのか。

　俺はなぜか落ち込み、それを慌あわてて否定しようとして、いや落ち込むので正しいのだ、と自分を律した。思ったよりもややこしいぞ、これ！

「夜美がしてないっていうなら、してないんだろうな」

『何よ、その言い方？』

「……正直、わからねえんだよ。ちょっと触ふれたような気もするし……いや、でも……」

『じゃあもうキスしたってことにしていいんじゃない？　お互たがいやる気はあって、そこまで行ったんだから。あとはもう当たり判定がおかしかっただけっての話』

　当たり判定ってなんだよ。唇くちびるを自機にしたシューティングゲームじゃねえんだぞ。

「いや、やっぱり事実としてのキスが成り立っていない以上、『みなしキス』とかは許されないことだと思うね。現代社会においても、みなし残業制度とかやり玉に挙がることは多いし、見なしは悪！　これが結論だ」

『いやに饒じよう舌ぜつね』

「いいから、要件はそれだけだな？　夜美に伝えてくれ、任務をまっとうするとな」

　リリィの返事を聞かずに、俺は通話を切った。

　沈ちん黙もくした携けい帯たいを放り出し、俺はごろんとベッドに横になった。

「……………………キスしてなかったかあ」
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　翌日、夜美と顔を合わせるのは気まずかった。しかし、俺にはすでに夜美に対たい抗こうするための手段、対夜美三原則がある。

　いつものように一緒に登校するために、待ち合わせ場所の公園に行くと、すでに夜美は待っていた。

　うむ、制服姿の夜美も可か愛わいい。

「おまたせ」と声をかけると、夜美も「おはようございます」と返してくる。

　普ふ段だんからやっているやりとりなのに、何だか新しん鮮せんだった。

　しかし夜美の顔がちょっと赤いのは、彼女の方も昨日リリィからキス未み遂すいの件を聞いて、気にしているせいだろうか。

　恥はずかしそうにしている夜美も、しおらしくて実に可か愛わいらしい。

　すぐに俺たちは学校に向けて歩きだした。

　天気はいい。

　横にいる夜美は可か愛わいい。

　どういうわけか、それだけのことで胸が軽かった。

　すごいぞ、噓うそとはここまで人の心を軽くするのか。

「……そう言えば、リリィから聞きましたよ？　腐くされユニコーンさんの件で、やけに素す直なおにヨミ役を引き受けたとか」

　そのとき、夜美がそんなことを言いだした。

「仕方のないことだからな」

「ほう、どう仕方ないんです？」

「相手の性別がまだ明らかになっていない以上、誰かがやらないといけない役回りなわけだろ？　だったら、一度ヨミ役の経験がある俺がやるのがベストだ」

「そんなこと言って、複製フィギュアが欲ほしいだけでしょう」

　夜美は「わかってるんですからね」と言って、いつものドヤ顔を浮うかべる。

　俺は待ってましたとばかりに、すかさず夜美の手をぎゅっと握にぎりしめた。

　……やらけーな、おい。
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　もちろん本心ではこんなことなどしたくないが、噓うそ偽いつわりこそがいまの真実だ！

「ふえっ……!?」

　案の定、夜美が驚おどろきで固まる。

「俺は夜美の役に立ちたいだけだ。フィギュアなんてどうでもいい」

「え、あ……そ、そうか！　噓うそ！　噓うそですね!?」

　しどろもどろになって言うさまは、まるでいつぞやの俺のようだ。俺は敢あえて沈ちん黙もくし、無言のプレッシャーをもって質問の答えとした。

　こうまで容易たやすく物事を支配できるとは、噓うそとはなんと便利で力に満ちた道具なのか！

　噓うそも方便とはまさにこのこと。天使とやらが、『欺ぎ瞞まん』とかいう大罪神を危険視して封ふう印いんしたのも頷うなずけるというものだ。

「……そっちがその気なら、私だって考えがありますからね」

　夜美はぼそぼそとつぶやく。

「俺たちはいつもいがみ合ってるけど、こうして素す直なおになってみると、どうしてそんなことをしてたんだって気になるなあ。そう思わないか？」

「思います、思います」

　にっこりと頷うなずいて、夜美は繫つないでいる手に、思い切り身体からだを押しつけてくる。

　おのれ、抵てい抗こうする気か！　しかし、ここが戦いの最前線。一歩も引くわけにはいかぬ。

「実は昨日、リリィのやつが夜美の写真を送ってくれたんだよね」

　言いながら、俺は携けい帯たいを取りだして一連の夜美写真集を見せた。

「むわっ……!?」

「あいつには感謝してるよ。おかげで俺の夜美フォルダが潤うるおった」

「リリィときたら、私も盗とう撮さつしていたんですか！　おのれヤスだけじゃなかったとは……」

　ぐぬぬと頰ほおを膨ふくらませる夜美。

　いや、ちょっと待って。その言い方だと、俺も盗とう撮さつされてたわけ？　しかもそれを夜美が知っているってことは、夜美にその写真が渡ったってこと……？

　──あのクソサキュバス、二重スパイとはふてえ野や郎ろうだ！

　……ま、まあいい。俺のターンはまだ終わっちゃいない。

　俺は怒いかりを抑おさえて携けい帯たい画面をスライドさせると、目当ての写真を表示させる。

「これ見てよ、夜美」

「……む？」

「俺はこの毛布にくるまって寝てる夜美の写真が可か愛わいいと思うんだよね。ほら、こないだ俺の部屋でうっかり寝落ちしたときがあったじゃん？」

「あ、ありましたけど……」

「あのときとそっくりだよ。実はあのとき、夜美を起こすまで、俺はしばらくじっと夜美の寝顔を見てたんだ。あんまり可か愛わいかったもんだから」

「わ、わたしの寝顔を……」

　夜美はかあっと顔を赤くして、もじもじする。身体からだを押しつけたままそんなことをするものだから、俺の腕に彼女の柔やわらかさがダイレクトに伝わってきて、幸福感に押しつぶされそうになる。やらけー、うへへー。

「でも、寝顔と言えばヤス」

「何だい？」

「私の読み聞かせでヤスが眠ったあと、無防備なヤスに私が何をやっていたか知ってますか？」

「な、何だと……？」

　こいつ、まさかそんな奥おくの手てを隠かくしていただと!?

「お布ふ団とんの中にこっそりと手とか足を入れて、せっかくヤスが温めたお布ふ団とんのぬくもりを盗ぬすみ取とっていたんですよ！　それすなわちヤスのぬくもりであり、ヤスに抱だき締しめられているも同然ですからね！」

「き、貴様！　そんなことを！」

「むはは！　むはは！」

　勝かち誇ほこり、高笑いする夜美。くそっ、いい気になるなよ！

「──でも抱だき締しめてほしかったら、そう言えばいいのに」

「なあっ!?」

「さあ、おいで」

　俺はじっとりと背中に嫌いやな汗あせをかきながら、身体からだごと夜美の方を向き、自由になる方の腕を開いてみせた。

　俺たちがやっているのは、お互たがいの羞しゆう恥ち心しんを賭かけたチキンレース。どちらかがどこかで下りなければ、ますます事態は悲ひ惨さんな方向へと進むことになる。

　さあ下りろっ！　お前が下りろっ、夜美！

　しかしそんな俺の祈いのりも虚むなしく、夜美は目を伏ふしたまま、俺の腕に飛び込んできた。

「ば、馬ば鹿かな！」

　驚きよう愕がくする俺の胸に顔を押しつけたまま、夜美は消え入りそうな声を出す。

「ほんとに、素す直なおでいるっていいですね……？」

「え？」

「……私がこれからもずっと自分の心に素す直なおになって、生意気なこととか、わがままなこととか、もう言わなかったら……」

　夜美の声はくぐもっていて不ふ明めい瞭りようだったが、俺は一言も聞きき漏もらさなかった。

「……ヤスは私のこと好きになってくれますか？」

　ドキリとする。

　何言ってるんだ、こいつ。

　素す直なおとか素す直なおじゃないとか関係なく、俺はずっとお前のこと好きじゃねえか……。だからこんなにいっつもドキドキして、自分の気持ちを否定して、わけわかんなくなってもがいてるんだろ？

　と、そこまで考えてハッとする。

　──いや、違ちがう！　違ちがわないけど、違ちがう！

　好きっていうのは、つまり、対夜美三原則に則のつとった結果に過ぎないものであるからして！

「お、俺は夜美のこと好きって言ってるじゃん」

　あくまでも俺は欺ぎ瞞まんのワッペンを盾たてにして、そう言った。

　一つ緩かん衝しよう材があるとわかると、少しばかりだが頭が冷静になってくる。

　そうだ、夜美も噓うそを吐ついているにすぎないんだ。夜美の言葉を変に真に受けるのも、今後はナシだな……。

　でもとりあえずいまは、この幸福を享きよう受じゆしよう。噓うそ偽いつわりの幸福を。

　俺はそんなことを考えながら、夜美の身体からだをぎゅっと抱だきしめた。





３






　腐くされユニコーンさんとの打ち合わせ日時は、その週の水曜日の夕方だった。

　先方がいつでもいいと言ってきたらしく、それなら早めにとリリィが決断したらしい。リリィの見立てでは、腐くされユニコーンさんは女性ではないか、ということだった。

　理由は単純に、その人が主戦場としている性せい癖へきの一つである「男×男」を受け入れられる男が、一いつ般ぱん的にはごく少数だから。

　とはいえそんな見立ても予想にすぎず、相手が男性である可能性も考えられる。俺はリリィと様々なシュミレーションを繰くり返かえし、決戦の日に備えた。すべては夜美を守るために。

　何はともあれ、水曜日の放課後、俺は家に帰って制服を着き替がえると、夜美と合流して、待ち合わせ場所である喫きつ茶さ店てんに向かった。

　生来のコミュ力不足がそうさせるのか、あるいは相手が男である可能性を考えてか、道中、夜美はそわそわしていた。

　うむ、そわそわする夜美も可か愛わいい。

「安心してくれ。俺がついてる。俺は夜美を守る騎き士しだ！」

「……わかってます」

「それに、リリィも送り込んでるんだろ？　準備は万ばん全ぜんだ。むしろ、そんなところで打ち合わせをしないといけない相手を同情するぜ」

　待ち合わせ場所の喫きつ茶さ店てんは、さまざまな悪魔の集会所として使われている場所らしい。いわばサキュバスにとっても、そこはホームグラウンド。地の利を活いかして、リリィをスタッフとしてねじ込んでいるので、臨機応変に物事に対応できるということだ。

「別に私たちは戦いに行くわけではないですからね」

　夜美が、勇み足の俺をたしなめるように言った。

「相手が常人とは違ちがう価値観を身につけたフェアリーである可能性を考えて、警けい戒かいレベルを上げとかないといけないんだよ」

　ほどなく、俺たちは喫きつ茶さ店てんの入った雑居ビルに到とう着ちやくした。

　喫きつ茶さ店てんはビルの三階にあるらしく、エレベーターに乗って「３」のボタンを押す。そして扉とびらを閉めようというところで、妙みような格好をした女性が駆け込んできた。

「あ、待ってください！　自分、乗るっす！」

　目ま深ぶかにフードを被かぶり、スカーフで口元を隠かくした女性。見えるのは目元だけ。女性とわかったのは、声が高かったからだ。

　彼女はエレベーターのボタンを見つめると、行き先が同じだったのか、新しく他のボタンを押すことはなかった。

　……まさか、この人が腐くされユニコーンさんってことはないよね？　行き先が同じで、やってきた時間も同じだからそう思ったわけだが、俺はその女性を心持ち警けい戒かいしながら見つめた。

　正直、見た目はすごく怪あやしい。古いタイプの占うらない師しのようで、いまどきこんなファッションで外を出歩いている人を見たことがない。見た目だけなら、十分フェアリーの素質がある。願わくば、この人が腐くされユニコーンさんでないことを祈いのるばかりだ。

　エレベーターが止まる。

　俺は夜美の手を引いて先に出ると、喫きつ茶さ店てんに足を踏ふみ入いれた。

「いらっしゃいませ～」

　と、近寄ってきたのは、ウェイトレスに扮ふんしたリリィ。

　さっと辺りを見回したところ、店内に他の客はいない。となると、まだ腐くされユニコーンさんは来ていないということだ。

　俺はリリィに目配せすると、かねてより練習していたとおりの台詞せりふを口にした。

「えっと、待ち合わせをしてるんですけど」

「あ、ひょっとしてヨミさんっすか？」

　返答は後ろからやってきた。

　うわー、と思いながら振ふり向むくと、案の定、先ほどの怪あやしさ満点の女性が、期待に満ちた目で俺の方を見つめていた。

「……あ、腐くされユニコーンさんですか？」

「そうっす！　うわ、自分感激っす！　生ヨミさんっすか!?　マジっすか、やっべえ！」

　言いながら彼女がぐいと詰つめ寄よってきたので、思わずたじろいでしまう。

「握あく手しゆいいっすか!?　握あく手しゆ！」

「え、ええ、いいですけど……」

　言い終わる前に、目の前の女性は俺の手を握にぎっていた。

　そのとき、逆の腕にちくりと痛みが走った。慌あわてて見ると、夜美がむすっとした顔で俺の二の腕をつまんでいるではないか。

「……嫉しつ妬と？」

「……ばか」

　ぷいとそっぽを向く夜美。

　何だこの可か愛わいい生き物。

「そちらの女性が、ヨミさんの言っていた超ちよう絶ぜつ有能アシスタントにして敏びん腕わんマネージャーかつ恋こい人びとの夜夢さんっすか？」

　俺たちのやり取りを見ていたのか、腐くされユニコーンさんは俺の手を離はなすと、次に夜美に興味を向けた。

　というか夜美のやつ、自分のことをそんな風に紹しよう介かいしていたのか。

　思うところはあったが、ひとまず話に乗ることにする。

「そうなんですよ。俺、彼女がいないと何もできないんで！　失礼かなと思ったんですけど、彼女も同どう伴はんさせてもらいますね」

「いいっすよ、いいっすよ。別に誰かに聞かれて恥はずかしいような、後ろ暗い話をするわけでもないんで」

　怪あやしげな風ふう貌ぼうに似合わず、腐くされユニコーンさんは気さくな人のようだった。

　人を見かけで判断しようとするなんて、やっぱり俺もまだまだだな。などと思っていると、

「……あれ？　でも、お二人ってまだ男女の関係にはないようですね？」

　突とつ然ぜん目の前の女性が変なことを言って、俺はピシリと固まった。

「……え、男女の関係？　どういう意味ですか……？」

「いえ、ですから、肉体関係がないってことっすよ。自分、職業柄がらそういうのわかるんで」

　言いながら、嬉き々きとした様子で彼女はカード状のものを取りだす。

　半ば強ごう引いんに渡されたそれを見ると、「占うらない師し　悠ゆう尼にユニ子」と書いてあった。

「自分、副業で占うらない師しやってるっすよ。特に男女の恋れん愛あい関係の占うらないにおいては、確かな目を持ってるっす」

「占うらない師し、ですか？」

「ええ、お二人はまだ清い関係っすよね？　これ、間ま違ちがいなく当たってると思うので、それで自分の腕うで前まえを察していただければ」

　俺は驚きよう愕がくして、目の前の女性をジロジロと見つめた。

　何者なんだ、この人……？　一いつ瞬しゆんにして、俺と夜美の間にある偽ぎ装そう恋れん愛あい的な関係性を見み抜ぬくとは……。はっきり言って、俺はこれまで占うらないなんて眉まゆ唾つばなものを信じていなかった。だが、いま目の前にいる自じ称しよう占うらない師しの腕うで前まえはどうだ。

「関係が清いままでいるなら、まだ手遅れではないっすね。ぜひとも、お二人には生しよう涯がいの純潔を貫つらぬいてほしいっす」

　困こん惑わくする俺に構わず、腐くされユニコーンさんは続ける。

「……純潔、とは？」

「つまり、異性とセックスしないってことっすよ。お二人は別れた方がいいっす」

「せっ……!?」

　マジでさっきから何言ってんだ、この人！　肉体関係とか、セッ……とか、初対面の人間に向かっていう言葉じゃねえだろ！　たったいま彼女は、「別に誰かに聞かれて恥はずかしいような、後ろ暗い話をするわけでもない」とか言っていたはずだが、その辺の感覚がおかしいのか。

「ヘテロの結びつきは、世の中に害しかもたらさないっすよ。ホモこそ至高！　わかります、言ってること？」

「ちょっとよくわかりませんね……」

「ヨミさんも最近は、よく女の子同士が絡からんでるイラストを描かかれるじゃないですか！　あれいいっすよ！」

　それは単に、俺が夜美にそういうお願いをして描かいてもらうことが多いからだ。

「その反面、男×女の構図は描かかないでしょ？　ヘテロ排はい除じよ志向じゃないっすか！」

　それは単に、夜美が恥はずかしくて男を描かこうとしないからだ。

「自分、勝手ながらヨミさんは自分の同志と思ってたっすよ！　もちろん、自分みたいな悪あく食じきじゃないっすけど！」

「……あの、とりあえず席につかれてはどうでしょうか？」

　そのとき、困こん惑わく顔のリリィが、独走状態だった腐くされユニコーンさんの話の腰こしを折った。

「ああ、申し訳ないっす……って、うわ！」

「どうかしました？」

　大声を出して後ずさった腐くされユニコーンさんを、リリィは不思議そうに見つめた。

　腐くされユニコーンさんは、唯ゆい一いつあらわになっている目元を真っ赤にして、きょろきょろと視線を動かしている。

「は、はは……いや、何でもないっす……ウェイトレスさんがあんまり美人さんだったんで、びっくりしちゃって……」

「席にご案内しますね」

　ウェイトレス姿のリリィがくるりと踵きびすを返かえすと、腐くされユニコーンさんはその後ろ姿を、うっとりと見つめていた。

　うすうす感じていたことだったが、いまとなっては断言できる。

　……この人、フェアリーだ。
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　席に着き、リリィが俺たちの注文を通すために厨ちゆう房ぼうに消えると、腐くされユニコーンさんは前かがみになってひそひそ声で囁ささやいた。

「……あのウェイトレスさん、めっちゃ可か愛わいくないっすか？」

　思春期男子みたいなこと言ってるなあ、この人。

「そうですかね」

「自分基本的にはロリコンなんすけど、上もいけないことはないっす。あの人、ムンムンっすよ。で、自分、ビンビンっすよ」

「俺は夜美……いや、夜よ夢むの方が可か愛わいいと思いますけど」

　偽ぎ名めいでそう言いなおすと、当の夜美は顔を真っ赤にしてもじもじする。

「はあ、妬やけるっすねえ。でもさっきも言ったように、お二人は別れた方がいいっすよ。いまならまだ間に合うっすから」

　なんで赤の他人から別れろとか言われないといけないんだ。俺たちはラブラブのカップルだぞ！　……少なくとも、いまの期間だけは。

　むっとした俺は、敢あえて突つき放はなすような声で言った。

「でも、俺は彼女のことが好きなんで」

「わ、私も彼のこと好きですから」

　負けじと夜美が言って、不覚にもドキリとさせられた。正直、夜美が初対面の相手がいる場で、言葉を発すると思っていなかったところもある。

「あー、無理無理。惚ほれた腫はれたの感情なんて、絶対、長続きしないっす」

　腐くされユニコーンさんは、うんざりしたように言った。

「長続きしないとか、そんなこと勝手に決めつけないでくださいよ」

「自分もね、本当はこんなこと言いたくないっすよ。人間が本当の意味で純潔を守ることができるなら、いくらでも絡からんだらいいっす。純潔ってのは、たった一人の人間に操みさおを立てて、一生その人と添そい遂とげるっていう意味っすよ。でも、巷ちまたはやれ浮うわ気きだの不ふ倫りんだの、嫌いやというほど不実で満みち溢あふれてるじゃないっすか。客観的に見て純潔を守ることが不可能だから、自分はこうやって忠告してるわけっす」

「で、でも私のお母さんとお父さんはずっとラブラブですよ！　はたから見てて、嫌いやになりそうなくらい！」

「彼女さん、自分は一いつ般ぱん論をしているまででね」

　と、訳知り顔で夜美をいさめようとする腐くされユニコーンさん。

「特とく殊しゆな例は、そりゃあるっすよ。でも、ちょっとした例外を混ぜたところで、普ふ遍へん的な人間の精神性は変わらないっす。一滴の原液を加えたところで、そこにあるカルピスの味が変わらないようにね」

　急に所帯じみたたとえ使ってくるね……？　ともあれ、

「同性愛なら、純潔は守られるんですかね？」

　そう訊きいたのは俺だ。

「どういうことっすか？」

「さっきから純潔、純潔って言ってますけど、腐くされユニコーンさんは同性愛の方はリアルでも創作上でも好きで、認めてるわけですよね？　でも、異性愛であれ同性愛であれ、結局、人間が移り気だっていうのは変わらないんじゃないですか」

「考え方の順序がちょっと違ちがうっすね。男と女の間でだけ、『純潔』って概がい念ねんは出てくるんすよ。これはテーゼってやつっす。そこを変えられないものだから、あの手この手でガス抜ぬきの方法が必要になるっす。それが同性愛。自分らが同性愛を認めるってのは、要するに逃にげっすよ。純潔を守るためには、異性恋れん愛あいを否定して、その代だい替たい案を用意するしかないって」

「そういう信念を持って、オタクをやってるってことですか？」

「……まあ、そういうことになるっすかね」

「何のために？」

「オタクとしてなら、ＮＴＲものを根絶やしにするためっすよ」

　腐くされユニコーンさんは、違い和わ感かんのある言い方をした。しかしいまの彼女から発せられる圧あつ倒とう的てきなプレッシャーの前では、その違い和わ感かんを考える余よ裕ゆうがなかった。

「ヨミさんはＮＴＲものの同人誌、読んだことあるっすか？」

「い、一応……」

「嫌いやな気持ちになったでしょ？　自分、こんなおぞましいものがこの世に存在していいのかって、吐はき気けを覚えたっすよ！　人間とは、なんて業ごうの深い生き物なんだって……だから自分は、クリエイターさんと会うときには特に純潔の必要性を説いて回ってるっす。純潔を妨さまたげる要素を排はい除じよして回ってるっす。才能あるクリエイターさんが、歪ゆがんだ性せい癖へきを身につけないようにするために」

「俺もＮＴＲものは嫌きらいですよ」

「そうっしょおお!?　流石さすがはヨミさん！」

「浮うわ気きも不ふ倫りんも信じられません。俺は彼女のことが好きですから」

　嬉うれしそうにしていた腐くされユニコーンさんが、いきなり意気消しよう沈ちんする。俺がさもわからず屋だとばかりに、うんざりした目をしていた。

「……だから、それはいまだけっすよ」

「俺と彼女は、腐くされユニコーンさんの言う『例外』ですから」

「一生彼女さんを愛せると？」

「はい」

　半ばムキになって、俺はそう答えた。

「彼女さんも？　一生ヨミさんを愛せますか？」

「も、もちろんです……」

　夜美は消え入りそうな声で言った。

「はあ……ま、それならいいっすけどね。一番嫌いやなのは、ヨミさんが今後ＮＴＲものとか描かき始めることっす」

「それだけはないので安心してください」

　話が一区切りしたところで、注文した飲み物をリリィが持ってきた。狙ねらったようなタイミングだと思ったが、リリィのことだから本当に空気を変えられるタイミングを狙ねらったのかもしれない。

　腐くされユニコーンさんは飲み物に少し口をつけると、すぐに「ちょいとお手洗いに」と言って席を立ち、俺と夜美の二人がテーブルに残された。

「……困ったな、フェアリーだぞ」

　言いながらちらりと夜美を見ると、彼女はまだ顔を赤くしたまま目を伏ふせていた。

「そ、そのようですね……」

「今回の話、なかったことにするか？」

「どうしてです？」

「だって、腹立つだろ。いきなり別れろとか──」

　と、そこまで言って、俺はすっかり夜美の恋こい人びとになり切っていたことに気づいて、大きく狼狽うろたえた。

「──ほ、ほら俺たちっていま恋こい人びと同士じゃん!?　え、言ってること間ま違ちがってないよな!?」

　暗に、いまの関係が複雑な状況下で成り立っているにすぎないと強調する。

「わかってます。何をそんなに慌あわててるんですか？」

「べ、別に慌あわててないけどさ……」

　わかってるならいいんだよ。

「何にしても、一時的な感情で決めるのはよくないと思います。私はやっぱり、腐くされユニコーンさんにイラストの立体化をお任せしたいですね」

「ええ、でも変人だぞ……？」

「むしろ、変人だからいいんです。その功績は大きい……とてつもなく……」

　そう言って、夜美はまたほんのり頰ほおを染めてもじもじする。それから、ぼそぼそと聞き取りづらい声で、

「雨降って地固まると言いますし……？　これくらいの外圧があった方が、私たちにとってはいいかもしれません……」

「？　まあ、夜美がそうしたいって言うならいいけどさ」

　そのとき、リリィがどこか緊きん張ちよう感を漂ただよわせてやってきた。

「……その件についてだけど、夜美。ちょっといい？」

「何です？」

「彼女、ちょっと妙みようだわ。感じない？」

「ちょっとどころか、妙みようなとこだらけだろ。何言ってんだ」

　思わず口を挟はさんだ俺を、リリィはジロリと睥へい睨げいした。

「そういう表面的なことを言ってるんじゃないのよ。これは、私と夜美にしかわからない話だから」

「私は何も感じませんでしたけど？　え、どうしたんですか？」

　きょとんと目を瞬しばたたかせる夜美。

　それを見て、リリィは困こん惑わく顔を浮うかべて髪をクルクルと弄いじる。

「……感じないのね。う～ん、私の思おもい違ちがいならいいんだけど」

「何だよ、気になるじゃねえか。いま判明したものだけ見ても、相当ヤバい人なんだぞ。これ以上変な属性がつけ加わるとか、わりと勘かん弁べんしてほしいんだけど」

「ごめん、忘れて。変に意識されても、やりづらくなるし。私の方で色々調べてみるわ」

「そう言えば、あの人お前のこと可か愛わいいって言ってたけど」

「聞いてたわよ。でも、相あい容いれないことだけは確かね」

「なんで？」




　──だって私、ＮＴＲもの好きだし──




　キメ顔でそう言って、リリィは踵きびすを返かえす。

　よくよく考えれば、この変態サキュバスは、意中の相手である夜美を俺に「モノにしろ」などとのたまうようなやつだ。要するに、純潔とは程ほど遠とおいところにいる存在なのである。

　トイレから出てきた腐くされユニコーンさんは、厨ちゆう房ぼうへ向かうリリィとすれ違ちがい、あたふたしながらテーブルに戻もどってきた。

「いきなり席外しちゃって申し訳ないっす。ははは、憧あこがれのヨミさんに会えて、自分ちょっと舞まい上あがっちゃってるみたいっすねえ」

「俺も腐くされユニコーンさんにお会いできて光栄ですよ」

　夜美がこの人に任せると言う以上、俺にできるのは円えん滑かつにこの打ち合わせを進めるということだけ。俺はかねてより用意していたとおり、「しろみん」さんデザインのラノベキャラを立体化した腐くされユニコーンさんの腕うで前まえに惚ほれ惚ぼれした、という点から話を広げていった。
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「あのキャラは、やっぱデザインがよかったっすねえ。最近の仕事の中じゃ、一番やりがいがあったと思うっす」

「しろみんさんご本人も、腐くされユニコーンさんのことすごいって褒ほめてましたよ」

　正確には、しろみんさんの中の人の一人であるアキラが言っていたことだが、まあそんなところまで言う必要はないだろう。

「しろみんさんとお知り合いなんすか？」

「まあ、ほどほどには」

「すごいっすね！　男性の方？」

　咄とつ嗟さに俺は首をひねった。たまにわからなくなるけど、アキラは男でいいんだよな？

　俺の中ちゆう途と半はん端ぱな反応を肯こう定ていと取ったのか、腐くされユニコーンさんは嬉き々きとしてまくし立ててくる。

「なるほど、なるほど！　いや、あの絵は男性だと思ってましたとも！　自分くらいのオタクになると、線を見ただけで何となくわかるっすもん！　ああ、トップクリエイター同士、やっぱり意見を交こう換かんしたりするんすか!?　ときには見解の相そう違いでぶつかり合い、ののしり合い、しかしいつの日かお互たがいにとってお互たがいがなくてはならない存在になっている……こりゃあいいぜ！」

「いや、あの」

「ああ、すみません。自分、うるさかったっすね」

　自覚はあるのか。しかし、ある意味では、そっちの方が性た質ち悪い気もする。

「他意はないんすよ～。でも、男同士の友情っていいっすよね」

「はあ……」

「実は自分、今日実際にお会いするまで、ヨミさんは女性だと思ってたんすよね」

　突とつ然ぜん、腐くされユニコーンさんがそんなことを言いだし、俺はまたドキリとした。

「え？　ど、どうしてです？」

「そりゃ、勘かんっすよ。やっぱり、線が女性的じゃないっすか」

「線って」

　線よりむしろ、色しき彩さいの方が性別差って出やすいと思うんだけどな。脳科学的に見ても、そうらしいし。

「そう言えば、ヨミさんってペンタブはどんなやつ使ってるっすか？」

「……え？」

「板タブ？　それとも液タブ？」

　俺は絵を描かかないが、その二つの違ちがいくらいはわかっている。

　板タブとは、専用のパネル上でペン型のデバイスを操あやつることで、絵を描かくことができる機器のこと。作業は主にパソコンを見ながら手元のパネル上でペンを動かすため、目と手が直接的に連動してしておらず、慣れるまで時間がかかる場合が多い。

　一方の液タブとは、その板タブがそのまま液えき晶しようモニターになっている機器のこと。その液えき晶しようモニターを見ながら、そこにペンで描き込みを行えるため、直感的に絵を描かくことができる。

　使う人によって好みは当然あるようだが、基本的に液タブの方が板タブよりも上位と見なされることが多い。……値段も高い。

　夜美は俺の家に来たときなど、気軽に絵を描かくときは適当な汎はん用ようタブレットに簡易描びよう画がアプリを入れて使うが、本気で絵を描かくときはイラスト専用の液タブを使っている。

「……液タブですねえ」

「あー、やっぱ液タブの方がいいっすか？　自分、こないだ板タブ買ったんすけど、やっぱりしっくりこないんすよね」

「腐くされユニコーンさんもイラスト描かくんですか？」

「いえ、自分は絵心さっぱりなんで」

「じゃあどうして？」

「最近、３Ｄモデルを描びよう画ができるソフトとか、すっげえ進化してるんすよ。原型師の中には、そういうソフトを使って、パソコン内で３Ｄモデル作ってる人もいて。その操作に、ペンタブを使うっすよ」

　そう言って、腐くされユニコーンさんは目を輝かがやかせる。好こう奇き心がうずいてたまらない、という様子だった。

「パソコン内で作った３Ｄモデルっていうと、Ｖチューバー的なあれですか？」

「そういう風にも、もちろん使えると思うっす。でも自分ら原型師の現実的な使い方は、それを３Ｄプリンターで造形するって感じっすかね」

「へえ……すごい時代ですね」

「いや、ほんとそのとおりっすよ。自分も、普ふ段だんは粘ねん土どをこねるっていうアナログなやり方でやらせてもらってるんすけどね。こないだ、知り合いに３Ｄプリンターでデータのモデルが造形されてるのを見せられて、こりゃ乗り遅れちゃいかん！　って思って、色々勉強してるところっす」

　人格面はちょっとアレだけれども、仕事に関しては真面目な人らしい。

　それから腐くされユニコーンさんは、次から次へとフィギュア界かい隈わいに関する蘊うん蓄ちくを語った。

　いまの俺は、先ほどまでのように、彼女を斜しやに構えて見るような気にならなかった。

　むしろ、ちょっと羨うらやましいとさえ思った。

　クリエイティブなことに関しては、到とう達たつ点がない。

　どんどん新しい技術が出てくるし、好みの流は行やり廃すたりもそうだ。十年前に人気だったという絵師さんのイラストを見ても、いまの俺たちには響ひびかないことがある。

　いつまでもトップクリエイターでいるためには、ときには自分のやり方やスタイルを捨てる必要もあるだろう。必死になって、上を目指し続けるわけだ。

　しかしそれは、逆に言えば、向上心がある限りずっと夢中でいられる、ということでもある……俺がクリエイターさんを尊敬しているのは、そうやって夢中でいる人をかっこいいと思っているからだ。

「──ってな感じで、フィギュアもいまはなかなか難しいっすよ。けど、それだけやりがいもあるってことっすけどね」

「……なんか、いいですね。そういうの」

　俺は、思わずぽつりとつぶやいていた。

「あ、ちょっとかっこつけちゃったっすね？　いや恥はずかしいっす！　自分、原型師を代表して～みたいな言い方しちゃいましたけど、ほんと気分屋のサボリ魔まなんで。ヨミさんみたいに、毎日何枚もすごいクオリティのイラストを仕上げてる人に褒ほめられるようなことはないっすよ」

　そう言われて、俺は急に情けさでいっぱいになった。同時に、腐くされユニコーンさんに対する申し訳なさも膨ふくれ上あがってくる。俺は何者でもなく、ただこうやってヨミを演じているだけの卑ひ小しようなオタクなのに。

「いやっすねえ。本当は、ヨミさんに色々お話を聞きたいと思って来たっすよ。でも、自分のことばっかり話してちゃ世話ないっす」

「そ、そんなことないですよ。面おも白しろいです……」

　情けないことに、すでに目の前の女性との力量差を感じてしまっているせいか、覇は気きのある声を出せなかった。

「それに俺、商業の仕事してませんし……業界話とかはできないですから……」

「あ、それ気になってたっすよ。どうして、ヨミさんって商業の仕事受けないっすか？」

　ネットにアップするだけで目的を果たせるからだ。夜美のイラストは、多くの男から欲望を集める搾さく欲よく手段として描かかれている。とはいえ、そんなことを正直に話せるわけもない。

「描かきたい絵を描かけなくなるじゃないですか」

「ひゅー、流石さすがはヨミさん！　かっこいいっす！」

　褒ほめられれば褒ほめられるほど、自己嫌けん悪おで精神をやられそうになる。

　俺はここに、後ろめたくなるために来たわけではない。夜美のイラストのフィギュア化について、お願いにきたのである。

「たとえば、この絵ですよ」

　と、ちょっと強ごう引いんなやり方で、俺はそうやって話を本筋に戻もどした。

　俺がスマホに表示して見せたのは、特別授業で使われた教材だった。俺が見た夢を、夜美がそのままイラスト化してくれた例のブツである。

「どうですか、これ？」

「おお、最高っすね！　こーんなに、たわわに実っちゃってえ！」

　身を乗りだしながら、スカーフの奥おくで「ぐふふ」と笑う腐くされユニコーンさん。まあ、気持ちはよくわかる。

「これは俺の理想をイラストとして具現化してるんですよ。実は天てん啓けいのように、ある日彼女の夢を見ましてね」

「なるほど、確かにこのイラストの子、彼女さんに似てるっすね」

「商業では、こんなイラストを描かけないじゃないですか。むしろ、描かいてほしいって言われてもお断りですよ。彼女がモデルなんですから」

「確かに、このキャラはネットに上がってないっすね。ひょっとして、ヨミさん……ファンに隠かくしてるイラストがたくさんあるっすか？」

「そりゃありますよ」

　事実、夜美がモデルになったこのキャラ『夜夢ちゃん』のイラストを普ふ段だん見ることができるのは、俺だけだ。

「なんてこったい！　ヨミさんのイラストには、独どく占せん禁止法を適用すべきっすよ！」

　その気持ちも、よくわかる。俺だって、夜美がイラストを隠かくしているとか言ったら、同じ反応をしていると思うし。

「本題に入ります。腐くされユニコーンさんにフィギュア化してもらいたいのは、このイラストなんです。俺の夢……俺の理想……えっちの化け身しん、つまりアバターオブリビドーを、この世に生みだしたくてたまらないんですよ」

「その意気やよし！　自分、ヨミさんのために頑がん張ばるっすよ！」

　うおーと叫さけびながら、立ち上がる腐くされユニコーンさん。

「引き受けてもらえますか？」

「もちろんっす！」

　俺たちはどちらからと言わず、ガッチリと握あく手しゆを交かわした。ふと逆の二の腕が気になって夜美の方を見てみると、彼女は赤くなってうつむいていて、それどころではないようだった。

　打ち合わせが終わり、腐くされユニコーンさんが「一緒に仕事ができるだけで嬉うれしい」とかいうすごく崇すう高こうな理由で、かねてよりリリィが提示していたという報ほう酬しゆうよりも遥はるかに低い価格で依い頼らいを受けてくれたこともあって、この席は俺たちが持つことになった。

　レジでリリィに対応してもらっていると、何とか彼女とお近づきになるきっかけを摑つかみたいのか、腐くされユニコーンさんが背後からそっと忍しのび寄よってくる。

「……ウェイトレスさん、この人めっちゃすごい人っすよ。サインとかもらって、お店に飾かざったらどうっすか？」

「あら、そうなんですか？」

　素知らぬ様子で、にっこり微ほほ笑えむリリィ。

　俺は気まずくなって口ごもった。

「……いや、ネットのことをリアルに持ち込むのはやめましょうよ。芸能人とかじゃないんですから」

「日本で、一番すごい萌もえ絵師さんだって言っても過言じゃないっすから！　そう言えば、サインもらってなかったっすね！　サインください！」

　急にハッとなって、腐くされユニコーンさんは背負っていたリュックを下ろした。ヨミのサインをもらうつもりだったらしく、きちんと色紙とペンを持ってきていた。

「二枚あるっすから、一枚は自分がもらって、一枚はこの店に進しん呈ていすることにするっす！　ウェイトレスさん、まあこれは自分からのプレゼントだと思ってください！」

「ありがとうございます」

　恩着せがましい言い方をされても、相も変わらず微ほほ笑えみを崩くずさないリリィ。

　あとで俺が馬ば鹿かにされるんだろうけどな。

　俺はちらりと夜美を見てから、こういうこともあろうかと、リリィに練習させられていたヨミのサインをさらさらと色紙に描かいた。

　正直、夜美本人ですら「完かん璧ぺきですね！」と言わしめたサインなので、自信がある。

　……しかし、それを受け取った腐くされユニコーンさんは、胡う乱ろんげに眉まゆをしかめた。

「……あれ？」

「どうかしました？」

「なんか、ネットでよく見るやつと違ちがうっすね」

　ドキリと心臓が跳はねるのを感じた。

　多分、そうなったのは俺だけではなかっただろう。笑え顔がおのポーカーフェイスを崩くずさなかったが、リリィも内心では相当焦あせっているはずだ。

　腐くされユニコーンさんは先ほど、絵の線で性別がわかると言っていたが、まさか俺のいま描かいたサインの線が、普ふ段だん夜美の描かくイラストの線と違ちがっていることに感づいたのだろうか……？

「……いや、気のせいっすね。あはは、自分、やっぱり浮うかれてるみたいっすね～」

　腐くされユニコーンさんは声を上げて笑ったが、あらわになった彼女の目元は、笑っているように見えなかった。

　外で彼女と別れてから、区画を一周してまた喫きつ茶さ店てんに戻もどると、リリィが警けい戒かい心に満ちた顔で立っていた。

「……やっぱり彼女、普ふ通つうじゃないみたいね」

「な、何だよそれ」

　ちょっと怖こわくなって訊たずねたものの、リリィはその問いに何も答えず、奥おくのスタッフルームへと引っ込んでしまった。
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　喫きつ茶さ店てんからの帰り道、すでに辺りは暗くなっていた。

「き、今日のヤス、とってもよかったですよ……？」

　二人並んで歩いていると、突とつ然ぜん夜美がそんなことを言いだした。

「よかったって？」

「すっかりヨミって感じでした。それに、すごく頼たよりがいがありましたし」

「でも最後、俺のせいで気づかれたかも」

「大丈夫ですよ。いつも同じペンで書いてるわけじゃありませんし、線の違い和わ感かんくらいで偽にせ物ものだって確信を持てっこないです」

「だといいけど」

　夜美は繫つないだ手を、ぎゅっと握にぎってくる。

「ね、ヤス……？」

「うん？」

「欺ぎ瞞まんさまのワッペン、一緒に捨てませんか……？」

　夜美の中で、どういう考えがあったのかわからない。ただ、俺にとってその提案はあまりにも突とつ飛ぴな気がして驚おどろいた。

「え……な、なんで？」

「私、いまみたいにずっとヤスと仲良くしていたいです。これが全部噓うそで、この期間が終わったらなかったことになるなんてイヤなんです……」

　夜美は、上着の胸むな元もとでそれとなく自己主張するワッペンを、ペリッとはがした。

「これなしでも、いまみたいにするのってダメですか？　私、いっつもヤスに迷めい惑わくかけてること、ちゃんとわかってます。わかってるけど、素す直なおになれないんです。でも、いまみたいにしようねって約束できたら、これからは素す直なおになれる気がします」

「す、素す直なおったって」

「ヤスはこの期間、噓うそを吐ついてたんですか？」

　そう問われて、俺は夜美の手にあるワッペンをじっと見つめた。

　噓うそを吐ついていたか？　そりゃ当たり前だろ？

　夜美のことを可か愛わいいと思っちゃいけないっていう気持ちに噓うそを吐ついて、可か愛わいいって思ってたんだ。おかげで、意地を張るくらいなら、認めた方が楽だってことにも気づけた。

　……だけど噓うそを吐つく前は、なんで意地を張る必要があったんだろう？　それってつまり、俺が夜美のことを、本心では可か愛わいいと思ってたから……？

　頭の中がぐちゃぐちゃだった。

　何が本当のことで、何が噓うそなのか、さっぱりわからなくなっている。人を疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせるのが欺ぎ瞞まんの大罪神だったのなら、確かに天使たちがその封ふう印いんに必死になるのもわかる。恐おそろしい力だ。それも、とてつもなく……。

「そうやって質問されて、俺が本当のことを言うと思うかよ？　第一、いまのお前だって、噓うそを吐ついてるかもしれないんだから」

　すると、夜美はショックを受けたような顔で固まった。その表情が、また俺を自己嫌けん悪おに陥おちいらせた。

　どうしてこんなことを言ってしまうんだろう？　……いや、その質問への答えは、わかりきっている。

　俺はきっと、夜美の前で強がっていないと、彼女との差で押しつぶされそうになるのだ。

　旅行中にも感じた、どんどんと周りから認められていく夜美と、何の取とり柄えもない自分との差。

　それは結局、先ほどの打ち合わせ中に感じていた、才能ある人々に対する僻ひがみのような感情にも通じているのだと思う。

　俺には何もない。以前、夜美が俺に認められたいという言葉を口にしたとき、俺は正直信じられない気持ちでいっぱいになった。そのために彼女が噓うそを吐ついていたということについても。

　それでは、まるっきりあべこべだと思ったのだ。噓うそを吐つかないといけなくて、ずっと噓うそを吐ついていたのは、夜美ではなく俺の方なのに。

「噓うそを吐ついてたかって？　当たり前だろ。さっきだってそうさ。俺がヨミだって？　腐くされユニコーンさんにも、本当に悪いことしたよな。まるで長年憧あこがれてきたヒーローみたいに褒ほめてたもんな、こんな何の取とり柄えもないただのオタクをさ」

「な、何の取とり柄えもないとか言わないでください……ヤスは私を──」

「持たざる者の苦労なんて、お前にわかるわけねえよ」

　どうしていいかわからず、俺は夜美の手を振ふりほどいた。

　なんでいまこんなことを言っているのかわからない。しかしいまの俺は、堰せきを切ったように心の奥おく底そこから溢あふれてくる思いを、自制することができなかった。

「グリムのやつが言ってたろ？　俺の売りってなんだって。友だち目に見ても、夜美は可か愛わいい。俺じゃ釣つり合あわないって。実際、そのとおりだと思うよ。客観的に見れば、俺はお前に文句言えるような人間じゃないんだ」

「グリムはヤスのこと、何にもわかってません……」

「お前にだってわからないよ。何なら、俺を理解するために『ヤス』役をやってみるか？」

　我ながら、嫌いやらしい皮肉だと思った。

「いや、やる必要もねえ。逆に言えば、それが俺なんだ。誰かに必要とされて、代役が必要になるような『ヨミ』とは、何もかも違ちがう」

「ご、ごめんなさい……」

「何が？」

　いや、夜美が謝あやまる必要なんてない。いま責められるべきは、拗すねて馬ば鹿かなことを言い続けている俺だ。

「ヨミ役を無理やりやらせちゃったこと……ヤスがそんな気持ちでいるなんて、私知らなかったから……」

「そうだな、せめてリリィにでもやらせてやったらよかったのに。あいつなら何でもそつなくこなすし、夜美の役に立てるなら喜んで協力しただろ。こんな俺には、荷が重いよ」

　夜美は押し黙だまり、うつむいた。

　その目が潤うるんでいるのを見て、俺は胸を強く締しめつけられた。そして、そんな苦しみを感じる自分が嫌いやになった。

　正直になれたらいいのに。正直になれるくらい、俺と夜美の差が縮まればいいのに。




「……俺はきっとお前のこと、好きなんだと思う」




　気づいたとき、俺はそんなことを口走っていた。

「……え？」

「だからこそ、いっつも怖こわくなるんだ。二次元イラストが好きだってのも、もともとリアルの女の子がトラウマになって、それから逃にげようとしてただけだしな。要は、防衛本能ってやつなんだろう。俺は傷つくのが怖こわい臆おく病びよう者ものだ。わかるだろ？　俺とお前じゃ、大きな差がある。いつかお前がそれに気づいたとき、きっと俺なんて歯し牙がにもかけなくなる。それが怖こわくて、強がってるってわけだ」

　自じ嘲ちよう気味に笑って続ける。

「会う前から、お前はみんなから尊敬される神絵師だった。会ってからは、そことは違ちがう世界でも、周りからどんどん認められるようになっていった。ほんとにすごいよ」

　色欲さまに気に入られて、自分よりも遥はるかに地位のあるサキュバスに認められて、名めい誉よな勲くん章しようをもらって、管理する場所だって与あたえられた。

「……俺とは、何もかもが違ちがう」

「そんなこと……」

「何よりも、お前は可か愛わいい。それを認めるのが苦しくて、嫌いやになっちまうほど。噓うそを吐ついてるかって？　当たり前だろ？　俺みたいなやつは、噓うそを吐ついてないとお前の横なんて歩けるわけないんだ」

　そう言って、俺はまた夜美の手を握にぎった。

　しかしその柔やわらかい感かん触しよくは、いつものような幸福な気持ちを運んでこなかった。

　俺は自己嫌けん悪おに陥おちいったまま、夜美の手を引いて夜の街を歩いた。

　もう夜美は何も言わなかった。

　俺は投げやり半分、昂たかぶり半分といった気持ちのまま、先ほど夜美が口にした言葉の意味を考えていた。

　彼女は先ほど、お互たがい素す直なおになろうと言った。素す直なおになって、これからはいがみ合わずにいよう、と。

　だが、そんなことはできない。

　結局、最近の俺たちの間にあった親密さだって、「噓うそを吐ついていい」という欺ぎ瞞まん祭の後うしろ盾だてに守られていただけにすぎないのだから。

　リリィの家に着くと、俺は自分のポケットから欺ぎ瞞まんのワッペンを取りだして、夜美の手にむりやり握にぎらせた。

「こ、これ、どういうことですか……？」

「夜美が一緒に捨てようって言ったんじゃん。俺にはもう必要ないから、勝手に捨ててくれ。で、改めていままでのことは『なかったこと』にしようぜ」

[image: ]

　すると、見る見るうちに夜美の目に涙なみだがたまり、すうっと頰ほおへとこぼれ落ちた。

「……噓うそですよね？」

「もちろん、噓うそだ。全部、全部、俺は噓うそっぱちさ。俺には欺ぎ瞞まん祭も、そんなワッペンの力も必要ない。これまでずっと噓うそを吐ついてきたんだから、何の後うしろ盾だてがなくても噓うそくらい吐つける」

　夜美の泣き顔を見ていられず、俺は逃にげるようにしてその場を後にした。







[image: 第四章　純潔の天使]
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　リリィの家の敷しき地ちを出て少し行くと、歩道の中央に立ちすくむ人に進行方向を防がれて、俺はひやっとなった。

　ただでさえ周りは暗くなっていて、視界は悪い。相手がフードとマスクのようなもので顔を隠かくしているのがわかったとき、たまにテレビで目にする通とおり魔まのニュースがさっと頭に浮うかんで、背中に嫌いやな汗あせをかく。

「……すみません、ちょっといいっすか？」

　そのとき、その謎なぞの人物が言葉を発した。

　聞いたことのある声。というよりも、先ほどずっと聞いていた声である。

「……腐くされユニコーンさん？」

　言いながら、俺はまじまじとその人を見つめた。

　すっぽりと頭を覆おおったフード。そして、マスクのように見えたのはスカーフだったらしい。

　謎なぞの人物は、先ほどまで喫きつ茶さ店てんで打ち合わせをしていた原型師の彼女だった。

「え、ど、どうしてここに……？」

「お二人をつけてきたっすよ。気になることがあったんで」

　悪びれる様子もなくそんなことを言う。

　いや、つけてきたって、それ要するにストーカーじゃねえか……。

「こういうことされるのは迷めい惑わくなので、やめてもらいたいんですけど」

「悪いとは思ったんすけどね。ま、お互たがいさまかなって」

「お互たがいさま？」

「お兄さん、ヨミさんじゃないっすよね？」

　ギクリとする。そんな俺を見て、腐くされユニコーンさんは目を細めた。

「いけないっすね、噓うそは。噓うそ吐つきは泥どろ棒ぼうの始まりっすよ。文字どおり、お兄さんはヨミさんの功績を泥どろ棒ぼうしてるっす」

「……事情があったんですよ」

「場所変えて話さないっすか？　自分、お兄さんにも興味あるんで」

　断ろうと思ったが、すぐに思い直した。

　この人には、たったいま夜よ美みの住まいを知られてしまった。

　平然とストーキングするような人だ。自分の要求が通らなければ、腹いせに夜美に変なことをしないとも限らない。

「……いいですよ」

「途と中ちゆう公園あったんで、そこで話しましょうか」

　そう言うと、腐くされユニコーンさんはくるりと踵きびすを返かえす。俺は警けい戒かいしながら彼女の後をついていった。

「……で、お兄さんはヨミさんの何なんすか？」

　公園に着くと、腐くされユニコーンさんは開口一番にそう言った。

「……もうバレてるみたいだから白状しますけど、替かえ玉だまですよ」

「なんでそんなことしたっすか？　隣となりにいた彼女さんがヨミさんなんすよね？　いや、彼女っていうのも違ちがうか」

　またドキリとした。どうして、夜美のことを「ヨミ」だと気づけたのだろう？　何か打ち合わせのときに、ボロを出してしまったのだろうか。

　しかし、これがカマかけかもしれないと思った俺は、じっと黙だまっていた。

「あ、自分、お二人の会話を聞いてたので、ある程度の状況は把は握あくしてるっす。黙だまってても無む駄だっすよ」

「……聞いてた？」

「自分、普通の人よりは、耳いい方なんで。あっちの女の子がヨミさん。で、お兄さんはその替かえ玉だま。実は二人は恋こい人びとでもない。純潔を誓ちかい合うどころか、つき合ってさえいない。自分結構、驚おどろいたっすよ」

　ということは、先ほど感情的になって発していた俺の恥はずかしい言葉を、この人には全部聞かれていたということか。

　気まずくなって、俺は思わずさっと目を逸そらした。

「あいつ……夜美は、ちょっと人づき合いが苦手なところがあって。今日みたいに誰かと会うときは、俺が代役を引き受けるときが多いんです」

「ネットで連絡を取り合ってるときは、ノリノリでしたけどね」

「そのころから、あいつは俺に代役を任せる気でいたんですよ。無茶ぶりしようとしてたんだと思います」

「へえ、そんな気さくな間あいだ柄がらなのに、なんでつき合ってないんすか？　お兄さん、ヨミさんのこと好きなんすよね？」

　腐くされユニコーンさんの目が好こう奇き心で輝かがやき、俺はイラッとした。

「……関係ないでしょ、そんなことは」

　だいたい、さっきのやり取りを聞いてたら、俺が夜美に引け目を感じていることくらいわかるだろ。

「まあ、いいっす。そんなことよりも自分が気になったことは……」

　そこまで言って、彼女は真しん剣けんな目になる。




「……ヨミさんとお兄さん、どっちが悪魔っすか？」




　しばらく、俺はその言葉の意味を理解できなかった。悪魔？　悪魔って言うとアレか？　七つの大罪神に仕える眷けん属ぞくたちのこと……。

　と、そこまで考えてハッと息を吞のむ。

「な、なんでそのことを……？」

「あ、やっぱり？　いや、ヨミさんの服に『欺ぎ瞞まんのワッペン』があったので、自分、そうじゃないかって思ってったすよ」

　どうやら、今度の方こそカマかけだったらしい。すっかり引っかかってしまった。

　腐くされユニコーンさんは、嬉うれしそうにパンと手を打ち鳴らし、

「いやあ、いまのお兄さんの反応で確信が持てたっす。打ち合わせのときも気になってたんすけど、単なる似たデザインなのかな～とも思ってたっす」

「……打ち合わせのときって」

　そんな素そ振ぶりは、まったく見えなかった。ということは、途と中ちゆうのあれやこれやも、半分こっちに疑いの眼まな差ざしを向けながらやってたってことか？　最後のサインの件も？

　とはいえ、いまはそんなことよりも重要なことがある。

「どうして悪魔のことを知ってるんです……？」

　もはや俺は、目の前の女性をたんなる原型師だとは思わなかった。先ほどリリィが、この人のことを妙みようだと言っていたのを思いだす。

　まさか、シロのような自じ称しよう退たい魔ま師し？　だが、あんなはた迷めい惑わくなやつが他にもいるのか？

　腐くされユニコーンさんは、スカーフの奥おくで目を細める。

「ま、ま、そのことはいいじゃないっすか。お兄さんだって、自分に言えない事情があるようですしね。お互たがいさまってことで」

「悪魔をどうしようっていうんですか？」

「まだ自分の質問に答えてもらってないっすね。ヨミさんとお兄さん、どっちが悪魔っすか？」

　目の前の女性を睨にらみつける。

　この人の目的がわからない以上、誤ご魔ま化かせるところは誤ご魔ま化かした方がいい。どういうかたちであれ、敵意が夜美に向くのだけは許せなかった。

「……俺ですよ」

「へえ、何の悪魔っすか？」

「え？」

　そこまでは考えていない。俺は咄とつ嗟さに、

「ああ……えっと、し、色欲！　ですから俺は、インキュバスってやつです！　夜美のやつに取り憑ついてですね、エロい気持ちにしてるんです！　俺たちの関係ってのは、つまりそういうことでして！」

「ああ、そうなんすか。自分、てっきり怠たい惰だの悪魔かと思ったっすよ」

「怠たい惰だの悪魔？」

「ヨミさんって、ハイペースで絵を描かいてるじゃないっすか。そういう勤労精神にあふれた人のやる気をそいで、怠なまけ者ものにしようっていう恐おそろしい悪魔っすよ」

　しまった、そういう路線でもいけたのか。とはいえ、他の悪魔のことなんてほとんど聞いたことないし、しょうがない。俺はエロ路線でいく。

「そ、そんなやつらと一緒にされるのは心外ですね。色欲の悪魔は、悪魔の中でも最強！　《インキュバス界闇やみの権力》の前では、すべての悪魔が頭こうべを垂れるんですから」

　まるで、自分が夜美になったような気分だ。

「そうっすね。ま、自分にとっては、お兄さんがどんな悪魔であろうと関係ないっす。いまの時期、悪魔はみんな欺ぎ瞞まんの悪魔っすからね。どんな言葉も疑ってかからないと」

「だったら、最初から会話にならな──」

　と、俺が言い終わる前に、目の前から腐くされユニコーンさんの姿が忽こつ然ぜんとかき消えた。

　ハッと息を吞のんで辺りをきょろきょろ見回していると、突とつ然ぜん、背後から彼女の声が響ひびく。

「……いけないっすね、お兄さん。悪魔以外が噓うそを吐ついちゃ」

　ぎょっとして振ふり向むくと、すぐ近くに彼女の顔があってさらに驚おどろき、俺は思わず尻しり餅もちをついてしまった。

「え、いま何を……？」

「普ふ通つうに動いただけっす。自分の動き、まったく目で追えてないじゃないっすか。いまは夜っすよ？　あくまでも悪魔と言い張るなら、悪魔らしくしてくれないと」

　彼女はくすくす笑う。

「にしても、お兄さんが悪魔じゃないってことは、ヨミさんの方が悪魔ってことっすね。察するに、種族はサキュバス。ちなみに、なんでご自身のことを悪魔とか言ったんすか？」

「よ、夜美は関係ないって言ってるだろ！　俺が悪魔だって！」

「だから、無理があるっすよ。ひょっとしてお兄さん、ヨミさんを庇かばってるっすか？」

　そう言われて、俺はじわりと心に不安が広がるのを感じた。

　もはや、この人が只ただ者ものでないことは明らかだ。そんな人が、執しつ拗ように悪魔の正体を突つき止とめようとしているのも気になる。夜美が悪魔だとわかったら、どうするつもりだ……？

「夜美に指一本でも触ふれてみやがれ！　ただじゃおかねえからな！」

　黙だまっていると不安に押しつぶされそうで、気づくと俺は大声を出していた。

「別にいますぐ何がしようってわけじゃないっすよ。悪魔の力は、それはもうとんでもないっすからね。それこそ、お兄さんに庇かばってもらわないといけないような悪魔は、存在しないレベルで」

　そんなことはない。夜美はポンコツなんだ。これまでだって、あいつは俺に助けを求めてきた。あいつは、誰かが守ってやらないといけないサキュバスなんだから……。

「さて、聞きたいことは聞けたから、そろそろ自分は退散するっすかね。じゃ、お兄さん？　フィギュアが出来上がるのを、楽しみに待っててほしいっすよ。あれはあれで、楽しみな仕事っすからねえ」

　そう言って腐くされユニコーンさんは、尻しり餅もちをついたままの俺を公園に残し、夜の街へと消えていった。





２






　大急ぎでリリィの家に戻もどり、何度もインターフォンを鳴らしていると、怪け訝げんそうな顔をしたリリィが出てきた。どうやら、もう帰ってきていたらしい。

　リリィの顔を見て、どっと安あん堵どの気持ちが溢あふれてくる。少なくとも、こいつがそばにいれば夜美の身は安全だろう。

「……何よ？」

「あの人来なかったか？　腐くされユニコーンさん」

「来なかったわよ？　どうして？」

　俺は、いま近くの公園であったことを話した。あの人が、悪魔の存在を知っているということ。そして、常人ならざる力を持った存在であること……。

「ああ、直接力を見せられたのなら話は早いわね。彼女、天使よ」

　あまりにも平然とリリィが口にしたその言葉を理解するまで、しばらく時間がかかった。

「天使……？　それって、前にグリムが言ってたやつ？」

「そうそう」

　悪魔と宿敵同士だったという種族だ。かつて大罪神の一柱だった『欺ぎ瞞まん』を封ふう印いんしたと言われているとか何とか。

　それでようやく、俺は打ち合わせ中にリリィがはっきりしない態度を取っていたことに合点が行った。

「お前がさっきあの人を『妙みような感じがする』って言ってたのは、そういうことだったのか？」

「そうよ。少なくとも、人間じゃないって」

「なんでそこから天使ってわかったんだ？　さっきから、そんなに時間も経たってないのに」

「そいつらを見つけたら、上に報告する義務があるってグリムが言ってたでしょ？　サキュバスじゃないけど、他の悪魔がさっきの天使に遭そう遇ぐうしていて、報告が上がっていたのよ」

　なるほど、すでに悪魔のネットワークに引っかかっていたと。

「名前はユニムル。種族は純潔の天使。グリムが適当に言ってたことが、まさか本当になるだなんて。まさに瓢ひよう簞たんから駒こまってやつね」

　純潔の天使。

　そう言えば、さっきの打ち合わせの間でも、あの人はやたらと純潔純潔うるさかった気がする。ただ、ちょっと斜しやに構えた純潔観を持っていたとも思うが。

「でもさ、天使って言う割には、ぜんぜん高貴な存在って感じがしないぞ。完全にただのオタクだったじゃん」

「天使って、別に高貴な存在じゃないわよ。自分たちにとって都合のいい感情を人間に抱いだかせようって意味じゃ、悪魔と変わらないわ。ただ、昔ちょっと悪魔に戦争で勝ったことがあるから、そういう『立派な存在』っていうイメージを、人間に植えつけることに成功しているだけ。人間もそうだけど、歴史ってのは勝った方に都合よく書かれるものでしょ？」

「そりゃそうだけど……」

「それにね、天使の中でも純潔の天使は特にこじらせた性格のやつが多いのよ。純潔にこだわるあまり、男女の恋れん愛あいを禁止されててね。だからああいう風に、同性恋れん愛あいや創作の中の恋れん愛あいが好きになる傾けい向こうがあるってわけ」

「じゃあ、腐くされユニコーンさんだけが特別おかしいわけじゃないってことか？　むしろ、あれが平均的な純潔の天使……？」

「そういうことになるわね」

　マジかよ。

　頷うなずくリリィを見て、俺は閉口してしまった。

「いや、平均的というよりも、逆に優ゆう秀しゆうで敬けい虔けんな部類なんじゃない？　偶ぐう像ぞう崇すう拝はいの一種で、昔から天使の中には彫ちよう像ぞうとか作るやつが結構いたらしいし。それを見て、自分たちや神を敬うようにって」

「現代の偶ぐう像ぞうがフィギュアか」

「そういうことよ」

　いや、そんなキメ顔で頷うなずかれても。

　フィギュアが偶ぐう像ぞうとか、なんか嫌いやだった。いや、俺もたまに冗じよう談だんでは言うけどさ。

「夜美を悪魔と知ってから、相手がどう動くか警けい戒かいしないといけないわね。データ上では危険度は低いってなってたけど、遭そう遇ぐうしたのが別の大罪神さまにお仕えする悪魔だから、そう判断しただけなのかもしれないし」

「そう言えば、『純潔』の天使って、『色欲』の悪魔と対ついをなす存在なんだっけ」

「よく覚えてるじゃない。そうよ。他の悪魔なら放置したかもしれないけど、ライバル関係にある色欲の悪魔なら、純潔の天使として排はい除じよしようするかもしれないってことよ」

「夜美は大丈夫なんだよな……？」

　俺はまた不安になって訊たずねた。

　リリィはエリートサキュバスだ。彼女がそばにいれば、夜美の身は安全なはず……。

「天使と悪魔の力は互ご角かくって言われてるわ。もちろん、個体差はあるけどね」

「リリィ一人だったら、下手すりゃ一人分の天使しか相手できないってことか？」

「そう。だから、徒党を組まれるとマズいわね。ユニムルにどんなネットワークがあるかもわからないし、とりあえず彼女と接せつ触しよくした悪魔に話を聞いてみることにするわ」

「頼たのむよ、お前だけが頼たよりだ……」

　俺はすがるようにしてリリィに懇こん願がんした。

「きっと、夜美は私よりもあんたに守ってもらいたいと思ってるでしょうけどね」

「え？」

「そりゃそうでしょ？　あんたは夜美の恋こい人びとなんだから。少なくとも、いまの期間はね」

　そう言われて、バツの悪い思いをする。

　欺ぎ瞞まんのワッペンは、先ほど夜美につき返してしまったのだから。

　しかしそれで俺は、リリィがさっき俺と夜美の間であったことを知らないのだと悟さとった。以前に冗じよう談だんっぽく「千里眼がある」と言っていたリリィだが、やっぱり夜美の周りすべてを監かん視ししているわけではないらしい。

　などと考えていると、

「──そう言えば、あんた家に帰る途と中ちゆうで夜美に何かした？」

　リリィが、俺の思考を見とおすかのようにそんなことを訊たずねてきて、内心でギクリとさせられる。

「……え、なんで？」

「さっきから何度呼んでも、夜美が部屋から出てこないから。喫きつ茶さ店てんでは、あんたたちかなりいい感じだったのに」

「い、いや、別に何もなかったけど……」

「そう？　じゃあ、照れてるのかしら。あんた、あの子のことを一生愛するとか言ってたもんね？」

　冗じよう談だんっぽくリリィがくすくす笑い、俺はいたたまれなさでどうしようもなくなった。

「……そんなのは噓うそだよ。だいたい、噓うそを吐ついていいって言ってあのワッペンを渡してきたのは、お前だろ？」

「裏の裏は表ってね。あんたみたいに、いっつも自分の気持ちに噓うそを吐ついてるやつが吐つく噓うそは、真実ってことになるんじゃない？」

　やっぱり、リリィのやつは鋭するどい。俺が先ほどようやく自覚できたことを、容易たやすく言い当ててくる。

「それに純潔の天使には、いろいろな逸いつ話わがあってね。いまじゃお伽とぎ話ばなしみたいになってるんだけど、その一つにあんたと夜美にぴったりなやつがあるわ」

　そう言ってから、リリィはそのお伽とぎ噺ばなしの全容を語った。

　あるとき、普ふ段だんから喧けん嘩かばかりしている男女がいた。彼らは内心では惹ひかれ合っていたが、家が仇きゆう敵てき同士とあって、自分の心を隠かくしていがみ合っていたのである。

　しかし、天からその二人を見つめる純潔の天使は、彼らの本心を悟さとっていた。

　人間の愛が強いことを知っていた天使は、いつか二人がその困難な状況を乗のり越こえ、愛を囁ささやきだすに違ちがいないと危機感を覚えた。というのも、純潔の天使というのは人に「純潔」を守らせるためには手段をいとわない強ごう引いんな生き物であり、人の恋れん愛あいを邪じや魔ますることこそを自らの正義と見なしているからだ。

「一応言っておくと、これは悪魔たちの目から見た天使の話だからね？」

　リリィは注ちゆう釈しやくをつけてから、続ける。

　純潔の天使は女の方をさらい、男から隠かくしてしまった。こうすれば、二人の心にある愛は消えてなくなるに違ちがいない、と。

　男は女が自分の前からいなくなったのを知って、当然狼狽うろたえた。しかし、その後の行動は、天使が期待していたものとまったく異なっていた。

　男は自分の本当の気持ちに気づき、ずっと女を悪く言っていた自分を悔くい始めたのだった。彼は毎日天使の像に向かって彼女に対する愛を囁ささやき、彼女が戻もどってくることを願った。そして、何年たっても女が戻もどってこないことを悟さとると、ついには自ら女を探しに出かけてしまった。

　愛がなくなるものとばかり思っていた純潔の天使は、自らの危険をいとわずに女を探す男を見て悟さとった。二人が愛を囁ささやき合うために乗のり越こえる困難な状況というのは、他ならぬ自分だったのだと。

　人間の愛にやり込められてしまった純潔の天使は女を解放し、労苦の果てにようやく彼女と再会できた男は、その後すぐに女にプロポーズを申し込んだ。

　そうして二人は、晴れて夫ふう婦ふとなった。

「……それから毎晩一緒に寝て、たくさんの子宝に恵めぐまれましたとさ。めでたしめでたし」

「……いや、ちょっと待て」

「何よ。いい話でしょ？」

「確かにわりと終しゆう盤ばんまでは、皮肉が効いててよかったよ！　でも、何なんだよそのオチは！　毎晩一緒に寝るとか言げん及きゆうする必要あるか!?」

「だって、サキュバスのためのお伽とぎ噺ばなしだもの。作中でえっちくらいしてもらわないと、語かたり継つぐ意味がないじゃない」

　だったら、そもそもそんなもん語かたり継つがなければいいんじゃないですかね……？

「このお伽とぎ噺ばなしに出てくる男と女って、あんたたちに似てるわ。素す直なおになれなくて、表面上ではずっといがみ合ってるけど、心の奥おくではお互たがいのことを好きってとことか」

「いや、似てねえよ。俺と夜美の関係とは全然、違ちがう」

「どこが？」

　少なくとも、そのお伽とぎ噺ばなしの男は女に引け目を感じていない。あくまでも対等な関係だったからこそ、きっと男は女を探そうとしたし、再会したときにすぐプロポーズを申し込めたのだと思う。

「……そんなお伽とぎ噺ばなしのことなんて、どうでもいいだろ。とにかく、夜美を守ってやってくれ。お前にしかできないことだから」

「言われるまでもないわ。夜美は私のすべてだから」

　リリィの言葉は俺を安心させたが、同時にまた俺を後ろ向きな気分にもさせた。夜美には、不思議と人を惹ひきつける力がある。人望と言えばいいのだろうか。

　リリィのようなエリートでさえも、夜美には一目置く。

　それも、決して俺には真ま似ねできない才能なのだと思った。
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　次の日、夜美はいつも朝に待ち合わせている公園にやってこなかった。

　まあ、昨晩あんなことがあったばかりだ。俺と一緒に登校なんてしたくないのだろうと思って、一人学校に向かうと、彼女は学校にも来ていなかった。

「夜美ちゃん、今日はお休み？」

　いつも一緒に来る夜美がいないのを不思議に思ったのか、アキラがそう声をかけてくる。

「いや、知らない。何も聞いてないから」

「……ひょっとしてヤス、夜美ちゃんと喧けん嘩かでもしたの？」

「別に？　いつもどおりの日常に戻もどろうって言っただけだよ。こないだ一緒に行った島で、夜美が変なこと言ってたろ？」

「噓うそ吐ついて恋こい人びとのふりをしようってやつ？」

　恋こい人びとというワードにちょっと面食らったが、俺は半ば自や棄けになって続けた。

「……そうそれ。それをやめようって話をしただけ」

「でもぼく、あれよくわかんなかったんだよね。噓うそ吐つくも何も、二人ってもともとつき合ってるんでしょ？」

「つ、つき合ってねえよ！」

　と慌あわてて言ってから、すぐに合点が行くことがあった。

　確か俺と夜美は、アキラの前では恋こい人びとということにしようという話になっていたから。

　以前に夜美がアキラに興味を示していると勘かん違ちがいした俺が、嫉しつ妬との念にかられて夜美にそう提案したのだ。

「……ああ、そうか。アキラにも噓うそを吐ついてたんだっけな。俺たち、別につき合ってるわけじゃなかったんだよ」

「そうなの？」

「そうそう。ま、やむにやまれぬ事情ってやつがあったんだ。あいつはサキュバスだからな。男の一人や二人、そばに置いとかないと周りから舐なめられるんだと」

「つき合ってない……じゃあ、ひょっとしてあれかな？　両片思いってやつ」

　アキラが変なことを言いだし、俺は眉まゆをひそめた。

　リョウカタオモイ？　両りよう肩かた重い？　こいつ、肩かたに爆ばく弾だんでも持ってるわけ？

「あれ、聞いたことない？　お互たがいは好き合ってるけど、それが相手に伝わってないから、両思いになってない状態のことを両片思いっていうんだけど」

「なあ……!?」

「素す直なおに自分の気持ちを伝えたらいいんじゃない？　そしたら普ふ通つうに夜美ちゃんもオッケーくれると思うけど」

「いや、俺はいま単に事実を伝えてるだけであって、恋れん愛あい相談をしてるわけじゃねえからな！　だいたい、俺は夜美のことなんて──」

　と、そこまで言って口ごもる。しばらくもごもごとわけのわからない言葉を発してから、言い直した。

「……夜美は俺のことなんて、何とも思ってないから。単に、からかってただけだ」

「そんなことないと思うけど」

「あいつはすごいイラストレーターだ。アキラだって、そう思うだろ？」

「？　思うよ？」

　それが何？　と言わんばかりの顔。

「トップクラスのイラストレーターであるアキラですら、ヨミのことをすごいと思うんだ。だったら俺みたいな素しろ人うとからすれば、もう神みたいな存在さ。文字どおり、あいつはネットで神絵師扱あつかいされてるしな」

「ＳＮＳでは魔ま絵師って呼んでほしいって言ってたけどね」

　そう言えば、以前に夜美とそういう議論をした覚えがある。とはいえ、この際呼び方はどうでもいい。

「あいつは神絵師として、俺のためにイラストを描かく。俺はあいつが男おとこ嫌ぎらいを克こく服ふくするのを手助けする。俺たちの間にあったのは、それだけの関係だった。お互たがいにとってお互たがいが、都合のいい相手だったってだけの話だよ」

「それだけの関係っていうのは、噓うそじゃない……？」

　アキラは俺の顔色をうかがうようにして言ってきた。俺はそんなに険しい顔をしていたのだろうか。気弱なところがあるアキラに心理的なプレッシャーをかけているようで、自分が嫌いやになった。

「ヤスは夜美ちゃんのことになると、噓うそを吐ついてる気がする……」

「そんなことないって」

「じゃあさ、ぼくとも本当は友だちじゃないの？」

「何言ってんだ？　……え、友だちだろ……？」

　面と向かってこんなことを言うのが気き恥はずかしかったので、最後の方は小声になる。

　しかし俺の言葉を聞いて、アキラはゆっくりと首を横に振ふった。友だちじゃないと言われた気になって、俺はひどく動どう揺ようしてしまった。

「な、何が言いたいのか、わからないって。少なくとも、俺は友だちだって思ってる」

「でも最初は、ぼくのこともヨミさんみたいに見てたんじゃないの？　ヤスが、イラストが大好きで、絵師さんのことを尊敬してるのは知ってる。ぼくが半人前の絵師だってわかったあとでも、すごいすごいって言ってくれてたから。そのあと、ヤスはぼくのこと、いっぱい助けてくれたよね。転校してからもすごく気を使ってくれて、友だちだって言ってくれて、嬉うれしかった」

「だったら──」

「でも、それって結局、ぼくがヤスの好きな絵師だったから？　ヤスにとって、都合のいい相手だったから助けたってこと？」

　ガンと頭を殴なぐられたような気になった。

「……きっかけはもちろん、『しろみん』さんだったけど、そっからは違ちがう……」

「じゃあ同情の気持ちだった？　ぼくは人づき合いが苦手で、前の学校では上う手まくいってないって話したよね」

「アキラがいいやつだったからだよ。友だちになりたいと思ったからだ」

「ありがと。ぼくも、ヤスと友だちになれたらいいなって思った。実際にいまもこうして一緒に話してて、すごく落ち着く」

　あまりにもまっすぐな言葉を口にするアキラ。俺はむずがゆさを感じて、咄とつ嗟さに目を泳がせた。

「そ、そんな恥はずかしいこと、よく面と向かって言えるなあ……でも、その……」

「うん？」

「……嬉うれしいよ」

　アキラに毒されてしまったのだろうか？　正直に気持ちを吐と露ろしてから、俺はぎこちなく微ほほ笑えんでみせた。

　すると、アキラもにっこりと微ほほ笑えみを返してくる。

「ヤスは打算だけで動くような人じゃないよ。都合がよかったとか、そんな心にも思ってもないこと言わないで。ね？」

　まぶしい笑え顔がおに、うっと詰つまる。

　可か愛わいいな、おい。夜美もアキラくらい、可か愛わいげがあればいいのに。




──私、いっつもヤスに迷めい惑わくかけてること、ちゃんとわかってます。わかってるけど、素す直なおになれないんです。でも、いまみたいにしようねって約束できたら、これからは素す直なおになれる気がします──




　そのとき俺は、昨晩の夜美の言葉を思いだした。

　ひょっとしてあいつも、ずっと自分の気持ちに噓うそを吐ついてたのか？

　素す直なおになれなくて、噓うそを吐ついて。

　噓うそを吐ついていいって免めん罪ざいを得たら、それをひっくり返して。

　──裏の裏は表。

　俺がやっていたのと同じことを、夜美もやっていたのだろうか？

「夜美ちゃんもきっと、ヤスを都合のいいだけの相手だなんて思ってないよ。ぼくでさえ、ヤスのいいところはたくさん知ってるんだよ？　ずっと一緒にいる夜美ちゃんなら、なおさらだと思うから」

　アキラはそう言ったが、俺はやっぱり照れくさくて、口をへの字に曲げてささやかな抵てい抗こうをした。
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　夜美のいない教室は、いつにも増して静かに感じた。

　時間が経過するにつれ、夜美と話をしなければならないという思いは強くなったものの、それではいったいどんな話をすればいいのか、ということになるとさっぱりわからなかった。

　俺は昨日、この欺ぎ瞞まん祭の期間であったことのすべてを『なかったこと』にしようと切りだしたわけだから、それ以前のように接すればいいのだろうか？

　それとも、一度謝あやまるべき？

　夜美は昨日泣いていた。どうして泣いているのか理由も聞かずに逃にげだしたことに、いまさら大きな罪悪感を覚えた。

「ヤス、一緒に夜美ちゃんのとこに行こうよ」

　放課後になってもしばらく席でじっとしている俺を見て、何か思うところがあったのか、アキラがそう言って俺を誘さそった。

「……うん、まあ」

「大丈夫だって、何とかなるよ」

「リリっちの家に行くの？」

　そのとき、背後からグリムの声が聞こえた。

「うん。ヤスがちょっと夜美ちゃんに用事があって……」

「行っても意味ないと思うけど。昨日からリリっちと夜美っち、厳げん戒かい態勢ってやつで別のとこに行ってるから」

「……厳げん戒かい態勢？」

「天使に拠きよ点てんを見つけられちゃったってさ。いま二人は《サキュバス界闇やみの権力》の協力を仰あおぐために、サキュバスの集会所に行ってるんだよね。お姉ちゃんが言ってたよ？　『リリィさんは戦う決意を固めたようですわ』って」

　戦う決意。

　それはどういう意味だ？　まさか天使と戦うってのか？

　リリィは夜美を溺でき愛あいしている。夜美の危険になる可能性があれば、すべてを排はい除じよしようとしてもおかしくない。

　あるいは、ずっと夜美を虐しいたげ続けてきたサキュバス界に、殴り込みをかけようとしている可能性もある。夜美が正当な地位を認められば、いまの彼女にふさわしい援えん助じよをサキュバスたちから得られると思ったのかもしれない。

「お、俺に……」

「ん？」

「俺に何か、できることってないかな……？」

　俺はじっとグリムを見つめ、おずおずと訊たずねた。

「あるわけないっしょ？　ウチだって、お姉ちゃんから今回のことに首を突っ込むなって言われてるんだから。危ないからって。何の力も持たないヤスっちとか、協力を申しでたところで足手まといもいいとこじゃね？」

「夜美が怖こわがってるかもしれない。俺なら、そばにいてやれる」

　すると、グリムはニヤリと笑った。

「ふ～ん、そう？」

「な、何だよ！　別に深い意味はねえからな！」

「そんなムキになんないでよ。いいよ、わかった。そしたら、弾たま除よけでもなんでもいいから使ってくれってヤスっちが言ってたって、お姉ちゃんに伝えてあげるよ。それでいい？」

「いいよ。でも、もう一つ」

「何？」

「ごめんって。夜美に俺がそう言ってたって、先生に言ことづけてほしい」

「どうしたの？　夜美っちと何かあった？」

　グリムが丸い目をして、俺はバツの悪い思いをした。相手が違ちがうとはいえ、何度も同じ話をするのは嫌いやだ。その度、自分の惨みじめさが浮うき彫ぼりになってしまうようで……。

「大したことじゃねえよ。でも、謝あやまっとかないと気持ちが悪いから」

「それ、本心？」

「あたりまえだろ」

　なんで疑ってくるんだと一いつ瞬しゆんむっとしたが、いまがまだ欺ぎ瞞まん祭のシーズンだということを思いだす。きっとグリムは、おれがまだ噓うそを吐つく免めん罪ざい符ふである欺ぎ瞞まんのワッペンを持っていると思っているのだろう。

　グリムはじっと俺の目を覗のぞき込むと、にっこりと笑った。

「なるほど、なるほど。でもそれは今度、夜美っちに会ったとき直接伝えなよ。ウチが言うのは、なんか違ちがうと思うしさ」

　グリムはひらひらと手を振ふりながら教室を出て行こうとして、そこで何かを思いだしたのか、くるりと振ふり向むいた。

「そう言えば、ウチも本心からヤスっちに謝あやまってなかったね」

「はあ？」

「旅行中、ちょっと馬ば鹿かにしちゃったじゃん。夜美っちにふさわしくないってさ。それ、謝あやまるよ」

「……何だよ、それ」

「あの日の夜、ホテルで夜美っちに色々聞いたんだよね。ま、何を聞いたかは教えてあげないけど」

　いたずらっぽく言って、今度こそグリムは教室を出て行った。

　しばらくしてから、俺とアキラはどちらからというわけでもなく顔を見合わせた。

「アキラ、気を使ってくれてありがとな。でも、こういう理由みたいだから」

「うん」

　結局俺たちは、その日夜美のところに行かず、それぞれの帰路についた。
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　次の日も、その次の日も夜美は学校にやってこなかった。

　妙みようだったのは、言こと伝づてを頼たのんだグリムすら学校に来なくなったことだった。別のクラスに通っているリリィも、ずっと登校していない。

　養護教きよう諭ゆとして俺たちの学校に潜り込んでいるオトギすら、ここ数日姿を見せなかった。

　目の前からサキュバスたちの姿がすっかり消えてしまい、俺はひどく狼狽うろたえた。

　まさかこのまま、あいつらがいなくなってしまうなんてことはないよな……？

　天使とかいう仇きゆう敵てきとの戦いで、彼女たちに何かがあったのかもしれない。

　考えれば考えるほど嫌いやな予感がして、俺は無意識に携けい帯たいを取りだし、じっと見つめていた。

　意地になっていたのか、それとも気まずさに負けていたのか、自分ではよくわからない──ただ、あの日から夜美に直接連絡を取りたいと思ったのはこれが初めてだった。

　俺は震ふるえる手で夜美に電話をかけてみた。

　プツリ──と通話がつながる音がして、ハッと息を吞のむ。

「もしもし!?　夜美!?」

『──あ、お兄さん、こんにちは』

　通話口の向こうから返ってきたのは、夜美の声ではなかった。

　聞いたことのある声。だが、決してそこにいるはずのない女性の声……。

『お兄さんじゃなくて、ヤスさんって呼んだ方がいいっすかね？』

　それは、原型師に身をやつした純潔の天使──ユニムルの声だった。

　俺は何かがあったことを悟さとり、無意識のうちに立ち上がっていた。

「……あんた、何で夜美の携けい帯たいを持ってる？」

『お友だちになったっすよ。いま、ヨミさんは自分と一緒にいるっす。で、いまヨミさんは別件で手が離はなせないので、自分が出たっすよ』

「夜美に替われ」

『ですから、ヨミさんはいま手が──』

「替われっつってんだろ！　早くしろ！」

　俺は大声を出して相手の声を遮さえぎった。頭が怒いかりで沸ふつ騰とうしていた。

　じりじりと時間だけが過ぎたが、一向に天使は夜美に替わる気配を見せなかった。

「……夜美に指一本触ふれるなって言ったよな？」

　仕方なく俺がそう言うと、嘲あざけるような声が返ってくる。

『言ってたっすね。でも、そんな忠告を聞く必要あるっすかね？　ヤスさんだって、自分の忠告を無視したっしょ？』

「何のことだよ？」

『彼女さんと別れろって。それが純潔に続く唯ゆい一いつの道だっていうのに』

　純潔の天使は、通話口の向こうでくすくすと笑った。

『リリィさんに聞いたっすよ。ヤスさんは自分が何者か、もう知ってるそうっすね？』

　なんでこいつがリリィのことを知っている……？　と、怪け訝げんに思って、すぐに考えを改める。

　夜美がどうやら天使の手に落ちてしまったらしき現状を鑑かんがみるに、その過程でリリィとの交戦があったのだろう。リリィは戦う決意を固めた。その相手は、やはり天使だったということだ。

　しかしリリィはいまどうしているのだろう？　まさかあのエリートサキュバスは、天使との戦いに敗れたのだろうか……？

『安心するっす、リリィさんも無事っすよ。自分、気に入った相手を理由もなく傷つけるようなサディストじゃないんで』

　俺の懸け念ねんを見通すかのような言葉に、ギクリとさせられる。俺は、慌あわてて彼女の質問に返答した。

「あ、あんた、純潔の天使ってやつなんだろ？」

『そのとおり。昔から、サキュバスとは因いん縁ねんのある種族……そう言えば、いまの状況を理解してもらえるっすかね』

「戦ったのか……？」

『いかにも。そして勝利したっす。遥はるか昔の大戦と、奇くしくも同じ結果になったということっすね』

　天使というのは、そこまで強力な種族なのか。

「なんでそんなことをするんだ……？　ちょっとつき合ったらわかるけど、あいつらは別に悪いやつらじゃないのに。今回のことだって、あんたが先に仕し掛かけたんだろ？」

『純潔の天使と、色欲の悪魔とは相あい容いれないものっすよ。色欲の悪魔がいる限り、人の中に劣れつ情じようが生まれ、それは退たい廃はい的な不実へと結びついていくっす』

「俺はサキュバスたちとずっと一緒にいるけど、そんな気持ちになんてならない。ずっと二次イラストが好きだし、仮に三次元の誰かを好きになったとしても……」

　そこで夜美の顔が浮うかび、ブンブンと頭を振ふる。

「……たった一人だけだ。サキュバスとあんたの言う純潔は、矛む盾じゆんする存在じゃない」

『そこっすよ。自分、やっぱりヤスさんに興味があるっす』

　ユニムルの声に好こう奇きが宿る。

『ヤスさん、いまから会えないっすか？』

「え？」

『ヨミさんのこと、大切に思ってるんすよね？』

　暗に夜美が人ひと質じちだと言われ、怒いかりで頭がどうにかなりそうだった。

「……どこに行けばいいんだよ？」

『使いを出すっす。その人についてきてくれればいいっすよ』

　それきり、携けい帯たいは何の音も発さなくなる。

　俺は夜美のいま陥おちいっている状況を想像し、心が張はり裂さけそうになった。

「くそっ！　なんなんだよ、急に天使とか！」

　壁かべを思い切り叩たたいたドンという音が、虚むなしく部屋に響ひびいた。
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　ユニムルが使いに寄よ越こしたのは、リリィだった。

　どういうかたちであれ、彼女が無事だったことに、俺はほっと胸を撫なでおろした。

「よかった……無事だったんだな、リリィ……」

「……心配かけてごめんね」

　リリィの声は、いつになく弱々しい。いつも自信に満みち溢あふれていたエリートサキュバスの姿とは、到とう底てい思えなかった。

「……あの天使は化け物よ。オトギさまと私の二人がかりでも敵かなわないなんて……」

「マジかよ……ただのこじらせたオタクにしか見えなかったのに」

「彼女があんたに何をする気かわからない。でも、その気になれば一人の人間程度なら、一いつ瞬しゆんで消し飛ばすことくらいはできるはずよ。私はあんたを連れてこいって言われてるけど、無む理り強じいするつもりはないわ。逃にげたければ、逃にげて」

「俺が逃にげたら、お前らはどうなるんだよ？　夜美は？」

「それは……」

　さっと頰ほおを赤らめて口ごもるリリィ。こいつ、まさかもう変なことされたんじゃないだろうな……？　あの天使は、えらくリリィにご執心の様子だったわけだし。

「……あいつに何かされたのか？」

「私はいいの。夜美さえ無事なら」

　言外に、リリィの方は何かされたようである。

　彼女の言葉を聞いて、俺は自己嫌けん悪おに陥おちいった。心のどこかで夜美とリリィを天てん秤びんにかけ、夜美の無事を喜んでいることに気づいたからだ。

「夜美はまだ何もされてない？」

「ええ。でも、これからどうなるか……」

「じゃあ行かないと。早く案内してくれ」

　即そく答とうする俺を見て、リリィは目を丸くした。

「……怖こわくないの？」

「怖こわいけど、お前たちがいなくなったこの数日間の方が怖こわかった。もう会えないんじゃないかって……」

　本心だった。いつもみたいに強がりを言って、自分の心を誤ご魔ま化かせればどれだけ楽か。けれども、いま噓うそを吐つけば本当に取り返しのつかないことになるような気がした。

「夜美にも謝あやまらないと……俺はあいつを泣かせるようなことを言っちまったから」

「あのあと、夜美からあんたと何があったか聞いたわ。あの子も、ちゃんとあんたに言わないといけないことがあったのに、言えずじまいになったって」

「俺に？」

「あんた、夜美に告白したんでしょ？」

　ドキリとした。しかし、俺が夜美のことを「好き」と言ったのは事実だ。

「……したよ。でも……」

「夜美に自分はふさわしくないって？　あの子はどんどん周りから認められてるのに、自分はずっと変わらないって？」

　リリィの口調は、どこか糾きゆう弾だんしているようだった。何と答えればいいのかわからず、俺はうつむいた。

「……顔を上げて、ヤス。あんたはやっぱり、とんだお人よしだわ」

　お人よし？

　ちらりと視線を上げると、呆あきれ顔がおのリリィと目が合う。

「夜美がグリムに言ってたでしょ？　ヤスのことを何にも知らないくせに、勝手なことを言うなって。夜美はあんたのいいところをちゃんとわかってる。多分、あんたのそういうお人よしなところもね」

「……俺はお人よしなんかじゃない」

「夜美を変えたのはあんたよ。夜美が、最初に色欲さまに認められたときのことを覚えてる？　あの子の缶かん詰づめ作業をサポートしただけじゃなく、やってきたパルムを撃げき退たいして、夜美を危機から守ったのはあんたよ。夜美が桃ももちゃんに襲おそわれたときは？　あんたは必死になって夜美と逃にげて、最後にはあの子の暴走さえ止めてみせた。夜美がオトギさまに難題をふっかけられたときは？　そのときもあんたは夜美のために、必死に立ち回った。そのおかげであの子は難を逃のがれることができたどころか、オトギさまから一目置かれるほどの存在になったのよ」

　リリィは肩かたをすくめて続けた。

「サキュバス界で夜美が認められるようになったのは、あの子だけの力じゃないわ。あんたがずっと夜美を支えてあげたからじゃない。なのに、自分のやったことはすっかり頭から抜ぬけ落おちて、ただ夜美の功績だけは認めてる。それがお人よしじゃなくって何？」

「……う」

「あんたは夜美に引け目を感じていたかもしれないけどね？　むしろ夜美の方こそ、ずっとあんたに引け目を感じていたのよ。少しでもあんたに追いつきたくて、つい自分を大きく見えるような見み栄えを張ったりね。あの子が『学園都市エリア』を管かん轄かつするようになったとか大きな噓うそを吐ついたのも、全部あんたに認めてもらいたかったから。もちろん、やり方は褒ほめられるものじゃないけど」

　──だってヤスが私を認めてくれないから！

　夜美の言葉を思いだして、胸むねの奥おくがきゅっと締しめつけられるのを感じた。

「あの子もあんたと同じようになかなか素す直なおになれないから、いっつも強がってるけど、本当はあんたのことを誰よりも尊敬してる。あんたが自分を過小評価するのは構わないけどね？　それは、あんたのことを尊敬してる夜美への侮ぶ辱じよくだってことをわかった上ですることね」

「そ、そんなつもりじゃ……」

「あんた、夜美に何を謝あやまる気でいたの？」

　夜美の涙なみだの理由。

　肝かん心じんなところを、俺はまったくわかっていなかった。

　ただ謝あやまれば、夜美の涙なみだをなかったことにできるのではないか、と淡あわい期待を持っていたにすぎなかった。

　俺が答えられずにいると、リリィは質問を変えた。

「わからないのね。でも、いま夜美に何を謝あやまればいいかはわかるでしょ？」

「……俺の馬ば鹿かさ加減だ」

「そう。でも、夜美の方にも悪いところがなかったわけじゃないしね。あんたが一方的に謝あやまるよりも、もっといい方法があるわ」

「どうすればいい？」

　ほとんどすがる思いで俺は訊たずねた。

「ちゃんと、あの子のことを好きって言ってあげることよ。あんた、夜美のこと好きなんでしょ？」

「……ああ」

　素す直なおに頷うなずくと、目の前がさっと開けたような感覚があった。

　噓うそを吐ついて、自分の気持ちを隠かくしていたとき。

　裏の裏で表を表現するかのように、免めん罪ざい符ふを得て夜美のことを好きと言っていたとき。

　そのどちらとも違ちがう、確かな感覚。まるで、中空でバタバタともがくのをやめ、しっかりと地に足をつけたような感覚だった。




　俺は夜美のことが好きだ。




「よかったわ。きっと、ユニムルがあんたを呼んだのは、あんたの夜美への気持ちがどの程度のものか確かめるためなのよ。そこでいつもみたいに気持ちを誤ご魔ま化かしたなら、あんたの生命も危なかったかもしれない」

　いま確認できてよかった、とリリィは嬉うれしそうに笑った。

「あんたと夜美だけは助けてくれって、何とか頼たのんでみるわ。二人の間にある純潔は、確かなものだって」

「いや、俺たちだけじゃダメだ。どんな手を使ってでも、お前たちも許してもらえるようにするんだ。土下座しろってんなら土下座してやるし、足を舐なめろってんなら足を舐なめてやる。これ以上、絶対にお前たちに指一本触ふれさせやしないから」

　その言葉に驚おどろいたのか、リリィは口をポカンと半開きにした。

「……ほんと、どうしようもないお人よし」

「うるせえな。もう夜美が泣く顔なんて見たくないんだ。あいつにとって、お前たちは大切な仲間だろ。……もちろん、俺にとってもだけど」

「……うーん」

　リリィは照れくさそうに頭を搔かいてから、おずおずとポケットをまさぐり、欺ぎ瞞まんのワッペンを取りだした。

「これ、あんたが夜美につき返したワッペンよ。一応渡しておくわ」

「なんで？」

「役に立つときがくると思うの。ま、お守り代わりと思って」

　そう言うと、リリィは俺の手にしっかりそのワッペンを握にぎらせた。
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　リリィは、俺を都内某ぼう所しよにあるタワーマンションの最上階まで連れて行った。あまりに高くて落ち着かないし、居住には向かない気がしたけれども、天使というからにはこれくらい天に近い場所の方がいいのかもしれない。

　その部屋のリビングで、ユニムルは待っていた。

　部屋の中だというのに、彼女はフードもスカーフも取らない。ここに来るまでにリリィが話してくれたことによると、彼女たちは異性間の恋れん愛あいを禁止されているため、男の目から逃のがれるようにして、その美しい顔を隠かくす傾けい向こうにあるらしい。

「……よく来てくれたっすね、ヤスさん。リリィさんもお使い、ご苦労さまっす」

　ユニムルは俺たちを見つめて、すっと目を細める。

　俺は自分の口の中がカラカラに渇かわいていることに気づいた。蛇へびに睨にらまれたカエルというのは、こんな気持ちをしているのかもしれない。

「自分はね、これまでたくさんの人間に裏切られてきたっすよ。永遠の愛を誓ちかった人間が、ほんの少しの期間で心変わりするさまを、幾いく度どなく見せられてきたっす。純潔というのはそれだけ難しいものなんすよ」

「……何が言いたいんだ？」

「でも、ひょっとしたらヤスさんなら。自分、そう思ったっす。ヤスさんの精神はとても複雑で、好きな女の子が一緒にいてくれて、憎にくからず思ってくれているのに、その子とつき合おうとしなかったり。これ、こないだ尾び行こうさせてもらったときに聞かせてもらった話っすけどね」

　くすくす笑って、彼女は続けた。

「かと思えば、今日のようにヨミさんのピンチを知った途と端たん、目の色を変えてやってきたり。自分、リリィさんにはヤスさんが来たくないなら連れて来ないでいいって言ったんすけどね」

「ヤスは迷うそぶりすら見せなかったわ」

「すばらしい」

　リリィの言葉を聞いて、ユニムルはパチパチと拍はく手しゆしてみせた。

「改めてお聞きしたいんすけど、ヤスさんはヨミさんのこと好きっすか？」

「好きだよ、決まってんだろ」

　先ほどのリリィとの一件があったから言ったわけではない。自分の気持ちをきちんと表明しなければ危険だ、と。そんなことは関係なく、俺はもう自分の本心を貫つらぬく気でいた。

「ヨミさんだけが好きだと？　たとえばそこにいるリリィさんは、ノーマルな男性なら誰もが振ふり向むくレベルの美女。彼女に迫せまられたとして、ヤスさんは拒きよ絶ぜつできるっすか？」

「リリィには悪いけど、そういう目で見れない」

「では試ためしてみるっす」

　ユニムルがくいっと顎あごをしゃくると、リリィが気まずそうに近寄ってきて、俺の腕に自分の腕を絡からませてきた。

　それから俺の腕に、その大きな胸をむにゅっと押しつけてくる。

「……ふむ、本当に反応はなし」

「わかるのかよ？」

「サキュバスのラスト器官と同じように、自分らにも似た器官があるっすよ。ちなみにヨミさんとくっついているとき、ヤスさんはものっそい反応してたっす」

「……」

　いまさら、こんな精神攻こう撃げきに狼狽うろたえる俺ではない。

　リリィに離はなれるようジェスチャーで指示を出してから、ユニムルはフードとスカーフを取った。

　さらりと銀色の髪が流れ落ち、先ほどリリィが「美しい」と表現した顔があらわになる。確かに、見目かたちは整っている……が、それだけだ。

「ふむ、表情すら変えないっすか。傷つくっすねえ。ま、自分らは男に惚ほれられても困るんすけど」

「夜美の方が、あんたより何倍も可か愛わいいよ」

「なんでそんなにヨミさんだけが好きなんすか？　普ふ通つうの男性なら、ただ『綺き麗れい』という理由だけで、他の女性に反応してしまうものだと思うっす」

「俺だって、なんでこんなに夜美のことが好きなのかわからねえよ。あいつに会うまで、ずっと二次元イラストだけあれば幸せだった。でも、夜美と一緒にいて馬ば鹿かなことしているうちに、いつの間にかあいつのいない日常なんて、考えられなくなったんだ。実際、あいつがいなくなったこの数日は、生きた心ここ地ちがしないくらいだった」

「そんなに好きなのに、どうしてつき合おうとしないんすか？」

「わざとらしいな。あんただって、あの夜の会話を盗ぬすみ聞ぎきしてたんだろ？　おれはずっと夜美に引け目を感じてた。俺みたいな何の取とり柄えもないやつは、夜美の横にいる資格がないんだってな。でも、いまは違ちがう」

　迷う必要はない。

　それを口にするのが重要なのだから。

　夜美がいなくなってから、俺なりに悩なやみ、出した答えがある。

「ほう、何が、どう違ちがうと？」

「簡単なことだ。資格がないなら、その資格を得ればいい。俺はいまから、夜美に追いつく努力をする。俺の夢。こんな俺にも、サキュバスあいつに見せられた夢があるんだ。そこにたどり着けたとき、きっと俺は胸を張ってあいつの横にいられる気がする」

　いままで、ただぼんやりと描えがいていた夢。

　思えば、それが俺の中で明確なかたちを取りだしたのは、夜美と一緒に行った特別授業で不意にこう言ったときからだった。




──さっき夜美が言っただろう。あれは俺の見た夢。すなわち二次元世界の探求こそが、俺の夢だ……。




「俺は二次元と三次元を結びつける技術を、この世に構築する技術屋になる。二次元世界の探求。そのために、二次元に行くやり方を見つけてみせる」

　俺の決意を聞いて、ユニムルは意外そうに目を丸くした。

「それは、何らかのクリエイターになる、ということっすか？」

「これってクリエイターなのかな？　でも、これがクリエイターって呼ばれるなら……そうなんじゃないかな」

　言いながら、ちょっと気き恥はずかしくなる。俺は日ごろから、クリエイターさんを尊敬していたから。まさか自分がそう人たちを目指す日がくるとは、まったく思っていなかった。

「これが、夜美が俺に見せてくれた夢だ。あいつのイラストは、間ま違ちがいなく世界で一番だからな。そこに到とう達たつする方法を探す。どれだけ時間がかかっても……」

　俺はフローリングに両ひざをつき、思い切り頭を下げた。

「──夜美は俺の夢そのものだ！　あいつが好きな理由を挙げなきゃいけないってのなら、それが答えなんだよ！　天使と悪魔は敵対するもんだっていう、あんたらの事情はわかってる……でも、頼たのむから俺から夜美を奪うばわないでくれ！」

　シンと部屋が静まり返り、しかし俺はそれからもずっと頭を下げ続けていた。

　ふと、頭にリリィが教えてくれたお伽とぎ噺ばなしが浮うかんだ。

　天使が、男から女を隠かくしてしまったこと。そのときになってようやく、男は女といがみ合っていた過去を悔くい、自分の本当の気持ちに気づいたこと……。

　お伽とぎ噺ばなしのエンディングでは、天使は女を解放する。ならばきっと、このユニムルだって夜美を返してくれるはずだ。

「俺は夜美が好きだ！　大好きだ！　もしこれから、俺が他の女の子に目移りしたときは、殺してくれたっていい！　だから、俺に夜美を返してくれ！」

　そうだ。俺は夜美が好きだ。

　いまとなっては、どうしてあんなに意地になってその気持ちを否定していたのか、わからないほどに……。

　あまりにも沈ちん黙もくが続き、俺は我が慢まんできずに顔を上げた。

「なあ、お願────………い？」

　目の前にあった光景が理解できず、それ以上俺は言葉を続けることができなかった。

　というのも、いままでユニムルがいた場所に……夜美が立っていたからだ。

　彼女は顔を真っ赤にして、もじもじと身体からだを揺ゆらしていた。
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「……は？」

　え、こうもあっさり返してくれるの？

　俺は慌あわてて部屋を見回し、ユニムルの姿を探した。

　すると、先ほどまでずっと閉まっていたドアが開き、隣となりの部屋でニヤニヤ笑っているグリムと、仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべるオトギの姿を見つけることができた。

「……え？」

　さっと後ろを振ふり向むくと、リリィにすがりつくユニムルがいる。

「こ、これでいいっすか？　リリィさん、これで自分は解放されるっすか？」

「解放だなんて、人聞きが悪いわね。あんただって、散々楽しんだくせに」

「いや、無理やりじゃないっすか！　え!?　ええ、悪魔こわっ！」

「……ちょっと待って？」

　なんで宿敵同士であるはずのリリィとユニムルが、そんな気さくな感じで話してるんだ……？

「話は聞かせてもらいましたわ。これにて、一件落着。すべてが、あるべき場所に丸く収まったということ」

　隣りん室しつから出てきたオトギが、場を取りまとめるようにそう言った。

　一件落着？　丸く収まった？　いまだに現状の理解が追いついていない俺が、説明を求めてオトギを見つめると、彼女は嫣えん然ぜんと笑って言った。

「あなた方のやり取りを、隣となりの部屋で聞いていたということです。わたくし、グリム、そして夜美さんの三人で」

「いや、先生たちって、天使にやっつけられたんじゃ……？」

「愚おろかなことを。《色しき欲よく五ご覇は星せい》に名を連ねるわたくしが、たかがヒラ天使ごときに後おくれを取りますか」

「要するに、『欺ぎ瞞まん』さまの力を借りたってわけ。噓うそでしつらえたシチュエーション。どう？　結構、緊きん張ちよう感あったっしょ？」

　そう言うのはグリムだ。

　噓うそ？　噓うそだって？

　いったい何が噓うそだっていうんだ？　こいつらが天使にやっつけられたって話が？　夜美を人ひと質じちに取った天使が、俺を呼び出したって話が？　……それともまさか、全部が……？

　信じられなくてまたユニムルを見ると、彼女はリリィの横で、気弱げに縮こまっている。先ほどまで、あれほど威い圧あつ的に見えた天使とは、まるで別人のようだった。

「お、おい！　あんた！」

「え、自分っすか？」

　ユニムルはきょとんと目を丸くした。まるで、話しかけられるのが意外でたまらないと言わんばかりの表情。当事者のくせに、よくそんな顔できるな！

「あんたが、このサキュバスどもをやっつけたのは本当なんだろ!?　噓うそじゃねえって言ってくれよ、頼たのむから！」

「いや、噓うそっすよ」

　即そく答とうだった。

「リリィさんから脅おどされたんす。言うことを聞かないと、快楽地じ獄ごくに堕おとすって。ちょっとだけその地じ獄ごくを体験させてもらったんすけど、ありゃあやばいっすよ！　こんなもん続けられたら廃はい天使になるって思って、すかさず降参したっす。自分、わりとこらえ性しようないんで」

　ユニムルは「へへへ」と言いながらフードをさする。

　形容しがたい気持ちになりながら、俺はすっとリリィに視線を移した。

　すべての元げん凶きようは、リリィということか。あいつ、さっきはあんなしんみりした空気出してたくせに！　とんだペテンサキュバスじゃねえか！

　リリィを睨にらみつける俺の視線を無視し、彼女は夜美のそばへと歩み寄った。

「……夜美、ヤスの気持ちはちゃんと聞いた？」

「……は、はい」

「そしたらもうヤスがどんな気持ちでいるか、毎日思おもい悩なやまなくっていいわよね」

「ちょ、ちょっと待て！」

　夜美がますます真っ赤になっていくのを見て、俺は必死に待ったをかけた。顔に身体からだ中の血が集まってきているような気がする。

「何よ？」

「お、お前、俺を罠わなに嵌はめやがったなあ！」

「罠わな？　言いがかりはやめてほしいわ。私はただ、素す直なおになれないあんたの背中を押してあげただけでしょ？」

「で、でも……」

「やり方が気に入らなかった？　でも、それならそれでいい気味だわ。夜美を泣かせるようなやつを、私が許すと思う？　相応の報むくいを受けたと思うことね」

　先ほどまでまとっていた弱々しい雰ふん囲い気きがきれいさっぱり消え去り、リリィはいつもどおりの自信で満みち溢あふれている。

「あんた、また逃にげる気？」

「……え？」

「あんたがいま話しかける相手は、ユニムルや私じゃないでしょ？　ずっと会いたかった女の子が、ここにいるのよ。返してほしかったんでしょ？」

　うっと詰つまって、夜美を見る。

　相変わらず、めちゃくちゃ可か愛わいい。数日ぶりに会えたからか、その思いは俺の中でさらに増しているようだ……。

　ふと、夜美を抱だきしめたい衝しよう動どうにかられた。彼女と触ふれ合あって得られる幸福に、いまはもう噓うそを吐つかなくていいのだと思うと、こうして離はなれて立っていること自体がひどい苦しみのようにさえ感じた。

「……夜美」

　俺は覚かく悟ごを決めて、夜美に近づいた。

　ちゃんと好きだと伝える。このシチュエーションが噓うそ偽いつわりだったとしても、俺は次夜美に会えたとき、自分の気持ちを直接伝えようと思っていたじゃないか。

　そうとも、先ほど俺が言っていた言葉は、すでに夜美に聞かれている。

　ならば、もう一度好きということなんて、まったく難しくないはずだ。

　俺の言葉を聞いて、夜美はおずおずと視線を上げた。

　そして、




「……ふっ、やっぱりヤスは私にメロメロだったということですね？」




　真っ赤なドヤ顔でそんなことを言った。

「──な、何だと？」

「そうでしょう！　さっき、私のことを好きと言っていたじゃないですか！　これはもう言いい逃のがれできませんから！　私はヤスのすべて！　私はヤスの夢！　いいでしょう。私がヤスと一緒にいて、ヤスの夢を叶かなえてあげます！」

　一息にそう言って、夜美は「ふふん」と鼻を鳴らす。

　イラっとした。

「……いや、お前俺が本気であんなこと言ったと思ってんのかよ？」

　売り言葉に買い言葉で、俺も咄とつ嗟さにそんなことを口走る。

「本気じゃないとあんなこと言えないでしょう」

「ユニムルを騙だますために言ったんだよ！　あれくらい大げさにやらないと、伝わらない奴やつには伝わらないからな！」

「無理があるでしょう、それは！」

「なんで？　いまは欺ぎ瞞まん祭のシーズンで、あらゆる噓うそをなかったことにしていい期間なんだぜ？　だったら、俺がそれを有効活用しようとしたところで、何の問題もない！」

「ヤスはもう欺ぎ瞞まんのワッペンを持ってないじゃないですか！　噓うそを吐つく権利なんてありませんよ！」

　そのとき、俺はさっとリリィに目をやった。




──役に立つときがくると思うの。ま、お守り代わりと思って。




　まさか、こいつ、こうなることまで予想して、俺にこのワッペンを渡したってのか。

　俺の視線に気づいたのか、リリィは肩かたをすくめてみせた。

「……ま、こうしないとフェアじゃないし？」

　そう言わんばかりに。

　全部、こいつの手のひらの上ってことか。

　でも、いまはそれに大いに甘んじることにしよう。

　すかさず俺がポケットから欺ぎ瞞まんのワッペンを取りだすと、夜美は目を剝むいた。

「げえっ、それは!?」

「ふはは！　見たか、俺には噓うそを吐つく権利があるってことだ！　いま俺はこいつを捨てる！　かくして、いままでのことは全部なかったことになるって寸法さ！」

「そ、そんなこと認めませんから！　ヤスは私のこと好きって言いました！　これはもう変えようのない事実です！」

「う、うるせえ！　俺は二次元の探求者！　三次元の肉にく塊かいに、かかずらわっている暇ひまはない！」

　それだけ言い残して、俺は部屋を飛びだした。
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　それから俺と夜よ美みの関係は、何ともややこしいものになってしまった。

「いい加減、見ていてイライラする」というオトギの恫どう喝かつによって、形式上は正式に付き合うこととなったものの、二人っきりのときには俺も夜美もそれを認めず、未いまだに意地を張り、いがみ合っている。

「オトギのやつがうるさく言うから、俺はしょーがなくお前の恋こい人びとになってるんだからな。その辺、間ま違ちがうなよ」

「私だって、そうですから。まったくリリィが変な気を回して、オトギさまを巻き込んじゃったせいで、いい迷めい惑わくです」

　こんなやりとりをしつつも、俺の中で密ひそかな変化はあった。それは、夜美の可か愛わいさをきちんと認められるようになったこと。

　不平っぽく言ってから、夜美は繫つないでいる手にギュッと力を入れてくる夜美は、やっぱり可か愛わいかった。ひょっとすると、俺はこんな夜美の表情が見たくて、彼女に突つっかかっているのかもしれない。

　今日、俺たちは依い頼らいしていたフィギュアが完成したと言うユニムルと会う約束をしていた。場所は、打ち合わせをしたあの喫きつ茶さ店てん。ドアを開いて中に足を踏ふみ入いれると、すでにユニムルはやってきていた。

「お、これはこれは仲睦むつまじい登場っすね」

「そういう冷やかしにはもう反応しないんで」

「ヨミさんは反応してるっぽいっすけど」

　ふいっと横を見ると、夜美のやつが恥はずかしそうにうつむいているのがわかった。いい加減慣れろよな。こっちまで恥はずかしくなるんだからさ。

「ま、いいっすよ。ほら、さっそく見てください。今回、かなり自信作っす」

　言いながら、ユニムルはテーブルの上に置かれていた箱を開かい封ふうし、そこからグレースケイルのフィギュアを取りだした。

　フリルのついたビキニ姿の『夜よ夢むちゃん』である。色はまだないが、そこは想像でカバーできる。あまりの出来の良さに、思わず感かん嘆たんしてしまった。

「おお！」

「どうっすか？」

「これこそまさに渚なぎさの天使！　これもまた俺の夢の具現だ！」

「それ、モデルは私ですよね」

　夜美が水を差すようなことを言う。そんなこと、みんなわかってるんだから、いまはいいだろ。恥はずかしいな、もう。

「……ま、そうかもしれないな」

「あれ、いやに素す直なおですね」

「うるさい」

　俺たちのやり取りを見て、ユニムルはくすくすと笑った。

「そう言えばヤスさん、この間、夢について話してたじゃないっすか？　あれって、こういうフィギュアを作ることとかでもいいんすか？」

「どういうこと？」

「二次元と三次元を繫つなぐ技術を構築するとか言ってたじゃないっすか。フィギュアも、一応はそれっぽい技術っすよね」

　俺は首をひねった。確かに、言われてみるとそうだ。とはいえ、

「いや、実はまだ、具体的なことは自分でもわかってないんだよな。漫まん画がとかラノベでさ、没ぼつ入にゆう型のＶＲシステムとかあるじゃん。ああいうのに近いかな。俺たちの認にん識しきを二次元世界に変へん換かんして、そこにいる二次元美少女と戯たわむれる。これこそが二次元の探求だ」

「ほーう、なるほど。ま、いまは本当に技術革新がすごいっすからね。二次元に行く技術も、気づいたときにはしれっと確立されているような気がするっす」

「でもそれ、浮うわ気きになりませんか？」

　言ったのは夜美。

「な、何だと……？」

「ヤスは私以外の女の子を好きになったら、死んでもいいって言ってましたよね？」

「いや、だからそれは、あのとき適当に言っただけのことで……」

　ごにょごにょと言いい淀よどむ俺に、夜美は頰ほおを膨ふくらませて詰つめ寄よってくる。

　俺は助けてを求めて、さっとユニムルの方を向いた。

「じゅ、純潔の天使としてはこういうのどうなの？　純潔ってのは、男女間のことでしか問題にならないんだよな？　リアルの男が、女の子とはいえ存在しない相手に夢中になるってどういう解かい釈しやくになる？」

「実際には接せつ触しよくしないので、セーフで！」

「ほら、見ろお！」

　俺は得意顔になって夜美を睥へい睨げいした。正義は勝つのだ。

「純潔の天使にとっては、『接せつ触しよく』の有う無むというのが重要なんすよ。ほら、こないだ自分、純潔の天使がサキュバスのラスト器官みたいなものを持ってるって言ったじゃないっすか？」

「──ちょ、ちょっと待ってください！　その話はダメ！」

　途と端たんに、夜美が真っ赤になってユニムルを止めようとした。

　どうやら、これは夜美にとって随ずい分ぶんと都合の悪い話らしい。

　俺は反はん撃げきの好機とばかりに、夜美の肩かたを抱だいて引き寄せた。

「……ふえ？」

「続けてくれ、ユニムル」

　いったい夜美にとって、どれだけ恥はずかしい話だというのか！　さあ、それをいま俺にも聞かせろ！

「実は誰に欲情してるとか、そういうことがわかるっていうのは噓うそっぱちっす。純潔の天使がわかるのは、カップルのＡＢＣくらいなんすよ」

「……カップルのＡＢＣ？」

「ほら、Ａはキス、Ｂはペッティング、Ｃはセックスってやつ」

　しれっとセックスとか言いやがる。まあ、この辺は最初からそうだったけれども。

　俺はまごつきながらも、そう言えばあの打ち合わせのとき、ユニムルが俺たちを見て「行こう為いはまだ」みたいなことを言っていたのを思いだした。

　あれは占うらないとかじゃなくて、天使の力だったってことか……。

「三段階の『接せつ触しよく』。キスは唇くちびる同士。ペッティングは愛あい撫ぶ。セックスは性器同士。その段階が見えるっす。例えばヤスさんとヨミさんで言うなら、Ａのキスまでは終わってるっすよね？　そういうのがわかるってことっす」

「……は？」

　しばらく俺は、ユニムルが何を言っているのかわからなかった。

　キス？　俺と夜美がキスまで終わってる……？

　もちろん、最初に俺の頭に浮うかんできたのは、『学園都市エリア』への旅行中にあったキス未み遂すい事件。

　触ふれたのか触ふれなかったのかわからなくて、夜美に判断を委ねたアレ。彼女の下した当たり判定の結果、俺たちは「キスしなかった」ことになったはずだが……。

　俺はぎこちなく首を動かし、すぐそばに引き寄せた夜美の顔を見つめた。

　夜美は真っ赤になって俺を見つめ返している。

「……ばか。だから待ってって言ったのに……」

「……い、いや、だって……」

「要するに、自分ら純潔の天使が、男女間におけるこれらの有う無むを認にん識しきする以上、やはり実際に触ふれ合あえない存在との恋れん愛あいはノーカンっすよ！　で、あるからして二次元美少女との──」

　ユニムルがまだ何か言っていたが、俺はもうそんなことを聞いていなかった。

　頰ほおを染めてはじらい顔を浮うかべる夜美が、どうしようもなく可か愛わいかったから。

　……ちくしょう。俺はやっぱり、すぐドヤ顔を浮うかべて調子に乗る、このはじらいサキュバスのことが好きみたいだ。





※






　まさか秘密にしておこうと思っていたキスのことを、知られてしまうとは！

　でも目の前のヤスは、その事実に狼狽うろたえつつも、どこか覚かく悟ごを決めているように見えました。

　ひょっとして、これでこれからはちゃんとした恋こい人びと同士みたいに振ふる舞まえる？

　それとも、いままで通りお互たがいツンツンしながら過ごしていくんでしょうか？

　どっちにしても、きっと楽しいに決まってる……！

　私はそう思って……優やさしくて、頼たよりがいがあって、でもときどきちょっぴり優ゆう柔じゆう不ふ断だんで……そんな大好きなヤスを、じっと見つめていました。
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　あとがき




　どうも、旭あさひです。

　今回は水着回！　肌はだ色いろ成分マシマシでお届けしております！

　書いているときからすごいテンション上がりましたが、そりゃなぜかっていうとなたーしゃ先生の描えがく水着ヒロインズが見られるから！

　表紙の夜よ美み単体もいいけど、口絵の四人もいいよね！　なんていうか、各自のお腹なかのラインとか、こう……すごい興奮するよね！

　ちなみに、今回可か愛わいらしい水着姿を披ひ露ろうしてくれた夜美ですが、実は水着になるのはこれが初めてというわけではありません。二年ほど前に出た電撃文庫の公式海かい賊ぞく本『電撃あいらんど！』にも、セクシーなビキニ姿の夜美が登場していますので、「まだ夜美の水着が見足りないぜ！」という方は、ぜひ探してみてください。

　さて、ちょっと話変わりまして、今回めでたくシリーズの四巻目を出せるということで、嬉うれしさ余って、個人的にフリーゲームを作成してみました。タイトルは『はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。～一夜の攻こう防ぼう～』です。基本的にヤスと夜美がいちゃいちゃするだけのゲームですが、ミニゲームの中には脱だつ衣いブロック崩くずしや野や球きゆう拳けんもありますので、スケベ心のあるいやらしい人はやってみてください。スケベ心のあるいやらしい人が作っておりますので。

　URL　→　https://unityroom.com/games/hajidoyasuccubus

　ただ、個人製作かつ完全趣しゆ味みゲーなので、クオリティに過度な期待はしないでください！




　最後に謝辞を。

　本作が書しよ籍せきと相あい成なるまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前巻から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま。シノゴノシリーズから引き続き、編集作業等でお世話になりました大おお澤さわさま。魅み力りよく的なイラストで作品を彩いろどっていただきましたなたーしゃさま。タイトルロゴや装そう丁ていを美しく仕上げていただきましたデザイン担当さま。内容や誤字脱だつ字じに目を光らせていただきました校こう閲えつさま。

　そしてＫＡＤＯＫＡＷＡ文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販はん売ばいに関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆みなさまに最大級の感謝を。





令和二年　五月　旭あさひ　蓑みの雄お









[image: ]







[image: ]










はじらいサキュバスがドヤ顔がおかわいい。④




……だいすき。








旭あさひ 蓑みの雄お





電撃文庫





2020年7月10日　発行





ver.001





©Minoo Asahi 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。④　……だいすき。』

2020年7月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/cover.jpg
B =it (
Ll-—L»
Hajirai
SUCCUBUS 80

DOMlQSQO

|<o.wom. //i,/
-





item/image/i-088.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-200.jpg





item/image/i-161.jpg





item/image/allcover-001.jpg
BUBHE2 A F T H DO,
0T,

ERESMIT, WD
fisha S Lithorefl

P& X Ao

IH3eE DRSS OYoioh, 1
DWTHIHFEND LV FELTRBEY
D Y IFHER A RIS LENT

Wiz

WRGHIIN N RVR Y 2% 2
PAOUNeE “HTER RO Y A
7 CHBYAS, MR L TRV
DLFFLESOTE Do

KA CHET BUEE . FISONFE
EEZ BT Ao

DVIEBICOLHFHIIEIID Sl &
AlD, BRI TOL e o

[ X RRRAD T ERF &R0 TL
nE¥hel

WOETHIR LT 9y T,

WAL 7 OUIG |

Hajicai

Succubus ga

Doyagao
kawart. |/

250 20 1
o ek
ERIBMTRICAN O E UL, SEDEISHKE
BEN S~ FENT—LED, —RITHTHBFL

BIFE,

AFAL Tz — Ly

BOFEAREDC:
BOULE, BEETEO5NE
ZANECESENESICHRDET .






item/image/i-014.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg





item/image/m-005.jpg
w@ 2 5 6 K B





item/image/m-004.jpg
1K

|11 A

\

aD <





item/image/m-006.jpg
H'vOo—™~





item/image/m-001.jpg
~aoo—-o~





item/image/m-003.jpg
1R 1 |4fot 7R ANK





item/image/m-002.jpg
Mm@ P-4 D> —0on-0CH €&





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		contents



		プロローグ



		第一章　サーキュレーター計画の始動



		第二章　バカンス



		第三章　対夜美三原則



		第四章　純潔の天使



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/i-146.jpg





item/image/i-261.jpg





item/image/titlepage.jpg
oooooo





item/image/fan-letter.jpg
AR TDTE R, TR B F {788,

T Ly —HTHE

T 102-8177 WIERTAHXE LA 2-13-3
SO AR A

[0 SEHESEA | 4%

[Tefz—Lootd] £

T 7

P2 —MCTEEVEEVWEEORMSEAMET 108&5(C
EZAh—F*yb;+TH1000M5% ] ZTLEVM!

ZRITI—RFE[FURLED 7 I ERL.
AEZHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

EHiE https://kda.jp/dbn/

OLEEDHKRIIHURDEEEEOTRAZ L TVELEZET,

@7 r—hILEVNCZHE N7 BEARIS. R ROMRFEITELV125- B TY .
@7 r—hTLEVME MRICK) FERLPILFLBABRHPETINBIENHVET .
@V NCF I AT BB, B X—ILXERICHDDBERIIBEHROTRIBICARYET .
O@—EBXISL TOVR L MIEN HUET .
OHFLELIT DS AREZEDSH DT EE/ THSEEL TEZL,

&
7
2
7
]
N
I
e
i#
51
<
£
&
()
1

AHEEETAL T,

COYIFEET 173 ar T EED N FELSLIE—IBIRHIEE Ao





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/i-039.jpg





item/image/i-117.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
) c1-—L®

= /8 Bt A5 AL/ BT
?‘*)‘47/7:&::’»1:»3:2:(L.~‘/7J:77°57477~)






